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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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昔、あなたは種をまいていたわね。

あれは多分、「歌」の種だったと思う。

いつか春がきたら、きっとあなたの歌は花開くわ。

歌の花は大地を覆おおい尽つくすのでは足らず、天にまで届くはず。

そのころにはみんな気づくでしょう。

この世はすべて、花の住すみ処かなんだってことに。









　一〇年前、南方の初夏。

　ミリアンは花の咲さく荒あれ地にうずくまっていた。靴くつはない。

　少女の細い手足は傷だらけで、薄うす黄色い髪かみは陽ひにやけてぱさついている。この年にミリアンは六歳になるはずだったが、小こ柄がらな彼女は実際の年ねん齢れいより幼く見えた。

（逃にげなきゃ、早く、もっと遠くまで）

　ミリアンは歯を食いしばり、心中で何度も繰くり返す。小さな体は恐きよう怖ふで満ちて、今にもはちきれてしまいそうだ。

　一刻も早く逃げなければならないのに、疲つかれと恐おそれでうちのめされた体は動かない。周囲に広がる赤茶けた石まじりの荒れ野は残ざん酷こくなまでに広く、はるか地平線まで続いていた。そこをまだらな黄色に染めているのは、尖とがった花弁と細いトゲを持つ花だ。

　傷ついたミリアンの足では、この広い荒れ野は越こえられない。

（なんでこんなに弱いんだろう、私）

　ミリアンはうずくまったまま小さく震ふるえ、零こぼれそうになる涙なみだを抑おさえる。

　弱い自分が憎にくかった。逃げることすらできない自分が憎かった。

　物心つく前に親に捨てられたミリアンは、この地で育てられた。大陸の南方、ウルキア地方。ごく貧しく乾かわいたこの土地が誇ほこれるものは、他ほかにろくな産業がないせいで傭よう兵へい稼か業ぎようにせいをだすしかなくなった男たちの戦せん闘とう技術と、地の果てまで続く荒れ野の雄ゆう大だいな光景だけだ。

　荒れた地に住む人々の気き性しようは激しく、他民族であるミリアンには誰だれもが厳しく接した。それでも、賢かしこいところや器用なところを見せれば、しっかりと褒ほめてくれもした。

　そんな風にミリアンを育ててくれたひとたちは、ついさっきみんな死んでしまった。

（どうして私、みんなと一いつ緒しよに死んでしまわなかったんだろう）

　固く目をつむり、ミリアンは思う。自分の住んでいた集落は、今朝方隣となりの集落に襲おそわれた。この地ではなぜか身内同士の争いが絶えない。古い因いん縁ねんや、新しいちょっとした事件を種にしては殺しあう。自分と一緒に育った子供たちや、母親代わりだった女たちはみんな死んだのに、なぜか自分だけは生き残ってしまった。──こんなときまで、自分は仲間外れだ。

　強い孤こ独どくを感じて震えたときに、少女は奇き妙みような歌を耳にした。

（歌──？　どうして、こんなところで？）

　ミリアンがおそるおそる黄色い花々の上に顔を出すと、遠く、丘おかのふもとに黒い点がいくつか見えた。あれは人ひと影かげだ。一列になって進んでくる、黒衣の人の列。

　ミリアンは、はっとして立ち上がった。黄色い花びらがいくらか、辺りに散った。

（あれ、味方だ！　昔、うちの集落にいたひとたちだ！）

　おそろしく晴れた空の下、十人足らずの黒衣の列は歌いながらやってくる。ある者は獣けものの牙きばで作った笛を吹ふきながら、ある者は歌詞のない、虫の羽音に似た緩かん慢まんな旋せん律りつを口ずさみながら、ある者は古びた赤い旗をつけた棒を持ちながら、黄色い花の間を歩いてくる。

　彼らの持つ赤い旗の文様は、ミリアンの集落のものだ。これはきっと、長く傭兵に出ていた男たちが帰ってきたところに違ちがいない。ミリアンはわずかな安あん堵どを感じ、男たちに走り寄る。

「待って！　うちの集落、襲われてる……マメイヤン家の奴やつらが、まだみんな殺してる！」

　かすれ声を張り上げ、ミリアンは叫さけぶ。しかし、男たちは歩みを止めなかった。顔までを覆う衣ころもの下に表情を隠かくして、淡たん々たんと歩いていく。ミリアンは必死で彼らの衣にすがった。

「行かないで、殺されちゃう……みんな、もう闘たたかえないから帰ってきたんでしょ!?」

　すがられた男はミリアンを見下ろし、その細い肩かたをつかんだ。力をこめて押しのけられ、ミリアンは花の上によろめき倒たおれる。少女は呆ぼう然ぜんと男たちを見上げた。

　真っ青な空を背後にたたずむ男たちは無言のまま、すぐにまた歩き出す。ミリアンの言葉は聞こえているはずなのに、彼らはまだ故郷の集落を目指していた。

　唐とう突とつにすさまじい寂さびしさに襲われて、ミリアンは叫ぶ。

「なんで帰るの！　帰ったって、何もないのに……もう、何もないのに」

　叫ぶと緊きん張ちようの糸が切れて、涙がこぼれてきた。

（殺されるかもしれないのに……なんで帰るの？　そこが家だから？）

　そう思ったらますます悲しくなって、悲しみのあまり目の前が薄暗くなった。体を嚙かみちぎりそうな悲しみに耐たえるため、ミリアンは嗚お咽えつを吐はき出した。あとはもう、抑えることもできなくて、大きな泣き声をあげる。自分はひとりだった。どうしようもなく孤独だった。

　自分だって、本当はどこかへ帰りたい。

　でも、ない。帰る場所がない。

　帰れない、逃げられない──だから、きっと自分は、どこへも行けない。








１　帰り道を探して









　その朝、帝てい都との北西に位置する魔ま導どう都市、カエキリアは穏おだやかに晴れた。

　季節は短い夏の入り口。丘の上に無骨な石の城をいただくカエキリアの城下町は、城と同じく、灰色の石といくらかの木材でできている。古ぼけて何の華はなやかさもない街であったが、そこには穏やかな生活の気配があった。

　朝も早くから勤勉な女たちが家々の扉とびらを開け、土間で飼われている小さな豚ぶたが路上へ駆かけ出す。路地をかぎ回る豚を踏ふまないように気をつけて、女たちはパン生き地じの包みを入れた籠かごを持って共同窯がまへと向かう。その道すがら、女たちの間には他愛たわいのないうわさ話が花開いた。

「おはよう、いい朝ね。見て、あの陰いん気きなお城も、今朝はずいぶん綺き麗れいに見えるじゃない？」

「あのひとがいると思うからよ。ねえ、聞いた？　カエキリア様と勝負をした魔導師、ものすごい美形だったって。うちの主人が言うには、見るだけでめまいがしたって！」

　この辺りでは、こんな類たぐいの会話がもう一ヶ月以上も延々と繰り返されている。

　話の種にされているのは、早春にやってきたはぐれ魔導師と、五〇〇年を生きたというこの地の領主であり古き魔導師、カエキリアの魔ま法ほう勝負だ。

『雨晴らし』をお題に繰り広げられた勝負には、カエキリアが不死の命を天に返しての大おお技わざを使って勝利した。魔法力の欠片かけらもない領民たちにしてみれば、魔導師の間にどんな勝負があったのかはあいまいだ。しかし、領民を苦しめていた長雨が、魔法勝負の朝に見事止やんだのだけは間ま違ちがいない。

　雨は止んだし春は来た。力を使い果たしたカエキリアは滅ほろんだものの、彼に代わってこの土地を治めることになった女魔導師はひとが良さそうだ。

　結果よければすべてよしとばかりに、カエキリアの民たみはおおむね満足だった。

　勝負に負けたはぐれ魔導師は城に監かん禁きんされているそうだが、これがまたとんでもない美び貌ぼうの主であるという。いずれ処しよ刑けいされるにせよ、追放されるにせよ、大層な見み物ものになるだろう。

　これだけの刺し激げきがあれば、カエキリアの民は軽く一〇〇年はうわさ話に事欠かない。

　──もっともこの魔法勝負、当事者たちにしてみれば、面おも白しろいどころの話ではなかった。


◆



　小高い丘の上にそびえる石の城、カエキリア城の朝は早い。

　魔導師が城主を務めるこの城に住む者は、ほとんどが魔導師かその卵であった。

　魔導師たちは巨きよ大だいな石の宿舎で眠ねむり、夜明け前に鳴る鐘かねの音で起きる。そろいの長衣をまとい、囁ささやくような小声で喋しやべる彼らは、まずは城中を掃はき清めてから、己おのれの位や役割によって、図書館や実じつ践せん室に散っていく。

　そんな魔導師たちの間をすりぬけて、走ってくるひとりの青年がいた。

　魔導師たちとは違う軽装の青年は、薄暗い城の通路を駆け、狭せまい螺ら旋せん階段を一足飛びに上って、勢いよく客間の扉を開け放つ。

「バシュラール様！　報告です！」

　客用寝しん室しつに響ひびき渡わたった青年の声に応こたえて、四本柱の寝台から不ふ機き嫌げんそうなうなりがあがった。

「……るせえなぁ……起き抜ぬけから叫ぶんじゃね……ッ！」

　寝ねぼけ気味の声が突とつ然ぜんと裏返り、寝台の天てん蓋がいがはねのけられる。

　天蓋の間からにょっきりと首だけを出したのは、光魔法教会辺境特別監かん査さ官の男、ギスラン・バシュラールだ。くしゃくしゃの茶色い髪の下、冴さえない容貌の中で灰かい青せい色の目だけが真しん剣けんに部下の青年を見つめている。

「本部からの書状、来たのか!?」

　バシュラールが勢いこんで問うたのは、彼が長いことそれを待ち望んでいたからだ。

　バシュラールの属する光魔法教会の本部は、ここ、カエキリアからはかなり離はなれた場所にある。カエキリアで起きた事件の詳しよう細さいを本部に知らせたバシュラールは、事件の当事者たちを捕とらえるための許可状が届くのを、もうひと月ばかりも待っていた。

　柄がらにもなく真顔のバシュラールに、しかし部下の青年は無情にも首を横にふる。

「いいえ、違います。山羊やぎに子供が産まれました！」

「…………山羊？」

　あまりに予想と違う答えを聞かされ、バシュラールの顔はみるみる情けなくなった。

　がっくりと肩を落として天蓋の中へ消えていく顔に向かって、彼の部下は明るく続ける。

「はい、この城の使用人たちが飼っている山羊です！　難産でしたが、俺が取り上げました」

「あー……そういやお前さん、山羊飼いの息子だったっけなあ」

「はい！　覚えていてくださったんですか!?」

　嬉き々きとした返事に、バシュラールは寝台の上に寝ね転ころがり直してため息をついた。

（覚えてるも何も、態度からしてそうとしか思えねえじゃねえか。しかしまあ、田舎いなかで山羊飼ってりゃ平和だってのに……よくもこんな阿あ呆ほうについてくるもんだぜ）

　彼がしみじみ思ったのも無理はない。貴族としては豊かな領地を持ち、伯はく爵しやくの位にあるバシュラールだが、光魔法教会の組織の中ではかなり下したっ端ぱなのだ。

　彼の役職である『辺境特別監査官』に求められているのは、光魔法教会の威い光こうを示すために辺境の街々を訪おとずれ、適当に接待を受けて帰ってくるだけの役割だし、その仕事のために光魔法教会がバシュラールに許した本来の部下はただひとりだけ。出世街道から転がり落ちて、バシュラールの下に配属された女性、ジェルトリュド・シュナルだ。

　何をやらせても平均以上にこなす彼女がいれば、本来の監査官の任務には事足りる。

　ところがバシュラールはこの役職を勝手に拡大解かい釈しやくし、自分の宿敵──と、勝手に決めつけている男──が現れそうな場所を探しては辺境を飛び回り、ついでに秩ちつ序じよの敵──と、やはり勝手に決めつけている小悪党の類──を相手に、潜せん入にゆう捜そう査さのような真似まねまで買って出ていた。

　これらの余計仕事に必要な人員は領地からひとを連れてきてまかなっており、今、部屋に飛びこんできた若者も、そんな類の私兵のひとりである。

　光魔法教会本部も当初はこのやり方にしつこく文句をつけたが、捕り物に関するバシュラールの情熱はさらにしつこかった。最近は本部もあきらめ気味で、自分たちが直接関かかわりたくない案件を見つけてはバシュラールに丸投げするようになっている。

（本部が俺を嫌きらってんのはわかる。にしたって、だ。今回の件は、俺の宿敵の白い奴のことだけじゃねえ。他派は閥ばつの魔導師とのごたごただぜ。簡単な指示すらこねえのは妙みようだ）

　七〇〇年ほど前の大災害で一度文明の滅んだこの世界で、知の頂点に立つのは魔導師たちである。彼らは世界の構成要素を『見る』ことからすべてを知った。知が大きな力を持つのはひとの世の常、魔導師たちの知は魔法教会へ集まり、中でも最有力の光魔法教会は、神聖帝てい国こくルースと結びついた巨大組織となった。

　魔導師の同業者組合とも言える魔法教会は、光魔法教会の他ほかにも多数存在する。あるものは国家と、あるものは有力商人と結びついて、魔導師の育成や魔法そのもの、もしくは魔法から生まれた技術の売り買いを行っている。そんな中で今回バシュラールたちと問題を起こしたカエキリアの魔導師は、『闇やみ魔ま法ほう教会』に属していた。

　これは光魔法教会に次ぐ規模の魔導師集団で、どこの国家とも結びつかない独立組織であった。闇魔法教会に属する魔導師は、魔導師以外の何者にも膝ひざを折らぬという古い気風を持ち、金と交こう渉しよう次し第だいでいかなる依い頼らいにも応える。個性的かつ強力な魔導師を多く擁ようするこの教会とことを構えるのは、どのような国や魔法教会でもためらうのが普ふ通つうだ。

（ひょっとして、事件が事件だけに本部がごねたか？　なにせ今の教主はあてにならねえ。幹部どもがもめまくってるのかもな）

　ありそうな話だ。幹部連中の不毛な押し問答を思い浮かべ、バシュラールは苦い顔で寝返りを打つ。

　光魔法教会をまとめるのは代々、大災害前、すなわち『前世界』の遺い跡せきに触ふれて魔法力に覚かく醒せいした、『覚醒位』魔導師である教主と決まっている。覚醒位魔導師は同時代には数人ずつしか存在しないが、光魔法教会はどうにか途と切ぎれることなく覚醒位魔導師を見つけ出しては教主にすえ続けてきた。数年前に光魔法教会の総教主に就任した人物も、強大な力を持つ覚醒位魔導師であることは間違いない。しかし、覚醒位魔導師の多くがそうであるように、現在の教主に人格的な破は綻たんがあることも周知の事実であった。

　覚醒位魔導師としての覚醒は、しばしば強きよう烈れつな人格崩ほう壊かいを引き起こす。

　今回の教主は就任以降、公式行事にすら直接顔を出したことがなく、バシュラールなどには教主が男なのか女なのか、老人なのか子供なのかもわからない。

「──くそ、駄だ目めだ！　気になって寝直せやしねえ！……ん？　お前さん、まだいたのか」

　バシュラールが天蓋をはねのけて寝台から下りると、客間にはまだ部下の青年が立っていた。彼は上目遣づかいにバシュラールを見て、おずおずと告げる。

「あのう……せっかくなので、子山羊に名をつけてやってくださいませんか、バシュラール様」

「またか！　領地じゃねえんだから、なんでも俺に名前つけさせんじゃねえ！　ったくしょうがねえなあ……で？　この城内には何匹ひき山羊がいる？」

「一三匹です」

「じゃあ子山羊の名前は山羊一四号だ。決まり。おい、ブラント！　着き替がえるぞ、手伝え」

　戸口でぼんやりとしていた従じゆう卒そつがバシュラールに呼ばれ、慌あわてて室内へ入ってくる。彼に手伝わせてバシュラールがねまきを脱ぬぎはじめたところへ、今度は別の部下が駆けこんできた。

「バシュラール様、報告があります！」

「おう、書状か!?」

「いいえ、近所の民が、我々のために『いつもお仕事お疲つかれ様お茶会』を催もよおしてくれるらしいのです。参加の許可をいただきに参りました！」

　部下の報告を聞き、バシュラールは、くらり、とめまいを感じた。よろめきたくなるのをどうにかこらえた彼は、腹から声を出して部下を怒ど鳴なりつける。

「却きやつ下かッ！　貴様ら、田舎になじみすぎだ！　整列！　気をつけ！」

　聞き慣れた号令に、部下たちは反射的に従う。横一列に並んだ三人の部下を眺ながめ、バシュラールは半分脱ぎかけのねまき姿のまま、片手を腰こしにあてて声を張り上げた。

「では復唱しろ！『秩序を我らに』！」

「秩序を我らに！」

「『世界は二度建築された、一度は神によって、二度目は魔ま法ほうによって』！」

「世界は二度建築された、一度は神によって、二度目は魔法によって！」

「ようし。いいか、お前ら。山羊飼いてぇなら、家に帰って思う存分やりゃあいいんだよ！　曲がりなりにも俺の部下をやるってんなら、お前らも秩序のために働かなきゃならねえ。暇ひまだからって近所の住民の方々と慣れ親しんでる場合じゃねえぞ。わかったか？」

「はい！」

　素す直なおに敬礼する部下たちに、バシュラールはしかめつらしくうなずいてみせる。

「よし、じゃあ、あらためて着替えだ。で、着替えがすんだら仕事を始めるぜ。いいかげんここの魔導師どもの言い逃のがれにもつきあっていられねえ。白い魔導師、東方の死し刑けい囚しゆう、魔導師候補の三人全員、とりあえずとっつかまえて帝都へ連行する！」

　バシュラールがねまきを脱ぎながら力をこめて言い切ると、間かん髪はつ容いれずに部屋の扉とびらが開いた。

「バシュラール様、失礼します」

　淡あわい花の香かおりと共にすらりとした長身をさらしたのは、バシュラールの公式の部下、シュナルだ。隙すきなく光魔法教会法務部の制服を着こんだ彼女は、怜れい悧りな瞳ひとみで自身の上司を見やった。

　一方バシュラールは着替え途と中ちゆうの半脱ぎ状態で、突とつ然ぜん入ってきた部下をまぬけに見返す。

「おお、シュナ……ル。できれば、入る前に……許可を取ってほしかったような気が……」

「失礼いたしました。なにやら、不ふ穏おん当とうな発言を耳にしましたもので」

　シュナルはまったく動じずにバシュラールを見つめている。バシュラールはじめ、部下の男たちが居い心地ごこち悪く固まっているのを尻しり目めに、シュナルは薄うすい唇くちびるでゆるりと微笑ほほえんだ。

「私の聞き間ま違ちがいだとは思うのですが、今、本部の許可を待たずにかの事件の当事者たちを捕らえる、というご意見が出ていたようですわね」

「あー、正確に言えば、捕らえる、じゃねえ。本人たちのご意思でご同行いただけるんじゃねえかなーって思っただけでな」
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　シュナルのあまりに真しん剣けんな様子に押され、バシュラールは言葉を濁にごす。

　元が美しい女であるからこその迫はく力りよくを宿した笑え顔がおで、シュナルは室内へと歩み入ってきた。

「なるほど、それで連行した後に軽く拷ごう問もんにでもかければ、あることないこと自白するという段取りですわね。帝国法院のよくやる手です」

「おい、シュナル」

　帝国法院、との名を聞いて、バシュラールは片眉まゆをあげた。

　帝国法院は、神聖帝国ルース政府の法務機関だ。バシュラールたちの属する光魔法教会法務部とは、職域が重なっているために犬けん猿えんの仲と言っていい間あいだ柄がらである。

　部下の男たちはおそるおそる、バシュラールとシュナルを見比べたが、シュナルはひるまなかった。彼女は静かに言う。

「私などが今さら申し上げることではありませんが、秩ちつ序じよを守るのは大変に難しいこと。大災害直後には力の価値のみがあまりに重くなり、結果、多くの悲劇が生まれました。理性なき力が多くのものを裁いてきた時代を越こえて、我々、光魔法教会法務部の人間は、証しよう拠こ重視の捜そう査さと、監かん視しと、適切な罰ばつで秩序を守ることを誓ちかったはず。ここで無理をしては、あの古式ゆかしい帝国法院と同じです」

　シュナルの言うことはあまりに建前的な話だが、彼女の声は揺ゆらぎない。

　理想論を言い切るのには度胸がいる。バシュラールはシュナルがばかでも世間知らずでもないことを知っていたから、なんとも言い返しようがなくて苦く笑しようした。

「もちろんだ、シュナル。……だけどな、俺のこれは、最初っから私し怨えんだぜ？」

　バシュラールがせいぜい冗じよう談だんめかして言うと、シュナルは今度こそ冷たく言い放つ。

「私、私怨にはおつきあいできませんと申し上げたはずです」

「そこだよ！　お前さんにゃわからねえんだ、この、二五年分の恨うらみっていうか呪のろいっていうか、そういうもんが。固いのも冷たいのも嫌きらいじゃねえが、少しは融ゆう通ずうきかせろよ。大体あの白い詩人はな、ただ俺の敵だってだけじゃねえ。不老にして歴史のあちこちに顔を出す災さい厄やくの魔導師、世界と秩序の最大の敵だ！」

　力説するバシュラールに、部下たちはいささかげんなりとした様子を見せた。彼らはもちろん、バシュラールの言うことを信じてなどいない。いつまでも子供じみたことが大好きな彼の戯ざれ言ごとだろうと決めつけている。ところが、シュナルの対応だけは少し違った。

　シュナルはバシュラールの顔をきちんと見返し、正しい発音で言う。

「私に他人の恨みを共有することはできません。私の義務は、世界の秩序、そうしてバシュラール様の秩序の守護。──バシュラール様、ご自分の秩序を正すために、世界の秩序を乱してはなりません。それでは、秩序を乱すものを認め、屈くつすることになります」

「なんつーか……まじめだね、お前さんは」

　あきれ半分でつぶやくバシュラールに、シュナルはそっと笑ってみせた。

「私、バシュラール様ご自身からも、バシュラール様をお守りしなくてはなりませんから」

「俺自身から？」

　バシュラールは訊きき返したが、シュナルは答えようとしなかった。彼女はさりげなく視線を外し、あらためて姿勢を正して敬礼をする。

「──遅くなって申し訳ありませんが、報告です。本部からの書状はまだ届いておりません。書状を持たせた部下からの連れん絡らくもなし。本部がごたついている可能性もありますが、途中での行方ゆくえ不明では困ります。ひとをやって追つい跡せき調査を始めました。なお、昨日から今日にかけて城から出て行ったのは、使用人三名だけです。顔と名は確かく認にんしました」

「あー……ご苦労さん。出てっていねえなら、まだあの白い奴やつご一行はここにいるってことか。嫌いやだね、同じ城にいる奴らの所在を知るのに、こんな手しか使えねえってのは」

　ぼやくバシュラールに、シュナルは落ち着いた口調で言う。

「魔法勝負の事件以降、この城を出て行って帰ってきていないのは、闇魔法教会本部へ向かったセロフ師と従者だけです。ここは他派は閥ばつの魔導師の領地。小悪党を相手にするのとはわけが違います。──本部と連絡がつくまでは、監視のみにとどめての現状維い持じが肝かん要ようかと」

「よし、報告の件は了りよう解かいした。お前さんは引き続き、自由裁量でやれ、シュナル」

「ありがとうございます」

「……で、俺はそろそろ着替えを続けても構わねえのか？」

「もちろんですわ」

　平然とうなずいたシュナルに、バシュラールはあいまいに微笑んだ。

「……悪いが、出てってくれ」


◆



　さて、バシュラールたちがカエキリアで悶もん々もんとしているころ、彼らがご執しゆう心しんの一行は、実はカエキリアの城にはいなかった。

　カエキリアからさらに北へ馬で七日間、主に針葉樹の生える古森に、ひとりの少女が身を伏ふせている。

　黒衣の姿を下生えの中に沈しずめ、彼女はもうずいぶんと長い間、身じろぎひとつしないでいた。

　短い髪かみは薄黄色、瞬まばたきの少ない瞳は透とう明めい度の高い赤あか紫むらさき。

　ミリアンの容よう貌ぼうはけして地味なものではないが、物心ついたときから闘たたかう者として生きてきた彼女は、自らを辺りの風景の一部にしてしまう術すべを知っている。

　しわがれた鳥の声がとぎれとぎれに響ひびき、木々の合間から零こぼれる陽光はあくまで淡い。下生えの間にちらと花の姿が見える他ほかは、春の森はあらゆる緑色と、灰色の濃のう淡たんでできていた。

　虫や獣けものの気配を含ふくんだ静せい寂じやくの中、不意にがさり、と目の前の茂しげみが動いた。

　少女の目が瞬しゆん間かん的に光を帯び、指がひらめく。

　そこにはさまれていた短たん剣けんは狙ねらいあやまたず飛び、茂みから飛び出した茶色のかたまりをとらえた。きぃ、と高い声をあげて茶色いかたまりが転がったのを確かめ、ミリアンはやっと体を起こす。ばねの効いた所作で歩み寄り、少女は自分の獲え物ものを見下ろした。

　後ろ足が発達した、小型の四し足そく獣じゆう。愛らしい黒目がちな目が、まだせわしなく震ふるえている。

（食べられる）

　しとめた獲物に対するミリアンの感想は単純明快、食べられるか食べられないか、ただそれだけだ。自分が食べるために捕とらえたものに、戯たわむれに同情するような心はもちあわせていない。

　ミリアンは特に何の感かん慨がいも浮かばない無表情で獣を押さえ、毛皮に刺ささった細い短剣を抜ぬく。のたうつ獣の足を持って立ち上がり、少女は空を見上げた。

　木々の伸のびていく先の空は薄うす青あおい。森の大気はあまりに濃こくて、ゆっくりと呼吸をしなければむせてしまいそうだ。周囲でざわめく気配はせわしなく、絶えず死の香かおりを含む。森には、生きるものと死んだものが満ちていた。

　ミリアンはそれを美しいと思った。

　彼女がこんな風にものを考えるようになったのは最近だ。かつて属していた暗殺集団、エル＝ウルキアの仲間を失い、生きる目的を失い、代わりに得たのは奇き妙みような旅の仲間と絶大なる魔法力。そして、こんなありきたりの森を、不意に美しいと思うような心だった。

（でも、どうしてだろう？　本当にただの森なのに）

「ミリアン」

　考えこんでいるところで聞き慣れた声に呼ばれ、少女は目を見開く。大急ぎで振ふり向くと、灰緑の森の中、目にしみるような白い長身の姿がたたずんでいた。白い髪に半ば隠かくされた白い顔、同じく白い衣ころもには、隙すき間まなく神話を描えがいた刺し繡しゆうがほどこされている。

「ソラ」

　ミリアンは、心の奥がほんのりと温かくなるのを感じながら、白い男の名を呼んだ。

　少女の声を聞くと、白はく髪はつの詩人は作り物じみた顔でそっと微笑ほほえむ。

　そんな小さな変化がまた、ミリアンにはどうしようもなく嬉うれしい。軽くなった足で細い倒とう木ぼくを飛び越え、少女は詩人に歩み寄った。

　詩人は琥こ珀はくの瞳に彼女の姿を映して、柔やわらかな声で言う。

「モリウサギを捕らえたのですね。黄金時代の英えい雄ゆう、怪かい力りきのエヴゲニーに聖なる青玉を与あたえたという伝説を持つ獣です。一いつ般ぱん的には白身の肉だと思われていますが、北に住むものの肉はいささか黒みがかっているとか。血抜きを手伝いましょう」

「いい、汚よごれるし」

　きっぱりと言い切られ、詩人はゆるやかに瞬いて少女を見返した。

　以前よりは人間らしい表情が増えたとはいえ、詩人の姿は生物というより、美に取り憑つかれた者が彫ほり上げた彫ちよう像ぞうというほうがふさわしい。老ろう若にやく男なん女によ、好みも様々なはずの万ばん人にんを呆ぼう然ぜんとさせる美貌。そんなありえないものを持った詩人本人には、どうやらその自覚が薄いようだ。

　詩人は自分の繊せん細さいな指を見下ろし、またミリアンに視線を戻もどす。

「気にしませんが」

「いい、似合わないから」

「そうですか？　君の目に、わたしはどんな風に映っているのでしょうね」

　微笑む詩人は、それ以上我がを通そうとはしなかった。本人に言わせれば『我などないのです』ということになるのだが、ミリアンはただ、果てしなく優やさしいひとなのだなあと思うだけだ。

　そして、そんな風に優しくて浮うき世よ離ばなれした詩人が獣の命を奪うばうところなど、ミリアンは見たくなかった。ミリアンは森を見つめていたのと同じ視線で、詩人を見上げて問う。

「セロフは？　ソラは、馬車のところで待っててくれてよかったのに」

「セロフ師は馬車に残っています。わたしも森に入る気はなかったのですが……カナギが帰ってこないんですよ」

　この場にいない仲間の名を聞き、ミリアンは瞬く。見れば、詩人もどことなく困った風にまつ毛を伏せていた。

「その、君は──帰りが遅くても、あまり心配はありません。でも、カナギの場合は『あれ』の可能性がありますから」

「……やっぱり、『あれ』だと思う？」

「ええ、まあ、『あれ』でしょうね」

「…………」

　言葉を切って、二人は神しん妙みような顔で立ちつくした。


◆



「……やっぱり、『あれ』ですね、これは」

「うん、『あれ』」

　ミリアンの野性のカンと、詩人の『自じ称しよう・幸運』に頼たよっての探たん索さくの後。さして時間もかけず、二人は森の中で目的のものを発見した。

　色とりどりのコケに覆おおわれた古森の土の上に、深しん紅くの上着がよく映はえる。

　ぱったりとうつぶせに倒たおれている黒髪の男の姿を目の前に、ミリアンと詩人はどことなく疲つかれた空気を漂ただよわせていた。

「……東方の薬くす師しの始祖は、かつてすべての薬草、毒草を自ら嚙かんでその薬効を確かめたとか。以来、薬師を目指す者は皆みな、薬草を嚙んで判別する術を身につけるのが基本だそうですが……彼の師だとて、いかにも毒とわかる未知の草をすべて嚙めと言ったわけではないでしょうに」

　長い杖つえに軽く寄りかかって詩人が言い、ミリアンは辺りを見み渡わたす。

「カナギが食べたの、あれだと思う。いかにも毒っぽいし」

　少女が指さしたのは、厚い土ど壌じようの上に生おい茂った灌かん木ぼくである。背の低い木に豊かに実っている実は赤と黄色のまだら模様で、どこからどう見ても毒々しかった。詩人は淡あわく笑えむ。

「なるほど、いかにも毒ですね」

「うん。見るからに、毒」

「…………」

　再び言葉を失い、詩人とミリアンは倒れたカナギを見下ろした。

　カナギは東方や大きな帝てい国こく都市ではごく高い地位にある『薬師』であり、若くして『達人位』に到とう達たつした秀しゆう才さいだ。達人位といえば魔導師や一部の職人など、商売をするのに資格が必要な専門職の上級位である。充じゆう分ぶんな知識と経験を兼かね備え、弟で子しを取ることを許された者のみがつく位で、カナギの歳としでそこに達する者はけして多くはない。

　そんな秀才がどうしてここで倒れているのかといえば、目の前のいかにもな毒草を食べたからだ。間ま違ちがったわけではなく、わざとだというところが手に負えない。

　ミリアンはカナギを指さし、透明な瞳を詩人に向ける。

「どうしよう、これ。埋うめる？」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない少女の台詞せりふに、詩人は首をかしげてみせた。

「まだ、かろうじて生きているように見えるのですが」

「じゃあ、運ぶ？」

　言われて、詩人は自分の指を細いあごにあてる。彼のほっそりとしなやかな長身は、どう見ても肉体労働向きではない。とはいえ詩人は、見た目ほど非力なわけでもなかった。

「……不可能ではないような気もしますが、わたしに運ばれたと知った後のカナギが心配です。わたしに肩かたを借りただけで一晩二晩は平気で落ちこむひとですから、運ばれたとなったら舌を嚙むやもしれません。ここはいつものように、彼がいつ起きるかで賭かけでもして待ちましょう」

　微笑む詩人にミリアンがこくりとうなずいたところで、カナギから低い声が漏もれた。

「……貴様ら……さっきから聞いてれば……ろくなこと言わないな……！」

　うつぶせに倒れたままのカナギが体を震わせているのを見て、詩人とミリアンは彼の頭の両側にしゃがみこむ。詩人は、カナギの黒髪に絡からまった小枝をつまみとりながら彼に声をかけた。

「おはようございます、カナギ。毒草の味はどうでした？」

「まずい」

「まずいの、好きなの？」

　ミリアンが首をかしげて問い、革かわ袋ぶくろに入った沢さわの水を差し出す。カナギはどうにか大地をつかんで体を起こし、真っ青な顔で首を横にふった。

「違う、断じて違う……！　これは学術的な興味だ、崇すう高こうな探求心だ！……ありがとな」

　地に座ってミリアンの革袋を受け取り、カナギはひとくち飲んで礼を言う。そんな二人を眺ながめて、詩人は穏おだやかな無表情で言った。

「ただでさえ魔ま物ものの毒で死にかけているというのに、さらに毒を食べてみるのだからたちが悪いですよ、君は。森に入って毒を食べて倒れるのも、春に入ってからもう五回目になりますか。これでまともな処置を期待するほうが間違いというものです」

「俺だってお前にそんなもん期待するか！　これでも大たい抵ていの毒に耐たい性せいはあるんだ、このくらい毒の内にも入らな……」

　カナギは憮ぶ然ぜんとした表情で詩人をにらみつけ、勢いよく立ち上がった──かと思うと、たたらを踏ふんで派は手でに転てん倒とうする。

　すばやく避よけた詩人が、再度うつぶせに倒れたカナギを見下ろして首をひねった。

「……まだ、四し肢しに痺しびれが残っているようですね」

「弱い」

　ぽつりと落ちてきたミリアンの台詞に、カナギは反論しかけて思い切り咳せきこんだ。


◆



　結局、馬車で待つセロフのところにカナギたち三人が帰ってきたのは、辺りが薄うす暗ぐらくなってからであった。

　カナギたちが淡い光を頼りに木々の間から歩み出ると、巨きよ木ぼくの倒れた後にできた自然の広場に見慣れた箱形の馬車が見えた。馬車の傍かたわらには、赤と紺こん色いろの織物で天幕が張られている。

「えー……ただいま」

　いささかためらいがちに言ってカナギが天幕の入り口をめくりあげると、中に座っていたセロフと、彼女の従者が立ち上がった。天幕の内部はそう広くはなかったが、五人が体を丸めているには充分すぎる広さがある。春とはいえ、山の夜は厳しく冷えていた。地面はむきだしで、天幕の真ん中では小さな焚たき火びが燃えている。細い煙けむりは天幕に空いた穴から零こぼれ、幾いく重えにも重なった針葉樹の葉にさえぎられて薄まるだろう。

「皆さん、心配しましたよ。ずいぶん遅かったではないですか」

　真しん剣けんな面おも持もちで言い、セロフは蜜みつ色いろの巻き毛を揺ゆらして三人へと歩み寄る。

「すみません、このひとがまた、毒草を食べて倒れていたもので」

　悪びれない風に詩人が微笑ほほえむと、セロフはますます眉み間けんの皺しわを深くした。

「カナギさんが？　大だい丈じよう夫ぶなんですか？　どんな症しよう状じようでした？　もう、歩けるの？　腰こしの怪け我がに響ひびいてはいませんか？」

　セロフのあまりに真っ当な心配に頭をかき、カナギは詩人を振ふり返る。

「……見たか、詩人。こういうのが、『普ふ通つうの心配』ってやつだぞ」

「知っていますか、カナギ。『普通』というのは幻げん想そうで、実在しないんですよ」

　しれっと言う詩人を押しのけ、セロフは詩人とカナギに割って入った。

「ふざけている場合ですか、お二人とも！　カナギさんは呪われているんですよ？　歩いているだけで不思議なくらいの体調で、一ヶ月前には死にかけていたというのに……ああ、それにしてもひどい顔色だわ！　森などに入らせなければよかった。さあ、こちらへどうぞ。もう横になってください。後のことは私たちがしますから！」

　ものすごい勢いで言い、セロフはカナギの腕うでをつかんで天幕の隅すみに引っ張っていこうとする。

　セロフの従者が迎むかえるように毛布を構えているのを見て、カナギはひどくいたたまれない気分になった。引きずられないように軽く抵てい抗こうしつつ、カナギは往おう生じよう際ぎわ悪く言い訳をする。

「えー……いや、俺は元気です。腰の怪我は激しく動かなきゃ忘れられるくらいになってますし、呪いの症状も今は落ち着いていますし、毒草を食べて倒れるのは薬師のたしなみです」

「本当ですか？　もうどこも痛くないの？」

「痛いのは常に痛……じゃなくて！　ええもう、全然ぴんぴんしてますよ！」

「……噓うそでしょう？」

「ほんとうです！」

　ひきつりながら言うカナギの顔には、どう見ても『無理して噓を言っています』という色がにじみでていた。疑わしげに彼を見つめ続けるセロフの袖そでを、ミリアンが横から軽く引く。

「本当。今、このひとにしては、元気なほう」

「あら、ミリアン。……弟子がそう言うなら、信じようかしら」

　ミリアンを見ると、セロフは相好を崩くずしてカナギから手を離はなした。カエキリアの現領主であるセロフは、仮の弟子であるこの少女に甘い。

「そうそう、ぜひ信じてください。俺は野草の整理をしなきゃならないですし」

　カナギはセロフの注意がミリアンに向いた隙すきにそう言って、自分の荷へとにじり寄った。カナギの採った野の草や実は、つるで編んだ籠かごにいっぱいになっている。

「ならばわたしも、自分の仕事をしましょうか。セロフ、ミリアンがモリウサギを獲とったんですよ。せっかくなので煮にこみましょう」

　詩人が話を向けると、セロフは彼に視線をやって、少しぼんやりと微笑んだ。

「本当？　それはすてきだわ」

　詩人の言葉をきっかけに、旅の面々はそれぞれの役割で動き始める。隅に座って籠の中身を検分していたカナギは、鍋なべを手にした詩人を手招いた。

「詩人、野草の中で食えるやつ渡わたすから。あく抜ぬきして煮ろ」

　カナギは言い、短剣で器用に野草の皮をはいでは切り分ける。薬になる部分、そのまま食べられる部分、森の土の一部に還かえす部分。几き帳ちよう面めんに並べられ、また空の鍋へ放ほうりこまれていく野草を眺めて、詩人は訊きいた。

「器用なものですね。これだけ食べられるものを集められるのに、どうしてあえて毒を食べてみるんです」

「……わかんない奴だな……あれは、浪ろ漫まんだ。つまりな？　ぱっと一目見たときから、どんな味で、どんな効果があるのか想像するわけだ。痺れはくるのかとか、幻げん覚かくが見えるのかとか、心の臓に響くのか、とか、想像しているうちにうっとりわくわくしてきてだな、つい、実際食べずにはいられなくなる」

　いつのまにやら力説しているカナギを眺め、詩人はほんのり微笑む。

「カナギ、君は病気です。病名は恋こいの病。お相手は毒草。わたしは最近の倫りん理り観に縛しばられるような趣しゆ味みはもちあわせていないのですが、それでも、ひとはひとに恋したほうがいいと思いますよ？」

「余計なお世話だ！　お前はどうして、なんでもかんでも恋にしたがるんだ!?」

「色恋沙ざ汰たと食物の話題は、いつの世でも人気ですから。ときに君、セロフ師が苦手でしょう」

　声を落としもしない詩人に、カナギは思わず天幕内を見渡す。ミリアンがモリウサギの処理をするのにくっついて、セロフと従者も天幕の外に出ていた。ミリアンとセロフが話しあう声が外から聞こえているのを確かく認にんしてから、カナギは声をひそめた。

「……そう見えるか？」

「ええ。君は彼女との間に距きよ離りを置いていますね。彼女が魔導師だからですか？」

　詩人に訊かれ、カナギはしばし考える。確かに、カナギは魔導師が嫌きらいだ。彼らは傲ごう慢まんで古くさく、薬くす師しをばかにする──というのがその理由だが、セロフはそのどれにも当てはまらない。カナギは難しい顔で首を横にふり、野草の固いつぼみをむしった。

「……いや、単に、年上の女ってのが面めん倒どうで」

　首をかしげてカナギの言葉を聞いた詩人が言う。

「カナギ、ひとつ予言をしてもいいですか？」

「嫌いやだ」

「君は女性で失敗します」

「──……ッ！」

　ろくでもない予言に、カナギは容よう赦しやなく傍かたわらの剣けんを抜いた。

　もちろん寸止めする気とはいえ、相当な速さで詩人に斬きりつける。

　次の瞬しゆん間かん、高い金属音が天幕内に響いた。とっさに何が起こったのかわからずに瞬まばたくカナギの目の前で、彼の剣は詩人の手にした鍋に止められていた。

「おま……え……」

　啞あ然ぜんとしたカナギの剣は鍋の丸みにそってすべり落ち、むきだしの地に触ふれる。詩人は、手の中の鍋をひっくり返して軽く肩かたをすくめた。

「物ぶつ騒そうですね。せっかくの野草が落ちてしまいましたよ」

　詩人はいつもの調子だが、剣の腕に覚えのあるカナギのほうはたまらない。自分の剣が、戦せん闘とうに関しては素人しろうとのはずの詩人に止められるなど、あってはならないことだった。しかも、防具は鍋だ。カナギは真っ青になって訴うつたえた。

「お前、どうして俺の剣をあっさり受けてるんだ!?　寸止めするはずだったんだぞ！」

「カナギ、鍋は立派な防具であり、武器ですよ。伝説の鍋の話をしましょうか？」

「それはもう聞いた！」

「……あなたがたは一体、何をやっているの……？」

　呆あきれと怒いかりに近い感情を含ふくんだ声にカナギが振り向くと、セロフと彼女の従者が天幕の中へ戻ってきたところだ。つい言葉につまったカナギに代わり、詩人がほがらかに微笑んでみせる。

「鍋の強度試験ですよ、セロフ師」

　ありえない、と言いたいのをぐっと我が慢まんして、カナギはひきつり笑う。

「そ……そうそう、ほら、すごいだろ、この鍋、斬っても斬れないぞ！」

「普通の鍋は斬れません！」

　セロフは言い切り、少し青ざめた顔で二人に歩み寄ろうとした。そんな彼女をさえぎるように、詩人が立ち上がってセロフを見つめる。彼に静せい謐ひつな琥こ珀はくの瞳を向けられると、セロフは息を吞のんで立ち止まった。

　全身をこわばらせたセロフを見て、詩人はそっと笑う。

「そうですとも、セロフ師。普通の鍋は斬れません。しかし、普通というのは幻想でもあるのです。あなたは常識という籠の中に囚とらわれた哀あわれな小鳥。籠の中で生まれたものは、自分の入っている籠が実は存在しないことに気づけません。そこから一歩踏ふみ出してごらんなさい」

「……ごめんなさい、ちょっと、意味がわからないのですが……」

「常識から自分を解き放ってみるべきだ、と言っているだけです。もしかしたら、この鍋は斬れるかもしれない。もしかしたら、この鍋は煮こみ以外にも使えるかもしれない。もしかしたら、この鍋は──あなたの前世の恋人かもしれない」

　またもあらぬ方向へ転がった詩人の話に、カナギは思いきり脱だつ力りよくした。しかしセロフはいつのまにやら、酔よったようなぼやけた目で詩人の瞳を見返している。

「恋人……？」

「そう。ひとの魂たましいの宿った魔法石や魔ま剣けんが、世界には存在するという話です。ならば、ひとの宿った鍋があってはならないという決まりはない。そういえば、この鍋は妙みようにあなたに似ていますね。そうは思いませんか？　運命を感じませんか？」

「そう、言われてみれば……」

　ますます陶とう然ぜんとしてきたセロフに微笑ほほえみ、詩人は白い指を無骨な鍋に添そわせる。

「そんな気がしてきたでしょう？　そう、これはあなたに出会うために生まれた鍋。あなたがこの鍋で何かを煮こむたび、あなたとこの鍋との魂は通い合い、至福のときを迎えることができるのです。──わたしには、このすばらしい鍋を、今だけの特別価格でお譲ゆずりする用意がありますが、どうです？」

「売るな！　大体それ、セロフの鍋だろ！」

　ついに口をはさんだカナギを見て、詩人は手に持った鍋を軽く叩たたいた。

「だから儲もうかるんですよ、カナギ。売れるはずのないものすら売るのが商売というものです」

「いつから商売人になった!?　セロフ、あんたもちょっとばかり顔と言葉の出来がいいからって、こいつのトンデモ話にいちいちつきあっちゃ駄だ目めですよ！　増長するから！」

　カナギに叱しかられ、セロフは心細そうに少しだけ笑う。

「あ……え、ええ、そうですよ……ね？　ええっと、何の話だったかしら？」

「鍋は料理に使うのが一番だって話だ！　ほれ、仕事しろ、料理人」

　料理人呼ばわりされた詩人は、手に持った鍋を見下ろして首をひねった。

「わたしは歌って料理もできる詩人であって、料理人ではないのですがね」

　そんな詩人を、セロフはぼんやりと眺ながめている。彼女の目がうるんでいるのは、おそらく焚たき火びの煙けむりのせいではないだろう。どうもこのところ、セロフは詩人を見ると様子がおかしくなるのである。

　具体的に言えば、カエキリアと詩人の『魔法勝負』の直後。詩人の正体を怪あやしんだセロフが、彼の能力を調べるために、二人きりでどこかへ消えた後から、セロフの詩人に対する態度は一変した。

　それまでの、少しばかり警けい戒かいしている様子から、目が合うたびにぼんやりしたり、目がうるみ、息苦しそうになったり、言葉がとぎれがちになったり、と、そんな様子へと。

（……何があったにせよ、困ったもんだ）

　カナギはいたたまれない気分になって、どこか遠いところへ視線をそらした。


◆



　食事を終えて、夜気はますます冷えこんできた。

　一行は焚き火を囲んでうずくまり、とぎれとぎれに言葉を交かわしている。

　短剣を一本一本石で磨みがいているミリアンの向かい側で、詩人が戯たわむれに楽器の弦げんを弾はじいた。

「──あんまり弾ひくと見つかるぞ、バシュラールに」

　外がい套とうにくるまったカナギが、どこか物もの憂うげに言う。彼の場合、それは実際に憂ゆう鬱うつだというより、体調の悪いしるしだった。詩人はカナギに視線を投げて微笑む。

「これで見つかるくらいなら、とうに見つかっていますよ」

「全然理り屈くつじゃないな……」

　表情の薄うすい顔でつぶやいたカナギに、今度はセロフが手をすりあわせながら言った。

「大丈夫です。おとりの馬車に表の街道を通らせていますし、あなたがたには地下水路を使って抜ぬけ出してもらいましたし。バシュラール殿どのたちはきっとまだ気づいていません。……それに、彼らには当分、本部からの書状は届きませんから。ろくな活動はできないはずです」

　彼女の言葉に含みを感じ、カナギはセロフと彼女の従者を見比べた。

「書状って、まさか、あんたら……」

「田舎いなかではよく、手紙が行方ゆくえ不明になるのです」

　従者がぼそりとつぶやく。つまりバシュラールたちの待っている書状は、セロフたちがどこぞで止めているのだ。よくやる、とカナギは内心あきれた。

　ばれたらますます罪が重くなるだろうに、セロフの目は軽くすわっている。

「何にせよ、バシュラール殿に気づかれないうちに闇魔法教会本部に着いてしまえば、こちらの勝ちです。あの場所と喧けん嘩かをする勇気のある人間など、この世にはいませんから。私たちは教主様にお願いして、光魔法教会との間を取りなしてもらいます。ミリアンはあそこで正式な師を選べば本部の庇ひ護ごを受けられますし、カナギさんは魔物の研究についての情報提供と引き替かえに、これからの旅に必要なものを用立ててもらうといいわ」

「──これからの旅、ね」

　セロフに言われ、カナギは口の中で繰くり返した。これからのことを考えると、途と端たんに体内に巣くった痛みがカナギをからかうように強くなる。呪のろいの痛みが引き起こす頭痛に顔をしかめて、カナギはてのひらで強く額ひたいを押さえた。

　彼の旅は期限つきだ。カナギが魔物の毒に冒おかされてから三年あまり、対たい抗こう薬を使っていたとはいえ、生き残ってきたほうが奇き蹟せきのような状じよう況きようである。正直、彼はいつ死んでもおかしくない。今は多少安定しているにせよ、残された日々のつきる前に、カナギは自分と故郷の人々を救う糸口をつかまねばならなかった。

　額を押さえたまま、カナギはセロフにゆっくりと問う。

「闇魔導師ってのは、純じゆん粋すいに金や交こう渉しようごとで魔法や知識を売るって話でしたね。交渉によっては、不死者なんかについての資料も、引っ張り出せますか」

「もちろんです。闇魔法教会本部の書庫は六つもあって、すべてが世の真理に繫つながっています。古いことを訊きくならば、魔導師が一番ですよ」

　うなずいたセロフの話にちょっとした違い和わ感かんを覚え、カナギは自分の記き憶おくを探さぐった。そういえば以前、詩人がばか話の中で『闇魔法教会本部の第七書庫』のことを言っていた気がする。

「詩人、お前のばか話によれば、書庫には七つ目があるんじゃなかったっけ？」

　カナギが訊いてみると、詩人はあっさり肩をすくめて言う。

「あれはあくまで、ばか話ですからね。書庫が六つまでしかないのなら、これからは訂てい正せいすることにしましょう。君と一いつ緒しよに旅すると、ばか話のネタが増えるのがありがたい」

「俺はお前が一緒にいると、ろくでもない事件が全速力で走りよってくるような気がするけどな！　セロフ……どうしてこいつまで連れてきちゃったんですか、あんたは」

　今さらなことをカナギが訊くと、セロフは即そく答とうできずに何度か瞬まばたいた。そうして頼たよりなく首をひねるセロフの代わりに、詩人が微笑んで言う。

「わたしだけカエキリアに残っていたら、バシュラールにさらわれるかもしれないからですよ」

　カナギはうさんくさそうに詩人の顔を眺め、ため息を吐ついて外套にくるまりなおした。

「俺はなんとなく思うんだけどな、多分、バシュラールってお前の被ひ害がい者しやだよな。あいつ、言動はとんでもないけど、根はまともそうだし」

　カナギの言いようにあいまいに笑い、セロフはつぶやく。

「……まあ……詩人さんも、確かに私の恩人ですから。あのままカエキリア城にいたら処しよ刑けいを望む声も出たでしょうし、本部に行くことでバシュラール殿をまいて、以降行方不明──というのが一番平和だと思ったのです」

「ご温情に感謝します、セロフ師」

　詩人が穏おだやかに笑って言い、セロフは戸と惑まどい気味に彼から視線をそらした。天幕には焚き火の炎ほのおがちらちらと映りこんでいる。

　じんわりと深まる夜の中、セロフは行き場をなくした視線をカナギに向けた。

「……カナギさんは、まだ不死者を探すのですか？　魔導師の中には、魔法で不死を追求するものもいます。生死の『循じゆん環かん』を重んじる薬くす師しにとって、不死薬研究は禁きん忌きであったかもしれません。けれど、魔導師にとっては正規の研究です。不死を求めるのなら、彼らに協力する、という手もありますよ」

「……で、その研究は、一体何百年間結果が出てないんですか？」

　苦く笑しようしたカナギに返す言葉はなく、セロフはためらうように目を伏ふせる。カナギは続けた。

「俺は不死者を見たから……いや、直接会ったっていうんじゃないけど、とにかく言葉は聞きました。あのとき、ラートリの不死者は確かに言った、神は、今もいるって。俺の呪いを解けるのは、そいつだけだって、ね。俺はその言葉を疑ってない。あれは、噓うそを吐くようなもんには見えなかったから。……俺は、不死者と神を探しますよ」

　カナギは少しかすれた声で、ゆっくりと言った。語るにつれて静かになっていく彼の表情を眺めて、セロフは小さく言う。

「そう。……あなたが少し、うらやましいような気がします。私も……不死者を実際に見たら、魔法よりも、ひとよりも、揺ゆるぎなく神を信じる気になったのかしら」

（……え？）

　セロフの声を聞きつけ、ミリアンは軽く目を瞠みはった。

　不死者を実際に見たら？　セロフは何を言っているのだろう。セロフの住むカエキリアの城の地下には、首だけになった不死者がいた。ミリアンはセロフに見せてもらったことがある。

（セロフは、内ない緒しよにしたいのかな、あの不死者のこと。カナギは不死者を探してるのに。でも……あの不死者は、神様のところへの案内なんて、してくれそうになかったけど）

　首だけになったカエキリアの不死者は、強大な魔ま法ほう力を持つミリアンとでさえ、会話をすることが難しい状態だった。その不死者の心と体の異様さに戸惑ったミリアンは、未いまだにあの不死者のことをカナギに言えずにいる。

　ミリアンがそわそわとセロフとカナギを見比べていると、詩人の楽器がまた鳴った。古びた楽器をなでながら、詩人は言う。

「不死を望み、神を求める長い旅──君の旅は、まるで祈いのりそのもののようですね」

「……あいかわらず、気味が悪い言い回しだな。いいか？　旅は旅だ、ただの旅」

　嫌いやそうに言うカナギを見て詩人は笑い、片かた膝ひざを立てて楽器を構え直した。

「わたしの言い回しが気にくわないというのなら、歌でも歌いましょうか。それなら文句もないでしょう」

　確かに、その提案には誰だれも異論を唱えなかった。おそらくは、誰もが歌を聞きたい気分の夜だったのだろう。ミリアンもまた、不安を心の端はしに押しやって膝を抱かかえ、その上に頭を預けて詩人の歌を聞く準備をした。

（ひとりだ）

　ミリアンは詩人の歌を聞くと、いつもそんなことを思う。自分はとても孤こ独どくだ。

　でも、なぜだか寂さびしくない。

　カナギや詩人と出会うまでは、こんな気分があるなんて知らなかった。

　ミリアンはずっと、孤独は寂しいものだと思っていた。でも今は違ちがう。柔やわらかくて安心できる孤独がここにある。──ミリアンはこの気分が好きだ。

　この気分が長く続けばいい、少女はそんなふうに願う。けれどきっと、この願いは叶かなわないのだとも思う。カナギには故郷があるから、いつかそこへ帰ってしまうだろう。故郷を知らないミリアンにうまく共感はできないけれど、ひとは故郷に帰るものなのだ。それがどんなに荒あれた地でも。だからカナギも、どうにかして家へ帰る道を見つけてしまうだろう。詩人は元から家を持たずに流れるひとだから、これからも故郷なんて作らずに、どこまでも流れていくのだろう。そして自分は──どうするのだろう。

　この旅の先に、自分の家族と故郷は見つかるだろうか。見つけたら、この孤独は消え去るのだろうか。考えながら、ミリアンは穏やかに目を細めた。詩人が歌っているのが聞こえる。

　世界にはわからないことや不確かなことが多すぎるけれど、確かなことがひとつだけあった。

　彼女は今、幸せだ。








２　混こん沌とんの溜たまり









　約七〇〇年前の大災害後からすべてが始まるこの世界で、魔導師たちの歴史は実に古い。

　光魔法教会本部の書庫に収められている公式資料によれば、魔導師たちの始祖は新しん暦れき四九年に初めて前世界の遺い跡せきに触ふれ、『覚かく醒せい』した、伝説のル・クォーであるという。彼は覚醒によって世界の構成要素を見るに至り、世の果てで人々の望みを叶え続ける『世界の王』と『鳥の神』の力の及およばぬ場所で、魔法によって人々を救った。大災害前の文明を失ったまま魔物との闘たたかいにのぞまねばならなかった人間たちにとって、魔法は大きな希望となる。

　後に世界の王と神が身を隠かくし、彼らに願いを叶えてもらったのだという人間がごく少なくなってからは、人々はなおさら魔導師たちをあがめたてた。




　時は流れ、新暦二〇〇年代後半。人間同士の戦乱により混迷を極きわめていた北部大陸に現れた魔導師、ヴァーヴィムは、乱立していた小王国の王のひとりと手を結び、彼に圧あつ倒とう的な勝利をもたらす。ヴァーヴィムはその王、アルチュセールに、すべてのひとを統すべる者となれと命じた。これが至し賢けん帝ていアルチュセールであり、今日も北部大陸最大の勢力を誇ほこる、神聖帝国ルースの初代皇こう帝ていである。

　ヴァーヴィムとアルチュセールは帝国建国後、神からさずかったという『法の書』を玉座の上に掲かかげ、この書に記された『秩ちつ序じよ』を世界にもたらすことが自分たちの使命であると宣言した。彼らの言う『秩序』、それは魔物のいない、ひとのための調和した世界を導くためのものだ。帝国は世界に新たな善悪を定め、己おのれが悪と定めたものを狩かるために常に強大な騎き士し団を所有した。ヴァーヴィムは光魔法教会を打ち立て、帝国と同じく『秩序』をもたらすために魔導師を育て、魔法から様々な技術を生み、これを帝国に提供し続けている。




　しかしもちろん、魔導師たちの中にはヴァーヴィムのとった態度に反はん抗こうするものもいた。

『秩序』は魔法の本質からあまりに遠いと主張し、古来そうしてきたように人間一人一人のために魔法の力をふるい続ける者たち。そんな古式ゆかしい魔導師たちの属する魔法教会の中でもっとも名が通っているものが、セロフたちの属する闇魔法教会だ。

　彼らは混沌の闇こそが世のすべてを知る、として、『闇』を教会名として頂いた。


◆



　闇魔法教会本部の地下には、複雑な地下通路が掘ほられている。

　この世にあってはならぬもの、滅ほろぼすわけにもいかないが、外へ出すこともままならぬものを収めるための、書庫や倉庫が多く存在するのだ。

　そんな地下の一角のひどく暗い部屋で、奇き怪かいな声がした。

「──妙みよう、ジャ。妙ナモノガ、来タ」

　たどたどしく喋しやべる声は、どう聞いてもひとのものではない。妙に甲かん高だかくて抑よく揚ようのない声に、低く抑おさえた男の声が応こたえる。

「どうなさいました、団長」

「解わかランノカ？　妙ナモノガ入ッテキトル。魔物ヲ体内ニ飼ッテル奴やつガ来タ。……オオ……コレハ、奴デハナイカ？　ソウ、奴ダ！　印しるし持チノ、カナギ！」

「なんと」

　男の声が驚きよう愕がくを宿して揺れ、室内の空気がさざめく。暗い部屋には、甲高い声を出す『団長』の他ほかにもかなりの数の人間がいるようだ。

「マダ生キテイタ……コレハ、迎むかエ入レネバ。印ガドンナ結果ヲ生ンデオルノカ、確カメネバ」

　甲高い声は早口で喋り、対する男の声は妙に浮き立つ。

「印持ちが自らここへと帰ってくるとは……これはまさしく世界の采さい配はい。我々の目的が達成される日も近いという証あかしやもしれません。すぐに手に入れましょう」

「ソウセヨ。教主ガ、手ヲ打ツ前ニ。モットモ……教主ハ、アノ仮面ヲ制スルダケデ精せい一いつ杯ぱいノヨウダガノ」

　甲高い声が止やむと、暗い部屋に鳥の羽ばたきの音が響ひびき渡わたった。続いて複数の衣きぬ擦ずれが聞こえ、人々の声がひとつの言葉を囁ささやく。

「恐おそれよ、再度」

　挨あい拶さつにしては奇き妙みようなその言葉を残して、人々の気配は暗い部屋から去っていった。


◆



「闇魔法教会本部の中で守っていただきたいことがひとつあります！　けして、ひとりで行動しないでください！　あそこは、路地が魔法文字を描えがいているほどに魔法的な場所。不慣れな者にはときに危険なのです！」

　風の音に負けぬように叫んだセロフに、地に伏ふせたカナギが叫び返す。

「先のことはいいから、まずは今のことを心配しろ！　セロフ、この風、いつ止むんだ！」

　カナギの声をかき消して、悲鳴というより怒ど号ごうに似た風が鳴った。

　雪とも氷とも砂ともつかない粒つぶが強風に吹ふき飛ばされ、巨きよ大だいな岩いわ陰かげに身をひそめたカナギたちにばらばらとあたる。

　もうすぐ闇魔法教会本部へたどりつくというところで馬車を降り、カナギたちが上ってきたのは巨石の転がる不毛の高地だ。辺りにはすさまじい強風が吹き荒れて、地に伏せたカナギたちから体温を奪うばおうとしている。風で舞まい散る氷や砂が視界を覆おおい、どこが天でどこが地なのかすらあやふやだ。セロフは岩陰にうずくまったまま、カナギを見やって叫ぶ。

「この風は天地を結ぶ豊ほう穣じようの風であり、闇魔法教会本部を守るためのものです！　私はちゃんとこの風が止む時期を狙ねらって来ていますから……今から三日以内には、風は確実に止みます！」

「ッ……阿あ呆ほか！　こんなとこに三日も押しこまれてたら、うっかり死ぬぞ、俺は！」

　血相を変えたカナギの横で、詩人が引き下げたフードの下から穏おだやかな声を出した。

「死体の困るところは、自分で歩いてくれないところと、日持ちがしないところですね。荷を運ぶ人員が減るのも困りますし、ここは是ぜ非ひともがんばってください」

「あいかわらず、まったく心温まらない台詞せりふだな！」

　顔をひきつらせて詩人を見返すカナギに、ミリアンが小さく言う。

「大丈夫。きっともうすぐ、風は止むと思う。……そんな匂においがする」

　不思議な確信をこめた声にカナギが視線をやると、ミリアンはじっと吹き荒れる風を見つめていた。彼女の瞳ひとみはあまりに透とう明めいで、ひとというより野生の獣けものを思わせる。だからこそ、彼女の言葉には奇妙な説得力があるのだろう。カナギは反論を吞のみこんで、ため息まじりに岩陰のむこうを眺ながめた。なんにせよ、待つしかないのは確かなのだ。

　そうしてわずかな沈ちん黙もくを風の音が埋うめた後、セロフがはたと顔をあげた。

「──止みますよ」

　彼女の言葉が完全には消えないうちに、風はひときわ強まって渦うずを巻く。舞い上がる砂や氷の粒のすさまじさに、一行が思わず顔を伏せた──その一いつ瞬しゆん後。

　カナギはふっと体が軽くなったのを感じた。体を圧あつ迫ぱくしていた風圧が消えたのだ。

「……本当か……？」

　あきれ顔で見つめてくるカナギをよそに、ミリアンは肘ひじを使って岩陰から這はい出した。

　後に続いた詩人は、衣ころもについた砂を払はらって、涼すずしい顔で荷を負い直す。

「永遠に吹き続ける風はありません。止むべきときには止むのです」

「詩人さんの言うとおりです。さあ、闇魔法教会本部が見えますよ」

　セロフがどこか嬉うれしそうに言い、目を細めて遠くを見つめた。彼女の従者とカナギたち三人も、セロフの後ろに立って目をこらす。先ほどまで殺人的な勢いで吹いていた風はゆるみ、微び風ふうとなって一行の衣をはためかしていた。視界をさえぎっていた砂や雪粒が地へ落ちていくと、カナギたちの視界には突とつ然ぜんと壮そう大だいな光景が飛びこんでくる。

　一行の立っている場所は、深い渓けい谷こくの縁ふちであったのだ。

　テラスのように張り出した岩場の道は、すぐに切り立った崖がけとなって途と切ぎれている。崖の向こう側は自然に厳しく削けずられた暗色の岩山で、頂上あたりにはまだ雪の白が見て取れた。岩山は高さを競きそうように角を出しつつ、左右へ延々と連なっていく。

　その山脈に添そってゆったりと蛇だ行こうする渓谷もまた、一体どこまで続いているのか、ここから眺めるかぎりではわからなかった。

「……あの風の中で歩いてたら、確実に落ちたな」

　カナギがつぶやき、ミリアンはわずかに目を見開いて囁く。

「獣だ」

「獣？　どこに？」

　言われてカナギも見渡すが、周囲に動物の気配はない。正面の岩山にはりついている生き物は、せいぜいが苔こけの類たぐいだけだろう。ミリアンに再度問おうとしたとき、急にカナギはその『獣』を見つけた。

「なんだ……あれ……」

　あまりに予想外の『獣』の大きさに、カナギは思わずぽかんとしてつぶやく。

　獣は岩山の表面全体を覆っていた。

　これは、あまりにも巨大な彫ちよう刻こくなのだ。いかようにして刻まれたのかはわからないが、岩山にはりついた四し足そく獣じゆうの彫像は、のたうち、長い舌を出し、牙きばをむいてカナギたちをねめつけている。けしてうまい彫刻というのではない。技法はつたなく、強い風に風化しかけてもいたが、それでもこの三匹の異形の像からは、強きよう烈れつな攻こう撃げきの意思が伝わってくる。

「神より祝福されしもの、大災害後に神の都へたどりつき、護まもりの牙を願った獣──伝説に詠うたわれる神聖獣です。魔物の勢力が強まった時代に、魔物を威い嚇かくするという意味で流行はやった聖獣様式の宮きゆう殿でんですね。ただし、ここまで巨大なものはこの場所にしか存在しません」

　詩人はいつもの穏やかな調子で言い、セロフはどこか誇ほこらしげに笑う。

「そのとおりよ。見て、ミリアン。あの神聖獣が刻まれた岩山、ひとが住んでいるのよ」

「ひとが？」

　言われてミリアンは瞬まばたいた。見れば確かに、岩山には異形の獣の像の他ほかにも、円柱やテラスが彫ほりこまれている。彫られた獣の尾おが柱にからみ、吐はき出す炎ほのおはアーチ状の窓を取り囲む。彫像と同化した巨大な宮殿は、岩山の中を掘り抜ぬいて作られたのだ。

（大きい。……一三階建て？）

　窓の数から宮殿の階数を数えて、ミリアンはあらためて驚おどろく。帝てい都と以外でこんなに背の高い建築物を見ることは珍めずらしかった。

「ええ。あれが、闇魔法教会の総教主様のいらっしゃる聖獣宮。我々、闇魔法教会に属する魔導師はここで真まことの名をもらい、魔ま法ほうの基本を学びます。そして下界が古い迷めい宮きゆう市街、通つう称しよう『混こん沌とんの溜たまり』ですよ。闇魔導師の技わざを求めて来た者たちが作る街です」

　蜜みつ色いろの巻き毛を風に揺ゆらしながら、セロフは注意深く崖の際きわ近くまで歩んでいく。

　その後に魔導師の従者が続き、カナギと詩人、ミリアンもまた、セロフの傍かたわらまで進み出て『下界』をのぞきこんだ。

　めまいがするほど深い渓谷の底には、石造りの街がべったりと広がっている。とにかく隙すき間まがほとんどない。高密度で築かれた背の低い建物が、モザイク模様に似て谷底を埋めている。互たがいに寄りかかり、覆い被かぶさり、ときに無理な立体交差をしてたたずむ街は岩山と同じ灰色で、ところどころに極ごく彩さい色しきの吹き流しが揺れているのだけが妙みように鮮あざやかだった。

　なるほど、これは計画都市とはあまりに違ちがう、混沌の街である。カナギはあきれ半分で言う。

「街があんまりごちゃつきすぎて、谷底が見えないような気がするのは俺だけか？」

　セロフはほがらかに笑ってうなずいた。

「それが正常な視界ですよ。さあ、少し急ぎましょう。まずは下界に行って、ミリアンの魔法石の鑑かん定ていを頼たのみます。また風が吹き出す前に、下まで下りてしまいましょう」


◆



　風化しかけた階段と、いくらかの命いのち綱づなを頼たよりに一行が下り立った『下界』は、実にごちゃついた場所だった。

　道はすべてが細く曲がりくねっていて、慣れない者が歩けばあっという間に迷ってしまう。密集した家々は粗そ末まつな台と看板を軒のき先さきに出して、ありとあらゆるものを並べて売り払う。路地を行く人間は雑多で数が多く、絶えず様々ななまりの共通語や異国語が飛び交かっていた。

（裏町によく似てる。違うのは匂いと──やたらと魔導師がいることくらいだな）

　カナギの感想どおり、ここでは迷路状に入り組んだ街のあらゆる路地から、薄うすい煙けむりと共にかぎ慣れない香こうの匂いが漂ただよってくる。刺し激げき的に甘い香かおりを時たま風が吹き飛ばし、街のあちこちにある色とりどりの吹き流しをはためかせた。

　道行く人々の中にはいかにも魔導師然とした長衣姿の者もいれば、自分たちの頼みを聞いてくれる魔導師を探しに来たらしい旅人や、彼らを鴨かもにしようと飛び回っているうさんくさい者もいる。

　そんな雑ざつ踏とうをかきわけて進むセロフは、さっきからカナギたちに魔法の講義をするのに余念がなかった。

「魔法のすべては、覚かく醒せい位魔導師から始まりました。前世界の遺い跡せきに触ふれ、世界の構成要素を見るに至った彼らは、その中から普ふ遍へん的な法則を拾い出し、記録する術すべを見つけて次代の魔導師を育て、今現在まで受け継つがれる『魔法』を作ったのです」

　ミリアンはセロフの話を聞くのはそこそこに、道の両側の店が掲かかげる各国語の看板を興味深げに見上げている。詩人は長い杖つえについた鈴すずを鳴らして歩きながら、セロフの説明を引き継いだ。

「そうして魔法を記録するために使われた代表的なものが、魔法学者ウゴルが原形を作った魔法文字、というわけですね。魔法をひとが神から授さずかった力だと解かい釈しやくしたウゴルは、魔法の神秘性を保つために魔法文字を複雑怪かい奇きなものにしたうえ、詩で魔法書を記したと言います」

「なんだそりゃ。魔法文字ってのは、他人に魔法を伝えるために作られたんだろ？　どうしてわざとわかりにくくするんだ。簡単にしといたほうが発展も早いし、教えるのも楽じゃないか」

　顔をしかめて言ったカナギの意見はしごくもっともだ。詩人は薄く微笑ほほえんでカナギを見やる。

「光魔法教会の魔導師は、君と同じように考えたんですよ。彼らは魔法書を再解釈して書き直し、誰だれにでも読めるようにした。そして実際、魔法力のない者にも、再解釈した魔法書を理解したなら『実じつ践せん位』以上の位を与あたえています。……そうですね、セロフ？」

　魔導師の『実践位』は本来、実際に魔法を行使する者にのみ与えられるはずの称しよう号ごうだった。セロフは穏おん和わな顔に、わずかな苦みを混ぜてうなずく。

「ええ。魔法を習得するために必要な精神的、肉体的な鍛たん錬れんを、光魔法教会は排はい除じよしてしまおうとしています。彼らは魔法をただの技術だと思いこみ、その神秘性を不要なものとした。あのバシュラール殿どのも、制服の記章から見て、魔導師としての『大達人位』を持っていらっしゃいます。けれど魔法力はまったくない。不格好な機械に頼ってしか魔法を使うことはできません。それで本当に魔導師と言えますか？……光魔法教会の学部は今や、魔導師の養成機関というより、帝国貴族や彼らに縁ゆかりのある者たちの単なる学舎なのです。彼らが知識と力を独どく占せんするためだけに機能する機関です」

　セロフが浮うかべた複雑な表情を見てとり、カナギはなんとなくげんなりした。おそらくセロフは、バシュラールたちのような光魔法教会関係者をさげすんでいる。

　カナギからしたら多少考え方が違うだけで、光も闇も、どちらも魔導師には違いない。

「ふーん……魔導師の世界にも色々あるんだな」

　気のない声を出したカナギにうなずき、セロフは言う。

「もちろんあります。派は閥ばつ争いに後こう継けい者しや問題、報ほう奨しようについてのあれこれや魔法書解釈についての公開問答に歌唱大会……」

「……セロフ、念のため訊ききますが。最後の歌唱大会ってのは、こう、歌って魔法が発動するとかそういうことなんですか？」

「いえ、単なる交流です。かなり本気で競きそいますが。ちなみにカナギさん、歌はうまいですか？」

「音おん痴ちです。無理に何か歌わされるくらいなら舌を嚙かみます」

　何かの間違いで歌わされることになどなったらたまらない。真剣に答えたカナギを見上げ、セロフはなぜか感心した様子でつぶやいた。

「硬こう派はなのねえ」

「恥はずかしがりなんですよ」

　小さく笑った詩人に言い返そうとしたところで、カナギはミリアンに袖そでを引かれた。

　何かと思って見下ろすと、ミリアンはいつの間にか両手にいっぱいのくだらない雑貨やら、食べ物の類を抱かかえている。どう見ても、このあたりの出店の商品だった。

「何だ、お前は。やたらと買いこんだもんだな……ちゃんと金、払はらったか？」

　いつの間にか保護者然とした態度を身につけたカナギが訊くと、ミリアンは首を横にふる。

「払ってない。くれた」

「本当か!?　あー……お前、きっと小さいから心配されてるんだよ。ありがたく食っとけ」

　カナギは勝手に納なつ得とくして、手て頃ごろな位置にあるミリアンの頭をなでる。ミリアンはむっとした顔でカナギの手を避よけ、自分の腕の中から怪あやしげな干したトカゲらしきものを差し出した。

「これ、カナギにあげる」

「……なんでだ」

「この中で、一番毒っぽいの、これだから」

「いらん！」

　カナギが大人げなく叫んでいると、セロフが振り向いて手招きをする。

「皆みなさん、ここで曲がりますよ。はぐれないで。道順を違たがえると目的地につけません」

　セロフに続いて一行が道を曲がると、そこはやけに静かで薄暗い小道だった。両側にたたずむ石の建物にはさまれて、細い道がまっすぐに続いている。街路のざわめきは不思議に遠く、静まりかえった小道の果てには古びた木製の扉があった。セロフはその扉を指さして微笑む。

「ここです、魔法石の鑑定をしてくれるところ。よかったわ、まだあって」

「……閉まってるみたい」

　セロフの示す店を見上げ、ミリアンは言う。

　確かに、木製の掘ほっ立たて小屋めいた建物は固く扉を閉ざしており、古びた扉の上には幾いく枚もの紙やら木の皮やらがはりつけられている。それらの上に書かれた文字をカナギが拾い読みしてみると、残らず借金の督とく促そく状のようであった。

「いえ、ここはいつでもこうなの。アルトゥーム？　アルトゥーム！　水の四番、火の七六番の、アドリアナ・セロフよ」

　セロフは声を張り上げ、がたつく扉を何度か叩たたく。扉は沈ちん黙もくしたままだったが、しばらく後に突とつ然ぜんと、カナギの足元から砂と埃ほこりが舞まい上がった。

「何だ!?」

　慌あわててカナギが身を避けると、彼の足元にぱっくりと隠かくし扉が口を開いた。木製の粗末な扉を開けて地下から首を出したのは、ひとりの瘦やせた男だ。

「……水の四番？」

　つぶれた声で問うた男は、耳当てのついた妙な頭ず巾きんをかぶっている。歳としで言えば初老にかかるくらいの謎なぞの男は、下半身を地下に残してじっとセロフを見つめた。

「アルトゥーム！　ええ、私よ。アドリアナ・セロフ」

　セロフが動じずにしゃがみこむと、頭巾の男はいきなり彼女の右手を握にぎりしめる。

「本当だ、水の四番……！　こんなにも酷こく使しされて……しかし元気そうなのが気に食わんぞ。屈くつ託たくなくきらきら光りやがって、俺よりも美人の傍そばがいいってことか？　ばかだな、人間の外見など、下手をしたら一〇年ももたんというのに。けっ、薄はく情じようなもんさ！」

　ひとりで勝手に盛り上がっている頭巾の男に、詩人とカナギは顔を見合わせた。頭巾の男が熱ねつ烈れつに話しかけているのはセロフではなく、セロフの指についた指輪の石だ。芯しんに緑色の光を秘ひめた青味がかった石は、セロフの魔法力を補助する魔法石である。

　石にばかり話しかける石屋の姿に、セロフは懐なつかしげに微笑んだ。

「あいかわらずねえ、アルトゥーム。私の石を選んでもらってから、もう一五年は経たつのに。今日は新しいお客を連れて来たのよ。石の鑑かん定ていをしてもらいたくて」

「まっとうな石でなければ、俺は見んぞ。最近はどの石も粗そ悪あくで、目が腐くさりそうだ」

　セロフは石屋の言いように苦く笑しようし、ミリアンの手を取って彼の視界の真ん中に引き寄せる。

「最近の石ではないから、期待はもてると思うわ。どう？」

　ミリアンのバングルを見ると、石屋は俄が然ぜん乗り気になった様子で身を乗り出した。バングルについた紫むらさき色いろの石をなめるように見つめ、石屋はちらとセロフをうかがう。

「ふむ、なにやらやっかいそうなものを持ってきたな。この子はなんだ？　あんたの弟で子しか？」

「仮の、ね。私じゃ、覚醒位魔導師の師し匠しようにはなれないわ」

　あっさりと言われた単語に、石屋は瞬まばたく。

「かくせいい？」

「ええ」

　セロフがうなずくと、石屋は高らかに舌打ちをして、地下へ続く扉を大きく開けた。

「……早く入れ。お前らもだ、面めん倒どうだからみんな入れ、さあ早く！」


◆



「最近はあまり仕事をしない。人間は礼れい儀ぎを知らなさすぎるからな。しかし、そんな石を見ちゃあ話が別だ。あげく覚かく醒せい位ときた。セロフ、どうしてそいつを先に宮きゆう殿でんに連れていかない？」

　はしごを下りた先の暗い作業室で、石屋はセロフに問う。

　ランプの明かりで照らされた地下作業室には、工具や本が所ところ狭せましと積んであった。一見物置じみた部屋だが、小さな暖だん炉ろの他ほかに炉のようなものがあるのが特とく徴ちよう的だ。奥の壁かべには一面、細かな引き出しのある棚たなが作りつけられている。

　セロフは雑然とした部屋の中から小さな椅い子すを探し出してミリアンを座らせ、自分はその傍かたわらに立って石屋を見つめた。

「この子、自分の家族も故郷も知らないのよ。育てられた場所の掟おきても捨ててしまって、偶ぐう然ぜんに『覚醒』してしまって。味方は行きずりの他人だけで……」

　そこまで言って、セロフは『行きずりの他人』呼ばわりしたカナギと詩人を見やり、ごめんなさいね、と小さく囁ささやく。

　カナギと詩人は互たがいに黙だまって視線を交かわし、各おの々おののやり方で肩をすくめた。

「構かまいません。本当のことですから」

　詩人が代表して柔やわらかに言い、セロフはうなずいて言葉を続ける。

「宮殿には、色々なものがあるわ。派閥や、争いの種もね。これから、私や彼らがどれだけこの子の力になってあげられるかはわからない。だからせめて、信しん頼らいできるあなたに魔法石からこの子の身元を調べて欲しいと思ったの」

　ミリアンは喋しやべるセロフを見上げ、次に自分のバングルについた紫色の魔法石へと視線を落とした。このバングルは、彼女が実の親族からもらった唯ゆい一いつのものだ。他には親族を捜さがす手がかりなど何もない。記き憶おくすらまったくない。セロフは石屋を見つめたまま、静かに言う。

「これだけの石だもの、きっと有名な家の子よ。ご親族がどんな事情があってこの子を手放したにせよ、身内から覚醒位魔導師が出たとなれば名めい誉よだもの、多少のことは吹ふき飛ぶわ。……もしも直接のご親族が保護を申し出なくとも、素す性じようさえわかれば他に味方をしてくれるひとも見つかるでしょう。先のためにも、この子に早く味方をつけてあげたいの」

　セロフの話を聞くうちに、カナギにも今までは漠ばく然ぜんとしていたミリアンの将来が見えてきた。

（そうか。覚醒位魔導師なんていったら、奪うばい合いになるに決まってるな）

　表だっては互いに争いあうのを禁じている魔導師たちの世界にも、実は様々な勢力争いがあるのだという。ならば、誰だれもが有力な魔導師を身内に引き入れたいと思って当然だろう。身元不明のおそろしく強力な魔導師候補であるミリアンなど、ぼうっとしていたらあっという間に周囲の事情にまきこまれてしまうに違いない。

　ミリアンはこれから、そんな世界で生きるのだ。

　カナギは自らの胸に淡あわい焦こげつきを感じながら少女を見下ろした。ミリアンは事情がわかっているのかいないのか、表情のない顔でゆるやかに瞬いている。

　石屋はセロフの話に笑って、小さな槌つちを手にした。

「親心か。お前もそんなもんを感じる歳になったってことだな、セロフ。俺も歳を取るわけだ。よし、お嬢じようちゃん、もう一度それを見せて」

「……この石、叩くの？」

　石屋の持った金かな槌づちを見て、ミリアンは問う。石屋は迷わずうなずいた。

「そうとも。石の本質を見るにゃ、叩くし、煮に炊たきもする。石の素性は人間と同じで色々だが、人間よりは正直だ。やり方さえ間ま違ちがわなきゃすぐに全部を見せてくれる。どこで生まれ、何を持ち、何を見て、どう変わってきたかをな」

「大丈夫よ、ミリアン。壊こわれたりしないから」

　セロフが肩に手を置いて言うので、ミリアンはうなずいた。ミリアンはセロフがミリアンに好意を抱いだいていることを信じていたし、この石屋にも誠実な気配を感じていた。ミリアンがバングルをした手を伸のべると、石屋は刺し繡しゆう入りの布で彼女の手を押さえ、小さな金槌をふるう。

　バングルの石を軽く金槌が叩くと、思いの外大きな音が立った。

　澄すんだ、針のように尖とがった音が作業室中に跳はねまわり、部屋の隅すみに並んだ金属の棒が共鳴して澄んだ音を立てる。石屋はそれを視界に収めて言う。

「音の八番。古いね。一〇〇年代だ。次は光」

　金槌をくるりとひっくり返し、石屋はもう一度ミリアンの石を叩いた。

　今度は金槌が石に触ふれた瞬しゆん間かん、ぱちぱちと音がして、薄うす暗ぐらい部屋に小さな火花が散る。

　快とも不快ともつかない痺しびれにミリアンは目を細め、石屋は火花の色を読み取っていく。

「赤が九七番。炎ほのおが多い。青が六から五六で可変。幅はばが大きいな。あとは、白が七で、黒が九」

「……黒？」

　セロフが石屋の言葉を聞きとがめ、眉まゆをひそめて繰くり返す。何かまずいのだろうか。ミリアンが見上げると、石屋は神しん妙みような顔でミリアンを見返した。

「……あんた、これ、人間が入ってるよ。しかも半かけだ」

「ひと？　半かけの？」

　意味が取れずにミリアンがセロフを見ると、彼女は石屋よりさらに難しい顔をしている。

「……よくないわね。半分のものは、欠落を埋うめるために何かを引っ張る癖くせがあるわ。アルトゥーム、この石に入っているのは、古い人間？　この子の血けつ縁えんの可能性は？」

「そう古くはない感じだったが、俺にもくわしくはわからないよ。一番いいのは、この子自身が見てくることだが」

　セロフは石屋の言葉にうなずき、真しん剣けんな面おも持もちで椅子に座したミリアンの傍らにひざまずく。

「ミリアン。魔法石って、自分と似た波長の石が選ばれるのよ。生まれつき性質の似た石を選んで身につけているうち、石と魔導師は互いに干かん渉しようしあって、入り交じっていく。だからこの石には、あなたの半分が入っているようなものなの。でも──今は、別のひとも入っている」

「それは……この石の、前の、持ち主？」

　ミリアンの問いを、セロフはためらいがちに肯こう定ていする。

「そうかもしれない。だとしたら、あなたの血縁の可能性が高いわ。魔法石は、他人が入っていると本当の力を出せないの。ミリアン……少し危険だけれど、石に誰が入っているか、『のぞいて』みる？　相手の正体がわかれば、色々とやりようがあるわ」

　まだ見ぬ血縁に会えるかもしれないというなら、ミリアンに拒きよ否ひする理由はなかった。一も二もなくミリアンがうなずこうとしたとき、急にカナギが口をはさんだ。

「待てよ、セロフ。あんた、何がどう危険なんだかの説明をはぶきすぎだ。その、『のぞく』のに失敗したらミリアンはどうなる？　他にもっと安全な方法はないのか」

　冷静に訊きくカナギを見上げ、セロフもまた静かに答える。

「失敗すれば、戻ってこられなくなります。石に心を吞のみこまれて、二度と目を覚まさない」

「危なすぎる」

　吐はき捨てるように言ったカナギに、詩人が言葉を返した。

「しかしカナギ、そもそも魔法とは危険なものですよ」

　カナギは鋭するどい視線を投げ、詩人はそれを苦もなく受け止めて唇くちびるで笑う。

「発はつ狂きようした魔導師の数を知っていますか？　覚醒位魔導師ならば九割以上ですよ。魔導師が魔法石を相方として持つのだとて、石がひととはまったく違う法則で生きているものだからこそ。石の硬かたさを頼たよりに、魔導師たちは正気を保つのだと言われています。──自分の石すら制せない魔導師など、長く正気でいられるわけがありません」

　詩人は穏おだやかに自らの知識を披ひ露ろうする。それは確かに真実なのだろう。

　しかしそんな残ざん酷こくな真実を、どうして自分を慕したっている少女の目の前で言うのだろう。詩人の神経がカナギにはさっぱりわからない。いらいらと詩人から視線をそらすカナギを見上げ、ミリアンは少しばかり思案した。けれど彼女の気持ちはとうに決まっていて、変わりそうになかった。ミリアンはセロフに向き直って言う。

「セロフ、私、のぞいてみる」

　少女の決断に、セロフは目を伏ふせてうなずいた。ミリアンは次にカナギを振り返る。心配げ、というよりはどこか不安げな彼に向けて言う言葉を、少女は選んだ。

「大丈夫だと思う。大丈夫じゃなかったら……大丈夫じゃなくても、やってみたい」

　駄だ目めだったら、仕方がない。ミリアンは正直にそう思った。彼女にとって恐おそろしいのは、自分が何もできないことだ。何もできないで事態が悪くなっていくのを見守ることだ。自分のがんばりでどうにかなる可能性があるのなら、結果がどうであれ、あまり恐ろしいとは思わない。

　少女の瞳に恐れがないのを見てとったのか、カナギはやがて、短く言う。

「がんばれ」

「うん」

　ミリアンは少し嬉うれしくなってうなずき、詩人のほうを見る。白はく髪はつの青年はそっと目を細めた。

「大丈夫ですよ。いってらっしゃい」

　それは、ミリアンが今一番欲しかった言葉だ。少女は深くうなずき、落ち着いた雰ふん囲い気きをまとってセロフに向き直る。セロフはミリアンのバングルにてのひらを載のせた。

　作業室に居並ぶ面々は、皆みな静まりかえってセロフとミリアンを見つめる。

「──ミリアン、石を見て。そう──石の構成要素を見て」

　セロフが囁ささやき、ミリアンは彼女の声に従う。慎しん重ちように神経を研とぎ澄まし、世界へ呼びかける。

（──来て）

　少女の内なる声に呼ばれ、彼女の視界はくるりと反転した。あっという間に目の前の光景が細かな極ごく彩さい色しきの微び粒りゆう子しの集まりに変わり、世界のざわめきが耳を襲おそう。その中で、セロフの声だけが、やけに純じゆん粋すいなまま届いてきた。

「石の中に光があるのがわかる？　その光に働きかけて。光で門を作るのよ」

　セロフの言葉に導かれ、ミリアンは自分のバングルの石を見下ろす。

　ミリアンの魔ま法ほう石は、主に赤と青でできていた。赤色と青色の細かな粒つぶが、互たがいにぶつかり合っては小さな火花を散らしている。

（セロフの言う光って、この火花かな？）

　どうも違うような気もする。さらに意識を集中して、ミリアンは自身の魔法石をそっとかきわけてみた。ミリアンの意識の指は魔法石の中へすべりこみ、固くて冷たい何かに触れる。

　その冷気はあっという間にミリアンの意識の指を伝って石の外へと零こぼれ出て、白く輝かがやく光に変わった。白い光は地へとしたたり落ちたかと思うと、するすると空へのび、簡素なアーチの形を作り出す。

　極彩色の視界に輝く、光のアーチ。これがおそらく、セロフの言う『門』だ。

「門ができたら、中へ入ってみて」

　セロフの声に従ってゆっくりと光のアーチをくぐった途と端たん、ミリアンの視界は一変した。

　極彩色の視界はふっとび、辺りは奇き妙みような光景に切り替かわる。

　頭上にはすさまじい青空が広がっている。抜ぬけるような青空の下には赤茶けた荒あれ野のがゆるやかな起き伏ふくを見せており、地表は黄色い花に覆おおわれていた。

（あ……これ、南方だ。ウルキア地方だ。でも……どうして、石の中がウルキア地方なの？）

　肌はだに触れる乾かわいた大気の匂においまでが、確かにミリアンの育った南方のものに変わっている。

　反射的に寂さびしいような、少し苦しいような気分になって、ミリアンは小さく息を吐く。

「ミリアン、そこに何が見える？」

　ここでも変わらず響ひびいてきたセロフの声に、ミリアンは周囲を見み渡わたして答えた。

「花。私の育った、南方の。あと──扉が見える」

　少女の周囲は、どちらを見ても果てない荒れ野であったが、前方の少し離はなれた場所には場違いな扉がひとつ、ぽつんと立っていた。黒く古い木製の扉の後ろには、建物の姿などない。

　花はな咲さく荒れ野の真ん中に、扉はただそれだけでたたずんでいる。

「なら、その扉の中をのぞいて、あとは急いで帰っていらっしゃい。帰り道は、わかるわね？」

　セロフに言われて振り向くと、ミリアンの背後には、さっきくぐった光の門がぼんやりとした姿をさらしていた。ミリアンはうなずいて、もう一度前方の黒い扉へ向き直る。

　花を踏ふんで歩いていき、木製の扉に手をかけると、扉は小さなきしみをたてて内側へ開いた。

　扉の向こうは荒れ野の続き──ではなくて、ひどく薄うす暗ぐらい部屋だ。

　かび臭くささと奇妙な香こうの匂いが入り交じり、様々なものがごちゃついて置かれている。ミリアンは扉の外から、その薄暗い部屋をうかがった。

「……誰だれ？」

　不意に、部屋の奥から声がした。女の声だ。少しかすれていたが、ミリアンと同年代くらいの少女の声に思える。

（なんだろう。懐なつかしい、声だ）

　はっきりいつ聞いたとは思い出せないが、耳になじむ懐かしい声だった。ミリアンは声の主を見ようとして、薄うす闇やみの中に目をこらす。

　ほこりっぽい部屋の中からは、緩かん慢まんな足音がミリアンのほうへと近づいてきていた。

「あなた……ひょっとして、──なの？」

　薄闇の中にぼんやりと現れた白い人ひと影かげが、ミリアンに向かって不安げな声を出す。人影はミリアンを何か別の名で呼んだようだったが、ミリアンにはよく聞こえなかった。

「え、何？　よく、聞こえない」

　ミリアンは特に警けい戒かい心を抱いだくでもなく、人影の声をよく聞こうと扉の中に顔をつっこむ。それをさえぎるよう、人影はミリアンの目の前に人差し指をつきつけた。

「──だわ。間ま違ちがいない。どうしてこんなところにいるの。駄目よ、帰ってきたら。戻って」

　徐じよ々じよに怒いかりをはらみはじめた声に、ミリアンは何かを言おうとした。

　けれど、その何かが声になる前に、扉の中からものすごい風がわきおこる。ミリアンは息を吞み、両手で顔をかばった。荒れ野に咲く黄色い花々が、風でいっせいに同じ方向へ倒たおれる。

「戻って！」

　人影が叫ぶと、風はさらに強まり、ミリアンは呼吸ができなくなる。息苦しさに喉のどをかきむしろうとした途端、少女の視界は恐ろしく高い音を立てて千々に割れた。

（何？）

　目を見開くミリアンの前に、突とつ然ぜんと真っ暗な石の部屋が現れる。誰かのうめきと、血の臭においがした。

　その光景はすぐに消えて、次に現れたのは南方の集落だ。乾いた土地にたたずむ女たちは、何かにおびえて逃にげていく。集落は襲われたのだ。

（これ──私の、記き憶おくだ。昔見た、光景だ）

　気づいたミリアンの周りでは、まだ風が荒れ狂くるっている。少女は唐とう突とつに、生々しい恐きよう怖ふを感じた。息が苦しい、胸がはりさけそうだ、頭が痛む、それほどの恐怖。そんなものを久しぶりに感じた。いつから感じなくなっていたのだろう──そう、それはおそらく、あの、北部辺境の遺い跡せきで『覚かく醒せい』したとき以来なのだ。

（戻ってくる、全部）

　ミリアンは直感する。あのとき遠くへ行ってしまった強い感情のすべてが還かえってくる。

　過去の喜びも、悲しみも、恐れも──憎にくしみも。

（嫌いやだ、怖こわい、そんなのはいらない！）

　ミリアンは懸けん命めいに叫ぶ。けれどあまりに強い風に、声は出なかった。息が苦しい。怖い、頭の芯しんが痺しびれている、体の中に炎ほのおがあるのがわかる、それが渦うずを巻き、全身を焼き尽つくしてしまう。取り返しのつかないことが起こってしまう。そんなのは嫌だった。それはきっと苦しい。

　苦しいのは嫌だ。

（誰か、助けて）

「ミリアン」

　ミリアンの声に呼応するよう、誰かの声が響いた。

　少女は必死に、その声のほうを見やった。声の主はセロフではない。誰もいなかったはずの花畑に、いつの間にかひとりの青年が立っている。

　象ぞう牙げの肌に黒い髪かみ、瞳は剣と同じ鈍にび色いろに光っていた。

　カナギ・サンスイ。東方の罪人。──これは、殺さねばならない男だ。

　過去の記憶にひたっていたミリアンは、カナギと過ごした穏おだやかな時間の記憶を失していた。

　腹の底が熱くなり、反対に頭は痛いほど冷えた。

　混乱したミリアンの体を、過去の憎ぞう悪おが鮮あざやかに染め上げる。


◆



「カナギ……あなた、今、何を……」

　髪を振ふり乱したセロフが真っ青になって言い、カナギは嫌な予感にひきつった。

　石屋の作業室はひどく荒れ果てている。

『石の中に入りこんだ』ミリアンの魔法石が、ある一点を超こえたところですさまじい光と風を巻き起こした結果だ。セロフは慌あわててミリアンの魔法石に取りついたが、光と風が収まったのは、カナギがミリアンの名を呼んだ直後だった。

「……まずかったのか？」

　カナギが小声で詩人に問うと、彼は容よう赦しやなくうなずく。

「まずいです。あんな状態の彼女の名を呼ぶなんて」

　吹ふき荒れた風のものすごさと、セロフが必死に名前を呼んでも反応しないミリアンの様子に、カナギはつい彼女の名を呼んでしまったのだ。自分の行動の何がまずかったのかがよくわからず、カナギは内心冷や汗をかきながら問いを重ねる。

「とりあえず、光は収まった──よな？」

「それがますます、まずいのだと思いますが」

　詩人は淡たん々たんと言う。今、ミリアンは石屋の卓たくに顔を伏ふせていた。体に異状は見られず、バングルの魔法石も鈍にぶい光をまとっているだけだ。

　厳しい面おも持もちのセロフが見守る中、ミリアンは不意に、ゆるりと体を起こした。

「……ミリアン？　目が覚めた？　ここがどこだかわかる？」

　問いを投げるセロフには目をやらず、ミリアンの赤あか紫むらさき色いろの瞳はまっすぐにカナギへと向いた。

　その瞳の中に何かを見つけ、カナギは背筋に寒いものを感じる。

（まさか──いや）

　間違いない。少女の目の中にあるのは──殺気だ。

「離れろ！」

　カナギが叫んだ瞬間、ミリアンの手がごく自然に動き、自身の革かわ帯おびから短剣を抜いた。

　立ち上がるのと同時に、なめらかに短剣がカナギへ向かう。

　ひりつく殺気を感じ、カナギの体は勝手に反応した。

　最短距きよ離りで喉を狙ねらってきた短剣を、思いきり体を倒して避よける。同時に足で椅い子すを引っかけ、ミリアンに向けて蹴けりやった。動きを封ふうじようとしたのだ。しかしミリアンは椅子にぶつかりもせず、止めようともしない。一瞬早く床ゆかを蹴り、彼女は椅子を飛び越こえた。

　とん、と軽い音を立ててミリアンがカナギの目の前に着地し、すかさず蹴りを放つ。

　体を低くして蹴りを避けると、顔の横を冷えた風がかすめ、皮一枚が裂さけた気配がした。

（靴くつにしこんでるな）

　──踵かかととか、袖そでとか、色々。

　カナギはミリアンがかつて言った言葉を思い出す。ミリアンは、戦せん闘とう集団エル＝ウルキアを抜けてからも、武装を解くことはなかった。彼女は体のあちこちに武器を仕こんでいる。

　蹴りを避けざま体をひねり、カナギは勢いよく相手の足を払はらう。──かかった。

　体重のかかった足を綺き麗れいに払われ、ミリアンの軽い体は一瞬宙に浮ういた。部屋はごく狭せまく、物に満ちている。ミリアンは積まれた本に背をぶつける。けれどカナギには見える。
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　少女はずっと目を開いている。そこには苦痛の色すらほとんどない。

　ミリアンは弾はずむように転がって跳はね起き、再度短剣をふるった。

　視界の真ん中で光る刃やいばに、カナギは一歩早く踏ふみこんだ。

　早かったのはほんの一歩だが、カナギとミリアンでは身長がまったく違ちがう。腕の長さも。

　ミリアンの冷えた目が、一瞬見開かれる。

　直後、カナギの掌しよう底ていがミリアンの細いあごにあたった。

「ッ……！」

　衝しよう撃げきに短い息が漏もれ、ミリアンの首が後ろへ倒れる。そのまま、ミリアンは作業室の卓に叩たたきつけられた。少女は薄うすいまぶたを閉じて、ずるりと床へと崩くずれ落ちる。

「あ……カ、カナギさん……ミリアン……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ミリアンが倒れて動かないのを見てとり、セロフがかすれ声で問うた。カナギがやっと視界の端はしに意識をやると、他ほかの連中は壁かべ際ぎわにはりついて、カナギとミリアンの立ち回りを見守っていたようだった。ミリアンに歩み寄ろうとしたセロフを、カナギは鋭するどく制する。

「待て、まだ寄るな！」

　カナギの声にセロフが硬こう直ちよくした直後、ミリアンの指がびくりと動いた。バングルについた魔法石がわずかな震ふるえを帯び、もう一度白く淡あわい光をにじませる。

（魔法か……？　まずい）

　カナギは首筋がぞっとするのを感じた。彼はミリアンに当て身を喰くらわせるとき、手加減をした。──実のところ、手加減しすぎた。ミリアンには、まだ意識が残っていたのだ。

　魔ま法ほうへの対処法をまるで知らないカナギがひるんだ隙すきに、セロフが意を決して動いた。女魔導師は懐ふところから護身用の短剣を抜ぬき、自分のてのひらに斬きりつける。

　てのひらに血の朱しゆが線を引くと、そこにぼんやりと魔法陣じんの入いれ墨ずみが浮き上がる。セロフは必死の形相で、血のしたたる自分のてのひらでミリアンの魔法石を覆おおった。

　瞬間、室内の大気が弾はじかれたように大きく震え、少女は弓なりに体を反そらせる。

「あぁッ！」

　悲鳴をあげて後頭部を床に打ち付け、身をよじった後に、ミリアンの四し肢しからは力が抜けた。

　セロフは荒あらい息を吐はいて、気絶した少女の顔をにらみつける。

　わずかな間、作業室には重い沈ちん黙もくが満ちた。それを振り払うように、セロフがカナギと詩人を見上げる。淡いランプの明かりで、セロフの額に汗の粒つぶが浮き出ているのがわかった。

「ごめんなさい……私、忘れていました。この子がかつて、闘たたかいを生業なりわいとしていたことなんて……。法の途と中ちゆうで記き憶おくが混こん濁だくしたのだと思います。可哀かわい想そうですが、拘こう束そくしましょう」

　固いセロフの言葉に答えようとして、カナギはとりあえず息を吐いた。立ち回っていたときより、今のほうが緊きん張ちようしている。つらいくらいだ。カナギは顔をしかめ、抑おさえきれない痛みに肩かたを震わせて、口元をてのひらで覆って咳せきこんだ。震えているのは、てのひらも一いつ緒しよだった。

　カナギは痛みをこらえるように目を閉じ、セロフに低く言う。

「……よせ、大丈夫だ」

「何がですか！　この子の心は……多分、昔に戻ってしまっていたんです。一時的な混乱かもしれないけれど、もう一度目が覚めたときに何の関係もない誰かを襲おそったらどうする気です！……この子は、エル＝ウルキア……暗殺者だったのでしょう？」

　セロフのつらそうな訴うつたえを聞きながら、カナギはミリアンの傍かたわらに片かた膝ひざをつく。

　少女は細い肢し体たいを床に投げ出して、苦く悶もんの気配を残したまま気絶している。頭をはじめあちこちを打っているだろうが、ひどい外傷はない。そのことを確かめて、カナギは少しだけ安あん堵どした。微び弱じやくな震えを帯びた利きき手を押さえ、カナギは横目でセロフを見た。

「確かに、こいつはエル＝ウルキアだった。……でもな、エル＝ウルキアは任務に忠実で、誇ほこり高い奴やつらだ。たとえ昔の気分に戻ってたって、こいつはやみくもにひとを襲ったりはしない。俺が襲われたのは……多分、ちょっと前まで俺がこいつの標的だったからだろ」

「は……？」

　突とつ然ぜん告げられた事実に、セロフは呆ぼう然ぜんと瞬まばたいた。

　そんな彼女の傍らに詩人が膝をつき、カナギと同じようにミリアンを見下ろす。

「何かの拍ひよう子しで、石の記憶が彼女に流れこんだのかもしれませんね。この石は、今までずっと彼女と同じものを見てきたのでしょうから。それを途中で醒さましてしまったから、過去の感情が今と入り交じってしまったのやもしれません」

　静かに言い、詩人は白い手をミリアンの瞳にかざした。輪りん郭かくをなでるように詩人の手が動くと、不思議にミリアンの顔は少しばかり安らいだような気がする。

　セロフは途と方ほうに暮れた顔で詩人とカナギを順番に見やり、ためらいがちに主張した。

「それでは……それでも、危険、でしょう。カナギ、少なくとも、あなたにとっては」

「俺は、危険でもいい」

　カナギは言った。重い疲ひ労ろう感かんがあったが、迷いはしなかった。

　セロフは戸と惑まどって言葉を失う。沈黙の中、詩人がぽつりと言った。

「愛ですね」

「ああ、愛……そう、愛なのかもしれないわね……」

「そうか、なるほど、愛か……」

　ぼんやりとつぶやくセロフと石屋に、カナギは血相を変えて立ち上がった。

「なんで！　どうしてそうなるんだよお前ら!?……ッ……」

　勢いよく叫んだ途と端たんに体に激痛が走り、カナギは真っ青になって咳きこみはじめた。詩人は気にせず、口元に薄い笑えみの気配を取り戻して言う。

「『あなたになら殺されても構わない』……まぎれもなく一いつ般ぱん的に言う『熱ねつ烈れつな愛の台詞せりふ』というやつです。ただ、普ふ通つうは女性側が言うことかもしれませんね」

「だからなんの話なんだ……」

　荒い息を吐きつつ必死で反論しようとしているカナギの頭上で、小さな鈴すずがからからと音を立てた。石屋がすばやく反応し、セロフに叫ぶ。

「愛はともかく、今のをかぎつけてまずいもんが来たぞ！　きっと『目』の奴らだ！」

「なんですって!?」

　セロフが顔色を変え、荒あれ果てた部屋の惨さん状じようと、ミリアンの様子を見み渡わたす。事情のわからないカナギは、とにかく呼吸を整え、自身の荷から剣を取り上げて叫んだ。

「『目』ってのはなんだ！」

「闇魔法教会本部の警備隊です。さっきの光が漏れたのかもしれません！」

　セロフの言葉にうなずき、カナギは剣を手にして作業室の扉とびらの横へはりついた。頭上では、ばたばたと大人数の足音が響ひびいている。足音はしばし右往左往していたが、やがて地下への扉を見つけたらしい。扉を激しく叩く音が、頭上から聞こえてきた。

「来るぞ。どうする」

　低く訊きいたカナギに、セロフは意を決した様子で歩み寄る。

「待って。私がどうにかします」

　セロフが作業室の扉を開けると、ちょうど警備隊が地下への扉をこじ開けたところだった。

　はしごを下りてくる緋ひの衣ころもの男たちに、セロフは懐から出したメダルを掲かかげて呼ばわる。

「止まりなさい！　カエキリア領主、アドリアナ・セロフです。用向きと隊長の名前を言って」

　セロフのメダルは、作業室から漏れるかすかな明かりに鈍にぶく光った。剣と三日月の意い匠しようをほどこしたメダルを目にすると、男たちは戸惑った気配で足を止める。

　無言で背後を見やった男たちの後ろから、ひとりの若い男がはしごを下りてきた。

　他の警備隊員とは違う黒い衣をまとった男は、二〇代前半と思われる涼すずしげな容よう貌ぼうをしている。短めの白はつ金きん髪ぱつに落ち着いた灰はい紫むらさきの瞳、あっさりとした顔に宿るのは育ちがよく、知的で、従順な気配だ。黒衣の肩からかけられた房ふさつきの帯だけが警備隊と同じ緋色で、金糸で目の意匠が刺し繡しゆうされていた。黒衣の男はセロフの顔をまじまじと見つめ、静かに言う。

「アドリアナ？　本当に？」

「ええ。あなたは？」

　親しげに名を呼ばれ、セロフは声に不ふ審しん感を漂ただよわせる。一方黒衣の男は、ひかえめに笑った。

「僕はクオーリア。……闇魔法教会総教主の末息むす子こ、のほうが通りがいいか。アドリアナ・セロフ、あなたの書状は教主様に無事に届いているよ。僕は、本部に入りこんだ強大な魔法力の気配を追ってきた。奥に、いるね？」

　男の名を聞き、セロフは息を吞のんだ。クオーリアといえば、教主のお気に入りの末息子で、一番の側近だと聞いたことがあったのだ。それでもセロフはすぐに気を取り直し、どうにか自分の声に威い厳げんを持たせようとして言う。

「あの子は私の弟で子しです。手て荒あらな扱あつかいは許しません。……あなたが誰であろうと」

　必死のセロフに、クオーリアはあっさり首を横にふった。

「抵てい抗こうは、しないで。ろくなことにならないから。ここで起こるすべてのことを、教主様はご存じだ。あの方はその子や、君に会いたがっている。拒きよ否ひは不可能だよ。──行こう」








３　見知らぬ故郷









「……気に食わないな」

　宮きゆう殿でんの一室でカナギがつぶやき、セロフは彼に不安げな視線を向けた。

　壁かべにくまなく壁へき画がの描えがかれた小部屋にいるのは、セロフとカナギの二人だけだ。

　魔導師たちが修行の一いつ環かんとして描いたという壁画は、主には神しん聖せい獣じゆうと幾き何か学がく文様の図ず柄がらで占しめられている。青に濃のう紺こん、赤に緑、そして金。壁画を彩いろどる様々な絵の具の色を、天てん井じようから下げられた金属製のランプが鈍く照らし出していた。図柄に多少の差はあるにせよ、この宮殿の部屋はどこも同じような壁画に覆われている。

　カナギたちは警備隊に連行されて以来、四日もこの宮殿に滞たい在ざいしていた。古く名のある魔導師の子孫であるセロフが同行したために一応客人扱いは受けたが、そんなものはあくまで『一応』だ、とカナギは思う。

　ミリアンは『素す性じようを調べるために特別な施せ術じゆつが必要である』という理由で、別室でずっと魔法による眠りの中にいる。他ほかの一行も厳しい行動制限を受けているし、高圧的な魔導師たちの態度はいちいちかんに障さわるし、カナギの神経は日に日にささくれ立ってきていた。セロフは聖獣の壁画の前へ立ち、カナギに問いを投げる。

「気に食わないというのは、ミリアンの扱いのことですか？　それとも、これから始まる総会のこと？」

「両方です」

　椅い子すに腰こしかけたカナギは素っ気なく言い、暗い目で部屋の壁を見つめた。彼はこれから、闇魔法教会本部の緊きん急きゆう全体会議に出席することになっている。

　その席でカエキリアの実験と、魔物についての知識をあらいざらい喋しやべることが、闇魔法教会本部がカエキリアに援えん助じよを出すための条件のひとつにあげられたのだ。

「ミリアンにほどこされている法はまともなものです。何より詩人さんが付き添そいを許されています。滅めつ多たなことはないでしょう。……総会についても、そう緊張することはありません。取って食われるわけではありませんから」

　狭せまい室内をうろうろしながら、セロフはカナギに言う。彼女はまったく落ち着きを失っていたが、カナギはあきらめまじりの冷静さで言い返した。

「緊張してるのはあんたでしょうが、セロフ」

　カナギの声にセロフは立ち止まり、途方に暮れた顔で訴える。

「だって、まさかこんな大事になるとは思わなかったんだもの。カナギさんの証言は書類にして提出してあるし、取り調べはもっと個人的なものですんだはずよ。なのにどうして、総会での質疑応答なんていう話になるの？　本部内の魔導師は軒のき並なみ集まっているし、近きん隣りんに住む魔導師にまで呼集がかかったわ」

　訊かれても、カナギに答えられるわけがない。カナギは椅子から立ち上がり、自身のまとう深しん紅くの上着のえりを整えた。長く愛用した上着は、ここに着いてから大分手入れをしたものの、よく見ればあちこち古びてほころびている。だからといって着き替がえるわけにはいかなかった。

　東方の薬くす師しとは犬けん猿えんの仲の、魔導師たちのただ中へ踏ふみこむのだ。何はなくとも、薬師の誇ほこりだけは背負っていかねばならない。

「東方人種が珍めずらしいんじゃないですか？　まあ、不死薬とか、カエキリアさんの実験について喋るぶんには問題ありませんし。俺は魔導師は嫌きらいですが、礼れい儀ぎ正しい人間ですから、議場いっぱいの魔導師相手にキレたりしませんよ。……多分ね」

　言葉を切って薄うすく笑ってみせたカナギに、セロフは不安の色を濃こくした。

　セロフが何かを言おうとしたとき、二人のいる小部屋の扉が開く。

「開会の時間だ。おいで」

　扉を開けてカナギを呼んだのは、教主の末息子だというクオーリアであった。

　視線を交かわして扉へ歩み寄ろうとしたカナギとセロフに、クオーリアは片手をあげる。

「待って。僕が案内するのは薬師殿どのだけだ。彼は今回の主役だからね。セロフ、君は普ふ段だんのカエキリア領主の席について欲しい。場所はわかるね」

　クオーリアの言葉に、セロフは眉まゆをひそめてカナギを見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶです。議場で会いましょう」

　カナギは抑おさえた声で言ってから、ひとりでクオーリアの後へ続く。

　小部屋を出ると、長い廊ろう下かに出た。壁画だらけの壁に添った柱は宮殿の外観と同じ聖獣様式で、異形の獣けものが立体的に彫ほりこまれている。つりさげられた灯火が彫ちよう像ぞうに濃い陰いん影えいをつけ、辺りをことさら陰いん気きに見せていた。

「……このへんではあんまり見ないけど、薬師っていうのは世せ襲しゆう制なのかな？」

　甘く重たい香こうが漂う廊下を歩きながら、クオーリアがゆったりと訊いてくる。いかにもおおらかな様子が育ちの良さを感じさせ、カナギは彼にどこかセロフの像を重ねた。

「いいえ。医い療りよう院で学んで、師し匠しようにつくんですよ。その辺りは魔導師と同じでしょう。魔法教会の教主は、世襲制なんですか？」

　クオーリアに続いて薄暗い階段に足を踏み入れたカナギが問い返す。セロフによれば、クオーリアは次代の闇魔法教会教主と目されている人物だという話だった。しかし、クオーリアはきっぱり首を横にふる。

「そういうわけではないね。教主の任につくのは覚かく醒せい位魔導師が望ましいから、身内に覚醒した者がいなければ、どこかから覚醒位魔導師を引っ張ってくることもある。そうでなければ前教主が死んだときに籤くじを引いて、幹部魔導師の中から新しい教主を選ぶんだよ。父上も今年で八三歳になる。今この教会にいる覚醒位魔導師は父上だけだから、次の籤が引かれるのもそう遠いことではないかもしれないね」

　八三歳、という年ねん齢れいを聞きとがめ、カナギは眉をよせた。カナギの故郷は比ひ較かく的穏おだやかな気候に恵めぐまれた場所だが、人々はおおかた六〇歳代で死ぬ。現教主の八三歳というのはそれだけで異常な数字だし、その息子だというクオーリアはどう見ても二〇代の青年だ。

「……ちょっと待ってください。あんた、一体何歳なんですか？」

　問うたカナギを振ふり返り、クオーリアはかすかに笑う。

「二二歳だ。つまり、父上が六一歳のときの子供だね。あのひとは恐おそろしく健康なひとなんだよ。……さあ、ここだ」

　階段を上りきったところで、クオーリアは議場へと続く金属扉とびらを示した。

　重い扉の両側にひかえていた魔導師が、深く礼をして扉を開く。きしむ音が高い天井に響ひびき、人々のさざめきが急にカナギのほうへと押し寄せてきた。

（でかいな、これは）

　素す直なおな感想を胸に、カナギは歩を進める。

　さりげなく視線を向けた天井はやたらと高い。一点へむけて掘ほり抜ぬかれた円えん蓋がいからはいくつもの明かりが下がり、議場全体に無数の影かげをばらまいていた。

　天井にもびっしりと画えは描かれていたが、塗ぬり直すのが難しいためか、廊下の壁画より大分古ぼけて見える。

　おおらかな円形に掘られた議場の内部は、自然の洞どう窟くつを思わせる不規則な凹おう凸とつに満ちており、それにそって多数の席がもうけられていた。カナギはすり鉢ばち状になった議場の底へと歩み出て、鈍にび色いろの瞳ひとみで居並ぶ魔導師をねめつける。

　カナギのぐるりを取り囲んだ席についた魔導師たちは、全部で三〇〇人はいるだろう。

　長衣をまとった者が多いが、平へい凡ぼんな服装の者もちらほら見うけられた。年齢も性別もばらばらの魔導師たちは、カナギを見下ろしてさわさわと小声でなにやら話しあっている。

「我が主、総教主様。ご下命に従い、東方の薬師、カナギ・サンスイをお連れしました」

　クオーリアが朗々と呼ばわり、議場正面にもうけられた石段を上っていく。ゆるやかな石段の先にあるのは、両側に紺こん色いろの石の柱を持つ、背もたれの高い玉座であった。

　この玉座に座した者こそが、闇やみ魔法教会の最高権力者である総教主なのだろう。教主はがっしりとした長身を黒い衣ころもに包み、顔の向かって左半分を奇き怪かいな陶とう器き製の仮面で隠かくしている。

（おい……本当に八三か、これが？　どう見ても五〇代だろう、せいぜい）

　瘦やせさらばえた老人が出てくるものとばかり思っていたカナギは、思わず我が目を疑った。

　鈍にぶい明かりに照らされる教主の顔は、確かに深く厳しい皺しわに覆おおわれている。ところが彼には、老人特有の枯かれた気配がまるでなかったのだ。肌はだの色つやや片方だけあらわになった瞳の輝かがやきは生なま臭ぐさいまでの生気に満ちて、長衣ごしにわかる体つきも力強い。

　階段を上ってきたクオーリアが傍かたわらに添うと、教主はカナギに向けて重々しく口を開く。

「よう来た、呪のろいの子よ。魔物に吞のまれた男よ。それとも──おぬしが吞んだのか？」

　野太い声は低く、朗々と議場内に響いた。議場自体に玉座で話す者の声を増ぞう幅ふくさせる機能が備わっているのかもしれないが、それにしても張りのある声だ。

　カナギは教主の言いようにすぐさま表情を硬かたくして、淡たん々たんと答えた。

「俺が吞みました。──くわしい事情は前もって書類で提出したはずです」

「なんと、比ひ喩ゆを理解せん男だな。東方人種らしいと言えばそれまでだが。東方人種は合理主義を森から学び、帝てい国こくの連中は魔法から学んだという。とことん頑がん固こな東方人種が帝国の支配を許すのは、やはりどこかで気き性しようが似ているからであろうかの」

　唇くちびるを大きくねじ曲げて笑んだ教主に、カナギは片眉をあげる。

　なるほど、確かにカナギの故郷である東方都市同盟と神聖帝国ルースは長く友好関係にある。その主たる理由は、帝国が東方都市同盟を東方以南の種族に対する盾たてとして使いたいがため、というのが世の常識であった。

　東方には、東方以南の白しろ砂さ海かいに住む種族と長く争ってきた歴史がある。東方人種にとって東方以南の種族は祖先を殺した憎にくい敵だが、帝国の人間は母なる森を越こえてきた正規の客人だった。東方人種は帝国と友好関係を結び、一定の税を支し払はらうことには納なつ得とくしてきたが、自分たちの住む土地を帝国の属領と見なされることは激しく嫌う。

　そんな事情を知らないわけでもあるまいに、教主の発言は奇き妙みように挑ちよう発はつ的だった。カナギはどうにかいらだちを圧おし殺して問い返す。

「俺は、比喩を駆く使ししての詩合戦でもするために呼ばれたんですか？」

　教主は動じず、うなるように続ける。

「もちろん違う。我々は魔導師、この世の知識の頂点に座する者。なればこそ、魔物を憑つけた男の正体を見たいと望むのじゃ。おぬし、魔物を体に飼っているとか。証しよう拠こはあるか？」

　問われてわずかに顔をしかめ、カナギは左手の手て袋ぶくろを己おのれの手から引きはがした。そのまま上着の袖そでをまくりあげると、肘ひじの下までがあらわになる。

　象ぞう牙げ色の肌にのたくる紺色の渦うず文もん様ようを目にして、魔導師たちのざわめきが調子を変えた。議場の大気が興味と興奮の熱を含ふくむのを感じながら、カナギは自分の腕にちらと視線をやる。

（──進んでる）

　魔物の毒を受けた者の証あかしである文様が、以前見たときよりも広こう範はん囲いを覆っているのがわかった。その事実は苦い痛みとなって、カナギの臓ぞう腑ふにわだかまる。

　いつまで保もつ？

　いつまで自分の手で剣をふるい、自分の足で歩むことができる？

　誰だれかの襟えり首くびをつかんでそう問うてみたい。答えられる者はいないと知ってはいてもだ。

　体の端はし々ばしにひそむ痛みをなだめるよう、ゆるく息を吐はくカナギに、教主は声を投げる。

「それが証か。入いれ墨ずみではないのか？」

「これは間違いなく、魔物のはいずった跡あとですよ。半身に広がっています」

　カナギが感情を殺した声で応こたえると、辺りの魔導師たちからばらばらと問いが降ってきた。

「それで、壊え死しはまだ起こらぬのか」

「熱は？　他ほかの症しよう状じようは」

「魔物への転化の兆きざしはないのか？　呪われてからどれくらいの時が経たった」

「呪いで死ぬ者はひどく苦しむのか？　生き延びる確率は？」

　いっせいに向けられた質問のどれに答えていいのやらわからず、カナギは魔導師たちを見上げて言いよどむ。痛いほどに視線を感じた。どこを見ても魔導師たちと視線があう。けれど、誰もカナギ自身を見ているわけではない。

　魔導師たちが知りたがっているのは、カナギが身のうちに抱かかえた魔物のことだけだ。

　カナギがいつ死んでもおかしくない体であることも、カナギが死を恐れていることも、彼らには関係ない。それどころか、ひとが誰しも持っているはずである魔物への恐きよう怖ふさえ、ここに集つどった魔導師たちには少しも感じられなかった。

　彼らは知りたいだけなのだ。共感したいわけではない。世界について問い続ける子供と同じだ。最初からそんなところだろうとは思っていたが、それでも魔導師たちの無む邪じや気きな興味に光る瞳を見ているうちに、カナギは抑おさえきれない吐き気を感じた。

　不快げに沈ちん黙もくしたカナギに、魔導師たちはなおもひっきりなしに問いを投げる。

　やまない質問を軽く片手でさえぎり、教主は言う。

「まあ待て、諸君。皆みなの興味はよくわかる。しかし、わしが気になっているのはもっと別のことじゃ。のう、カナギ・サンスイとやら。かのカエキリア師は、陽ひの光に弱い魔物に吞まれたあげく、自身もひどく陽に弱くなっていたとか。おぬしに憑いた魔物は、火に弱かったという話じゃな。さすれば、おぬしも火に弱くなったりしないのか？」

「それは……」

　答えようとして、カナギは言いよどんだ。なるほど、それは考えてもみなかった。

　言葉を切って考えこんだカナギを見下ろし、教主は階段下の魔導師に合図を送る。

「試ためしてみよう。そこの者、火を」

「……は？」

　教主が何を言ったのかわからず、カナギが顔をあげたところへ、歩み寄った魔導師が灯火を近づける。頰ほおに灯火の熱を感じ、カナギはとっさに一歩後ろへ下がった。目を瞠みはって見れば、至近距きよ離りでむきだしの灯火が揺ゆらめいている。

「おい、あんた何やってんだ!?」

　怒ど鳴なりつけても魔導師は動じず、灯火を手に囁ささやく。

「教主様のご命令です。少し、じっとなさっていてください」

「ばか言うな！　じっとしてたら燃えるだろ！　どういう冗じよう談だんだ、これは！」

　カナギは声を荒あらげて、教主をねめつけた。玉座の教主は眉まゆをあげて首をひねる。

「冗談に聞こえたか？　わしは知り合いでもない非力な異い邦ほう人じんに冗談を言う趣しゆ味みはないぞ」

「あんた喧けん嘩かでも売ってるのか！　しかもなんだ、その非力ってのは!?」

「非力じゃろう。呪いに冒おかされ、故郷を追われた罪人に何の力がある？　力なき者は声をひそめるのがよいのだ。さ、少しじっとしておれ。このくらいは耐たえてみせろ。ここにはおぬしを切り刻んででも、魔物とひとの間にある神秘を知りたい者が山とおる」

　教主が悠ゆう然ぜんと目を細めて薄うすら笑うのを見て、カナギは唐とう突とつに確信した。

　──これは真っ当な質疑などではない。ただの見せ物だ。

　漠ばく然ぜんとしていた不快感が明確な怒いかりに変わり、カナギはついに教主を怒鳴りつけた。

「ふざけるな！　呪われていようがなんだろうが、俺の体も誇ほこりも俺のものだ！　興味本位の見せ物になる気はない！」

　怒声を受けた教主はしばらく首をかしげて黙だまっていたが、不意に発作的に笑いだす。

　老人の哄こう笑しようはやけに乾かわいてよく響ひびき、議場の魔導師たちはしん、と静まりかえった。静せい寂じやくの中で教主は身をよじって笑い続け、やがて笑みに歪ゆがんだ顔をカナギへ向ける。

「おぬし、妙なことを言っておるぞ。弱者の誇りは強者に踏ふみにじられるもの。もしも非力なりに誇りを持ちたいのなら、踏みにじられても傷つかない誇りを持つしかないの。それができぬと言うのなら、それはただの子供のわがままじゃ。わしは子供は嫌きらいでの」

　子供呼ばわりされたカナギは一瞬鼻白んだが、必死に怒りを抑えて言葉を組み立てた。

「非力だ非力だって言いますが、あんたらの言う力ってのは魔法ですか？　それだけか？　あんたら魔導師ってのはいつでもそうだ。わけもないのに自信満々、妙な万ばん能のう感に酔よっぱらいっぱなしで、最初っから他人の話を聞く気もない！　どう見たってガキはあんたらだろう！」

　カナギの糾きゆう弾だんを受け止め、教主はこともなげにうなずく。

「ふむ、なるほど、力には色々ある。金に権力、暴力に知力。しかし、おぬしはどれを持っておる？　ろくなものはなかろう。おぬしはわしらの間にある順位をくつがえすほどには、どんな力も持ってはおらんのじゃ。ゆえにおぬしは強き力に吞まれねばならん。よいではないか、もう充じゆう分ぶんに罪を重ね、惜おしい命でもあるまい。いっそ早く我々の知の一部となるがよい」

　教主の声は低く、揺るぎない自信に満ちていた。この老人がもっとあからさまに敵意を向けてくるならば、カナギも少しは冷静さを保てただろう。けれど教主の言葉にあるのは、自信に満ちた傲ごう慢まんさと少しの興味だけだ。行き場を失った怒りで、カナギは強いめまいを感じた。彼は直感する。これは、祈いのらない男だ。

　この老人は『古い魔導師』そのものだった。長くひとの上に立ち、自分たちもひとであることを忘れかけたもの。ひとの力を盲もう信しんし、祈らない者たち。

　カナギは歯を食いしばって教主を見上げた。何を言っても、この老人には届くまい。それでも叫ばないわけにはいかなかった。

「やりたいならやってみるといい。なるほど、あんたらから見たら俺は非力かもしれません。それでも俺の体は俺のものだ。隣りん人じんのためなら指の一本二本くらいは切り分けよう、家族のためなら腕の一本くらいはやりましょう。だが、あんたらが俺の血の一ひと滴しずくでも欲しいって言うんなら、まずはあんたがそこから下りてこい！　非力な者にこそ礼れい儀ぎを支払えない人間に、俺は何ひとつ支払う気はない！」

　議場に集まった魔導師たちは、さっきから囁きをやめてカナギと教主の言葉を聞いている。

　幾いく百ひやくもの視線を集めて、しかし教主は面めん倒どうくさそうに首をひねった。

「わからん奴やつじゃの。そういう暑苦しい問題ではないのだ。我々は世界の真意を知る者、すべてを知る義務と権利がある。我々は知によって、ひとの守護者であらねばならん。おぬしのか弱き力でも、我々の力の一部となって、いずれひとを救うこともあるやもしれんぞ」

「魔導師がひとの守護者だって言うんなら、あんたら、魔物で俺の故郷が滅ほろびたときに何をした？　あのとき魔導師ができたのは、すべて終わった後に、何もかもを焼き払うことだけだ！」

　声に出すとカナギの脳のう裏りに故郷の光景がよぎり、頭がひどく痛んだ。拳こぶしを強く握にぎって耐えるカナギに、教主はいいかげんにうなずき、薄く笑ってひじかけに頰ほお杖づえをつく。

「なるほど、なるほど？　おぬしにとって大切なのは、本当に狭せまい世界じゃの。故郷か。家族か。そこで終わりか。ならば我々と話があわんでも仕方ない。知っておるか、薬くす師しよ。すべての争いは、おぬしのような者から始まる。家族のためだけに剣を取り、己おのれのためだけにそれをふるう者こそが無益な争いを生むのじゃ。力ある者は、そのようではいかん。ゆえに我々はおぬしと対立する。我々には力があるからな」

「ならばあんたらは俺から何も得ることはできないでしょう。ひとの力を過信するかぎり、あんたらの滅びの日は近い！　魔導師ってのは一体なんだ、神にでもなったつもりか!?　いいかげんにしろ、あんたらはひとり残らず、ただの人間だ！　ひとの非力さを知らず、祈りも知らずにたどりつける場所に、俺の行きたいところはない！」

　カナギは力の限り叫んだ。度たび重かさなる喀かつ血けつで荒あれた喉のどが痛んだが、気にせず教主を見つめた。カナギが叫んだことは彼の本心だ。ひとつも噓うそはない。

　その言葉を聞いた教主の瞳には、もちろんなんの変化も見られなかった。

　教主の瞳はあいかわらず生々しい光を宿し、少しも揺らいではいない。ならばもう、カナギに言えることは何もなかった。

　カナギは細く息を吐はき、ぎらつく瞳を教主からそらして踵きびすを返す。魔導師たちは意思をあおぐために教主を見やった。代表して、玉座の傍かたわらに立ったクオーリアが教主に訊たずねる。

「よろしいのですか、教主様」

「充分だ。わしはガキは好かん。特にうるさいのはな」

　教主はクオーリアを追い払うように緩かん慢まんに手をふり、クオーリアは瞳に迷いを宿して立ち去っていくカナギを見下ろす。そして軽く教主へ頭を下げると、カナギを追って階段を足早に下りていった。

　ざわめきを取り戻した議場を横切り、ちょうど扉をくぐりぬけるところで、クオーリアはカナギに追いつく。軽く呼吸を乱しながら、クオーリアは歩いていくカナギに話しかけた。

「カナギ……戻ったほうがいい。戻って謝罪するんだ。教主様の庇ひ護ごなしでは、君はここからろくな情報を得られない。むしろ危険な目にすらあうかもしれないよ。ここでは教主様が絶対で、次に力を持っているのが魔導師。そうでない者は、どうなっても文句を言えないんだ」

　振ふり返らないで足早に歩くカナギに、クオーリアは困り顔で追いすがる。

「君が腹を立てているのはわかる。教主様に代わって、僕が謝罪するよ。あれはあんまりだ、悪かった」

　謝罪と聞いて、カナギの眉がわずかに動く。とはいえクオーリアのほうを見るわけではなく、カナギは冷えた声で告げた。

「そう思うんなら、本人を引きずってきて謝らせろ」

「そういうわけにもいかないんだ、父上はあんまりにも古い人間で……君、父上を魔導師の標準と思わないでほしい。正直、若い魔導師の中には、彼に反発する者も多いんだ。きっと、もうすぐ、時代は変わる」

　クオーリアは少しばかり目を伏ふせて言い、カナギは顔をしかめて彼を見やった。

「危なっかしいこと言ってないで、爺じじいのとこへ帰れ。うっとうしい」

　カナギの視線を受けて、クオーリアは喜色で目を輝かがやかせる。

「カナギ、僕は君の言葉に共感する。君は僕の気持ちを代弁してくれた。この世界はひとの力でどうにかなるものではない。もっと大きな力の存在を、僕は信じる。ひとは皆みな、祈るべきだ」

　クオーリアの声は真しん剣けんで、あまりに純じゆん粋すいだった。その純粋さがいかにも甘ったるく思えて、カナギは一度足を止め、クオーリアの胸むな元もとに人差し指を押しつける。

「だったら勝手に祈ってろ！　いいか、誓ちかってもいいが、俺とお前の祈りは違う。帰れ」

　力をこめて言い、後は振り返らずに歩を速めた。

　クオーリアはそれ以上追ってくることはせず、カナギは記き憶おくを頼たよりに詩人とミリアンがいる部屋を目指した。いくつもの階段を通り抜ぬけ、見覚えのある扉へとたどりつく。

「詩人、ミリアンを起こせ！」

　扉を開けざまにカナギが叫び、室内に居た者たちは皆、彼のほうを見やった。

　円形の部屋の中央にある寝しん台だいの横に添そっていた詩人が、淡あわく笑えんでカナギを迎むかえる。

「やあ、カナギ。喧けん嘩かをしましたね？　銀色の火花が散っていますよ」

「喧嘩だ？　あんなもん、喧嘩にすらなってない！　おい、こんなところはすぐに出るぞ！」

　カナギは怒いかりにまかせて言い、寝台へと歩み寄った。部屋には数人の魔導師もいたが、カナギの勢いに手を出しかねてあとずさってしまう。平然としているのは詩人ばかりだ。

「魔導師の方々が素す直なおに送り出してくれるなら、立ち去るのは構いませんが……ミリアンはどうでしょうね。ちょうど、彼女の身元がわかったところですよ」

「……何？」

　詩人に聞き返してカナギは歩調をゆるめ、寝台の傍らで立ち止まる。寝台というよりは寝ね椅い子す、寝椅子というよりは祭さい壇だんじみた寝台の上では、ミリアンが半身を起こしていた。

　まだ少しぼんやりとしたミリアンの瞳に見つめられると、カナギは今までの怒りが半ば溶とけ去るのを感じた。それよりも漠ばく然ぜんとした不安を覚え、カナギは少女の瞳をのぞきこむ。

（もう、いつもの調子……か？）

　ミリアンの瞳には、もうカナギへの殺意はないように見える。彼女の瞳はいつものように透とう明めいに澄すんで、危あやうさを宿しながらもまっすぐにカナギを見ている。

「……詩人、その……」

　ミリアンへ視線をやったまま、煮にえ切らない問いを投げるカナギに、詩人はあっさり答えた。

「石屋で何があったかは、もう話しました」

「そうか」

　余計なことを、と思わないでもないが、カナギには自分で石屋の事件をミリアンに説明する自信もなかった。複雑な思いで口ごもり、カナギはどうにかミリアンへ短い問いを投げる。

「……元気か？」

　途と方ほうに暮れた顔で訊きいたカナギに、ミリアンは小さくうなずく。

「うん。……ありがとう」

　彼女が礼を言ったのは、錯さく乱らんしたミリアンをカナギが止めたことに対してなのだろう。

　ミリアンの声には、罪悪感よりも安あん堵どの色が濃こかった。

　ミリアンは本当に、カナギに感謝しているのだと思う。彼女が誰だれも傷つけずにすんだことを、カナギが彼女を力で止めることができたことを、嬉うれしく思っているのだろう。

　カナギはそのことに、少しの疲ひ労ろうを感じた。重くなった心を抱かかえ、カナギはわずかに笑う。

「ああ、まあ……それしかできないからな、俺には」

　つぶやいたカナギの袖そでを少し握ってから離はなし、ミリアンは乏とぼしい言葉で語る。

「私、ここの出身だったのだって。この、すぐそばの」

「は？　そばって、どこだ」

　急な話に目を丸くしたカナギに、詩人が説明を引き継ついだ。

「彼女の魔法力の本質を石と本人の無意識下から読んだところ、高名な闇魔導師を多く輩はい出しゆつした家系のそれと一いつ致ちしたのだそうですよ。ミリアンの血と近いフェイギン家の館やかたはここから日帰りで行ける場所にあり、今は老夫婦と使用人が住んでいるとのこと。場合によってはミリアンを引き取っても構わないという話にまでなっているそうですが」

「噓だな」

　すぐさま決めつけたカナギに、詩人は首をかしげる。

「ずいぶんとあっさり言い切りますね。何か証しよう拠こでも？」

「証拠はその安易っぷりだ。身元がわからなくってぼーっとした、ものすごく強大な魔導師になるかもしれない女の子がいます、身元を探しています、はい、見つかりましたーって……そんなわけないだろう！　こいつら、どうせミリアンを味方に引き入れたいだけだ！」

　遠巻きにしている魔導師たちを指さして言うカナギに、魔導師たちも困り果てて互たがいに顔を見合わせる。詩人はカナギの言葉を否定するでも肯こう定ていするでもなく、思案げに言葉をつむいだ。

「なるほど君の言葉には一理ありますが、現実というのは得てして陳ちん腐ぷなものですよ。奇き蹟せきは路ろ傍ぼうの石、偶ぐう然ぜんは世界の定めた必然。自らの人生を背負うのは常に己しかいないもの。ミリアン、君はどうします？　フェイギン家に行ってみますか」

　問われて、ミリアンはカナギと詩人の顔を見比べた。

　カナギは少し怒おこっているような、困っているような顔をしていて、詩人はいつもどおりの白い無表情だ。二人を見ていると少し寂さびしくなったけれど、少女は静かにうなずいた。

「私……行ってみる。きちんと魔法、使えるようになりたいし」


◆



　フェイギン家の館は、闇魔法教会本部から半日ばかり歩いた場所にあった。

　混こん沌とんの溜たまりがある谷底を、細い川に添って進んだ果てに見えてきたのは、大きな風車を持った感じの良い石造りの館だ。二階建ての館の周りには手入れされた庭が広がり、敷しき地ちは朽くちた石いし垣がきに囲まれている。石垣と石の門にはつる草がへばりついていて、ところどころで白い花が遅おそい春の到とう来らいを告げていた。

「予想と違いましたね」

　詩人が言い、カナギは不ふ機き嫌げんに黙だまりこむ。

　カナギと詩人、セロフと本部からのお目付役魔導師ひとり、の四人と共に、ミリアンはフェイギン家の館の玄げん関かん前に立っていた。

　道中、カナギは魔導師の館なんて辛しん気きくさくて気味が悪くてだだっ広いのだけが取り柄えなんだろう、といった類たぐいの愚ぐ痴ちを延々と言ってセロフと魔導師を居い心地ごこち悪くさせていたのだが、実際の館は彼の予想とは方向性がまったく逆だった。裕ゆう福ふくな農民か商人の館と言ったほうがふさわしそうな建物は、大きさ自体もこぢんまりとして住み良さそうだ。

「……問題は中身だ。着く時間くらいは知らせてあるんだから、出で迎むかえのひとつくらいあってもいいんじゃないのか？　この家、ちっとも人の気配がしな……」

　カナギが文句をつけはじめた途と端たん、家の中でどたばたと騒さわがしい物音が起こり、数秒と間を置かずに玄げん関かん扉とびらが開いた。

　顔を出したのは、身なりのきちんとした初老の男がひとり、白はく髪はつを綺き麗れいに結ゆった同年代の女性がひとり、足元には長毛種で尾おの長い犬が一匹ぴき、という構成の面々だ。至近距きよ離りに出現した人々にカナギは思わず固まったものの、やがて軽く咳せき払ばらいをして気を取り直す。

「ええと……ひょっとしなくても、出てくる間をはかってたんですか？」

　カナギが問うと、男のほうがため息まじりに肯定した。

「やはり、ばれてしまいましたか。わたしがここの家主の、ワンディム・フェイギンです。その、いつ出て行くべきか、待つべきか、こいつと意見が分かれまして」

「だから言ったじゃない、うっとうしく思われても、庭先で待っていたほうがよかったって！」

　女が非難じみた調子で男の上着を引っ張り、男はたしなめる口調になる。

「しかしお前、それじゃ、あんまりに期待しすぎているみたいで、この子が負担に思うかもしれないじゃないか。まだうちに住むと本当に決まったわけではないのだから」

　カナギたちの一歩後ろに立ったミリアンに視線をやって男が言うと、女は目め尻じりを下げた。

「……あなた、とことん気を遣つかうひとね。でも、確かにそうだわ。はしゃぎすぎていたみたい、私。……あなたが居てくれて本当によかった」

「む、そうか。うむ」

　わずかに顔をそむけて顔を赤らめる初老の男に、カナギは表情を固くして背を向ける。

「……駄だ目めだ、詩人、代わってくれ」

「何がどうしました、カナギ？　いつものことですが顔が青いですよ」

「俺はこの雰ふん囲い気きについていけない……激しく無理がある」

　額を押さえて懊おう悩のうしているカナギの足元を、不意に何かがすりぬけた。カナギがぎょっとして見ると、玄関から飛び出してきた長毛種の犬だ。犬はカナギと詩人を素す通どおりし、ミリアンの周りを何度か回ったあげく、彼女の目の前にへたりと座りこんでしまった。

　ミリアンは両手で無造作に犬を持ち上げ、そのまま老夫婦の前へ歩み出た。

「あの、私……ミリアンといって……それが本当の名前かは、わからないんですけれど」

　自己紹しよう介かいしようとして初めて、ミリアンは自分にあまりに紹介することが少ないことに気づく。自分が覚かく醒せい位魔導師の卵であること、幼いころに捨てられて、育ての親とも別れて旅をしていたことはあらかじめ伝えてあるというし、そうするとますます何を言っていいのかわからなかった。立ちつくすミリアンに、女は生き生きとした目を細めて笑いかける。

「みんなが心をこめてその名を呼んでくれたなら、それがあなたの本当の名前よ。いらっしゃい、ミリアン。そうして皆さんも。歓かん迎げいするわ。一いつ緒しよにお茶でもいかが？」

　誘さそった女に、すかさずお目付役の魔導師が手をふる。

「いえ、我々は彼女を引き渡わたすことだけが仕事ですから」

　セロフも、魔導師に軽くうなずいてからミリアンを見つめた。

「そうね、私も帰ります。ミリアン、フェイギン家の方々は、あなたさえよければあなたを引き取ると言ってくれているわ。結論は今出さなくてもいいから、少しごやっかいになりながら考えて。……カナギさんたちは、どうします？」

「どうって……」

　問われてカナギは一いつ瞬しゆん迷ったが、目の前にあるいかにも平和そうな家に、自分のいる場所はないように思えた。そもそもミリアンとはなりゆきで同行することになっただけで、彼はミリアンの保護者でもなんでもないのだ。カナギは軽く首をふり、老夫婦へ声を向けた。

「俺も、帰ります。よければ、また様子を見に来たいとは思いますが」

「ええ、それはぜひ」

　愛あい想そ良く老婦人が笑う。詩人はミリアンに白い手を伸のべて、彼女の手に触ふれた。

「わたしもカナギと一緒に本部のほうへ戻ります。ミリアン、何かあったら呼んでください」

　ミリアンはうなずき、犬を地面に放してから詩人の手をぎゅっと強く握にぎり返して、すぐに離した。あまり長いこと握っていたら、離せなくなってしまいそうだったのだ。

「さ、じゃあ中へ入りましょうか、ミリアン」

　言葉と共に老婦人の手がミリアンの肩を優やさしく包み、ミリアンはうなずいて、もう一度だけ肩越しにカナギたちを見やった。心配げな優しいひとたちの視線に瞬まばたくような目礼で応こたえて、ミリアンは石造りの館へと入っていく。

　玄関扉が閉まると、老夫婦はミリアンを吹ふき抜ぬけの広間の真ん中へと案内した。

　暖だん炉ろと布張りの椅い子す、低い石の卓たくが置かれた広間からは、ねじれた階段が二階へと続いている。館の内装は実に地味だった。石の壁かべにかけられた布の織りは凝こったものだが、他の装そう飾しよくは扉の上に奇き妙みような獣けものの像が彫ほりこんであるくらいしか見あたらない。

　高い位置にある窓がいくつか開け放たれていて、真昼の陽光が室内へと差しこんでいるのが、なんとも暖かな印象を与あたえる広間であった。淡あわい光が暖色の糸を使った複雑な織りの絨じゆう毯たんを照らし、館の傍かたわらで回る風車の音が、鈍にぶく不思議な響ひびきとなって室内の大気を震ふるわせている。

（ここ、セロフの城と似た、魔法の感じがする。でも、ちょっと違う）

　ミリアンは天てん井じようを見上げながら考えた。ここにある魔法の気配は、セロフの城のはりつめるような感じとは違って、もっと落ち着いたものだ。大きな腕でぎゅっと抱だきしめられているような感じがする。興味深げに辺りを見み渡わたすミリアンを微笑ほほえんで眺ながめて、老婦人は広間でひかえていた女の使用人を呼び寄せた。

「ミリアン、紹介するわ。家の中のことを手伝ってくれているエリヴィラよ」

「よろしく」

　ミリアンが律りち儀ぎに小さく礼をすると、恰かつ幅ぷくのいい女使用人は大きく笑って礼を返した。

「よろしくお願いします、ミリアン様。お荷物をどうぞ」

「ミリアン、荷物は遠えん慮りよなく渡して。部屋に運ばせておくから。うちにいる使用人は、あとは風車守のヴィリーだけよ。さあ、じゃあまずはお茶にしましょう。ここでずっと暮らすかどうかは別として、あなたには充じゆう分ぶんくつろいでほしいわ。長くてつらい旅をしてきたのでしょう？　あのひとたちとずっと一緒だったの？」

　老婦人はミリアンを暖炉脇わきの椅子に導きながら、さりげなく訊きいてきた。

「ずっと、ではなくて。半年くらい」

　ミリアンが椅子に腰こしかけて答えると、老婦人は少女の細い体をさっと眺める。少し考えた後、老婦人は物思わしげに問うた。

「そう……。何か、危ないことはなかった？」

　老婦人の問いに何かの含ふくみを感じた気がして、ミリアンは少し疑問に思う。でも実際、ミリアンたちの旅はいつも危ないことだらけだった。大たい抵ていは詩人かカナギが引き寄せたやっかいごとのせいだったけれど、ミリアンには特に巻きこまれたという意識もない。

「ありました。いつも」

　うなずくと、なぜだか老婦人は言葉を失し、彼女の伴はん侶りよである老紳しん士しが、大きな手をミリアンの頭の上にのせた。

「よくがんばったね。でも、もう安心しなさい。ここには恐おそろしいものは入ってこない。わたしもこいつも魔法の才能はあまりないのだが、ここには代々の護まもりがきいているからね」

　紳士の言葉に元気づけられたのか、老婦人のほうも微笑みを取り戻して続ける。

「そう、そうなのよ。ここは安全だから、ゆっくりしていって。ミリアン、あなた何色が好きかしら。出て行った娘むすめの服がまだ残っているわ。丈たけなんかはあわせるから、まずは着き替がえましょう。髪かみは切ってしまったのね。もったいないけれど、すぐ伸びるわよ」

「着替えると……これは？」

　ミリアンが少し不安げに自分の黒衣のすそを引っ張ったのを見て、老婦人は瞬く。

「洗うのよ。まさか、捨てたりしないわ。……どうしたの？」

　ミリアンはしばらく思案してから、自身の袖そでから一本の細い短剣を抜いてみせた。

「……着替えると、こういうのが、困るから」

「……あら……綺麗な短剣ね」

　いきなり出てきた隠かくし武器に、老婦人はわずかに身を硬かたくして言葉を濁にごす。

「他ほかも色々あって」

　ミリアンはなおも、服のあちこちから小さな刃は物ものを出して卓に並べはじめた。ひきつりかけた老夫婦は慌あわてて平静を装よそおい直し、代表して老婦人がどうにか笑いかける。

「ええと、ミリアン。そういうものは、家の中では必要ないわ。そうでしょう？」

「そう、ですか？」

　首をかしげるミリアンの邪じや気きのない様子に、老婦人は深くうなずいた。

「そうよ。ここに恐ろしいものは入ってこないから、あなたが自分の身を守る必要はないの。こういうのを使うのは、そうね。お料理をするときくらいでいいわ」

「料理なら、手伝えます」

　顔をあげたミリアンがやっと普ふ通つうの女の子らしいことを言ったので、老婦人の顔は途と端たんに明るくなった。

「そうなの？　嬉うれしい。食事はエリヴィラが作ってくれるけれど、たまに私も手伝うのよ。今度一緒にやりましょう。育ててくださった方のところでは、よくお手伝いをしたの？」

　問われて、ミリアンは過去の記き憶おくを探さぐった。石屋での一件があったせいか、彼女の心に、過去の思い出は今までより鮮あざやかに蘇よみがえる。

　ミリアンは、あの恐ろしく青い空を思い出しながら口を開いた。

「はい。私は、ウルキア地方で育って、でも、他民族だったから、血を混ぜては駄だ目めだから、女として生きるんじゃなく、男のひとたちと一緒に傭よう兵へいになることになっていて。小さいころは、闘たたかう訓練もして、でも、家事もしていて。ちょうどみんなで台所仕事をしているところに、隣となりの集落のひとたちが襲おそってきたことがあって、そのとき、台所仕事を教えてくれたひとたちは皆死にました」

　少女の言葉に、老夫婦は絶句した。

　話の内容の残ざん酷こくさに反して、ミリアンの声には憂うれいが少しもなかったのだ。彼女はただ、記憶の底をのぞきこみながら語っている。ウルキア地方の青い空、赤い大地、初夏に咲さく黄色い花々。男女ともに厳しく、しかしきちんと仕事をこなせば評価してくれる人々。

　なぜか延々と続く諍いさかいと殺しあい。

　ミリアンは覚えている。自分が育った集落が襲われた日にあったことを、今は昨日のことのように思い出すことができる。

　そんな鮮やかな記憶が自分の中にあることが珍めずらしくて、ミリアンは続けた。

「ウルキア地方のひとたちは、ひとだけを殺すから、襲しゆう撃げきの日も、家の外で驢ろ馬ばがぼんやり立っていたのがちょっと変で。覚えています。ひとがみんな死んでしまっても、驢馬だけ、ちょっと悲しい目で立っていて──それからは、ウルキア地方を出て、男のひとたちと一いつ緒しよに、帝てい国こくからの仕事で、あちこち行きました」

　語り終えると、広間には沈ちん黙もくが満ちた。風車の回る音が響き、老婦人は石像にでもなったかのように立ちすくんでいる。

　どうしたのだろう、とミリアンが見上げると、老婦人が細い声を出した。

「ミリアン……」

「はい」

　答えたミリアンを、老婦人は急に強く抱きしめる。

　ミリアンは反射的に避よけようとしたが、すぐに思い直して、素す直なおに彼女の腕の中に収まった。この老婦人に害意はない。

　むしろ、彼女は心細い様子で、ミリアンを抱きしめたまま、少し泣いてさえいるようだった。

「ごめんなさい、ごめんなさいね。でも……もう二度とそんな話はしないで。そんなこと、忘れるって誓ちかってちょうだい」

「忘れる？」

　老婦人の体温に包まれて、ミリアンは聞き返した。何を、どうして忘れろというのだろう。

　老婦人はミリアンの細い体を抱く腕に力をこめ、震ふるえる声で続ける。

「そうよ。ここにいれば、あなたは殺されたり、殺したりしなくてすむの。だからね、忘れて、そんな怖こわい、昔のことは。私はあなたみたいな子が、そんな殺しあいの中にいたって考えるだけで胸がはりさけそうよ。ねえ、今まで──誰だれも言ってくれなかったの？　もう闘わなくていいって、もう身を守るために他人を殺さなくてもいいんだって、あなたに、誰も……言ってくれなかったの？」

　老婦人の涙が肩口に落ちてくるのを感じながら、ミリアンはぼんやりと考える。

　そういえば、そんなことは誰も言わなかった。

　ミリアンは殺すために色々を学んできて、長いこと、それが自分の力のすべてだった。

　エル＝ウルキアの仲間はもちろん、ミリアンの戦せん闘とう能力を評価していたし、詩人とカナギだって、ミリアンに闘うな、なんてひとことも言わなかった。

　詩人はミリアンに守ってくれ、と言ったし、カナギはミリアンが斬きりかかったら、力でねじ伏ふせてくれた。ミリアンはそれを、幸福なことだと思っていたのだ。

「はい──誰も、そんなことは言いません、でした」

　ミリアンがつぶやきを返すと、老婦人は泣き声で、それでも力強く言った。

「なら、私が言うわ。あなたはもう、闘わなくていい。私は誰にもあなたを傷つけさせたくない。だからあなたも、もう誰も傷つけたりしないで」

　老婦人の言葉に、ミリアンは驚おどろきで目を瞠みはる。

（どうしよう。私──誰を殺して、誰を守るか、決めようと思ったのに）

　誰も殺しては駄目だなんて、闘っては駄目だなんて、そんな風に言われることもあるのだ。
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　カナギたちが闇魔法教会本部に滞たい在ざいしているころ、カエキリア城傍そばの小さな村では、ちょっとした事件があった。

　その村唯ゆい一いつの小さな食堂は、休日の昼時のにぎわいを見せている。板いた葺ぶき屋根の食堂の扉を開けて入ってきたのは、二〇代の木ぼく訥とつとした若者だ。彼は陶とう器きの杯さかずきを持って大声で話しあう男たちをかきわけ、木製の勘かん定じよう場へ歩み寄る。勘定場の中の女が、彼を見つけて声をかけた。

「クレール！　イーゴリのとこの牛は元気になった？」

「うん、どうにかな。林りん檎ご酒を一いつ杯ぱいくれ。……ん？」

　勘定場に寄りかかった青年に、店の女はしきりに何か目配せしている。

　青年が不ふ審しんがって問おうとしたとき、彼は後ろから襟えり首くびをひっつかまれた。

「うわ！」

　勢いよく卓たく上じように引き倒たおされ、青年は悲鳴をあげる。あおむけに卓の上へ転がった青年の喉のどもとに、すかさず鞘さやに入った剣が押しつけられた。

　簡素ながら優美な装そう飾しよくのほどこされた剣に喉を圧あつ迫ぱくされ、青年はのけぞってあえぐ。

　そんな彼に覆おおい被かぶさり、シュナルは青年に顔を近づけた。

「ご機き嫌げんよう、クレール。私の顔を忘れたかしら？」

　切れるような笑みを浮かべたシュナルの顔を見つめ、青年は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「あ……シュナル、様……？」

「忘れ病ではなかったようね。本部からの書状を届ける任務も忘れて地元の人間に混じっているから、てっきり病なのだと思っていたのに」

　低く圧おし殺した声で囁ささやかれ、青年は目を瞠った。夢から醒さめた風ふ情ぜいで辺りを見回し、顔を歪ゆがめてシュナルへ視線を戻す。青年は、バシュラールの部下のひとりであった。

「書状……そう、書状だ！　俺、一体どうして、こんなところに……」

「病ではなく、魔法かしらね？」

　つぶやいたシュナルの鋭するどい視線が裏口を見やる。食堂にたむろしていた人々は残らず壁かべにはりついてシュナルたちのやりとりを見守っていたが、ただひとり、こっそりと裏口から外へ出ようとしている中年男がいた。シュナルが止める前に、男は裏口から飛び出す。

「おい、お前、待て！」

　食堂から出てきた男に声をかけたのは、バシュラールの部下だ。シュナルの命で待ち伏せていた二人の部下が、中年男を取り押さえようと腕を伸のべる。中年男は意外に俊しゆん敏びんな動作で身をかわしたかと思うと、彼らの眼前にてのひらを向けた。

　中年男のてのひらには、紺こん色いろの貴石をはめこんだ護ご符ふが細い鎖くさりでくくりつけられている。

「貴様、魔導師か……！」

　最後まで言う前に、部下の二人は頭を強く打たれたような衝しよう撃げきを感じて昏こん倒とうした。魔導師は折り重なって倒れた二人を飛び越こえ、息せき切って踏ふみ固められた田舎いなか道を駆かけ出す。

「待ちなさい！」

　シュナルの声にちらと視線を投げて、中年の魔導師はまろぶように走っていく。

　魔導師がゆるい丘おかを駆け下ると、道ばたに長外がい套とう姿の数人の男がたむろしているのが見えた。魔導師はてのひらの護符を握にぎりしめ、口の中でめくらましの呪じゆ文もんを囁きながら男たちの横をすりぬける。いや──すりぬけようとした。

　しかし、実際には男のひとりが絶ぜつ妙みようの間で足を出し、魔導師はそれに引っかかって見事に転てん倒とうする。

「何……！」

　魔法が効かなかったことに慌あわて、立ち上がろうとした魔導師の首筋を、男の剣が打ちすえた。なすすべもなく気絶した魔導師を見下ろして、男は鞘に入った剣を剣帯へと戻す。

　男は長ちよう靴かのつま先で魔導師の体を転がし、相手が手に持っている護符を確かめた。

「魔法石の護符……ふむ、田舎いかさま師か。君、これが欲しいのかね？」

　低く深みのある声で言い、男は駆けつけたシュナルへ視線を向ける。

　シュナルは長い髪かみを揺ゆらして立ち止まり、男の姿を視界にとらえて息を吞のんだ。

　魔導師を倒したのは、恐おそろしく鋭えい利りな印象の男であった。

　瘦やせぎすな体がみすぼらしく見えないのは、身のうちに抑よく制せいされた力を持っている者独特の落ち着きがあるせいだろう。歳は三〇代の半ばから後半であろうが、きちんとなでつけた灰色の髪には額近くの一ひと房ふさだけ白はく髪はつがまじっている。水色の瞳は猛もう禽きんに似て鋭く、左目だけを覆っている片眼鏡めがねのレンズとも相まって、彼を近寄りがたいほどに冷れい徹てつな人間に見せていた。

　片眼鏡の男と、馬を連れて周囲にたたずむ仲間たちは、皆みなして同じ紺色の長外套に身を包んでいる。シュナルは彼らの外套についた記章に見覚えがあった。

　飾かざり紐ひもをとめている記章に描えがかれた盾たての文様を見つめ、シュナルは蒼そう白はくな顔でつぶやく。

「……なぜ、帝国軍が、こんな場所に？」
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「バシュラール様、大変です！」

　部下がカエキリア城下の民家に走りこんできたとき、バシュラールは地元の民たみによる『第三回・帝てい国こくのひとたちお仕事お疲つかれ様お茶会』に参加しているところだった。

「おー。今度は何に名前をつけりゃあいいんだ、俺は？　ん？」

　民家の居間で茶をすすりつつ、バシュラールは適当に問う。

　食卓にはバシュラールの部下と町民が交こう互ごに座っており、バシュラールの周りにはなぜだか嬉うれしそうな田舎娘が集まっていた。女性に対しては博愛主義を自じ称しようするバシュラールが、さんざん貴族社会のばか話を語って聞かせた結果である。

　結局地元民となじんでいる上司に向かって、部下は勢いよく叫んだ。

「帝国軍です！」

「軍人？　あー……人間に命名するのは気がすすまねえなあ。なにせ、数字で何号って名づけると怒おこられ……帝国軍だあ!?」

　やっと部下の言葉を理解したバシュラールが、血相を変えて立ち上がる。

「はい、先ほどカエキリア城に到とう着ちやくしまして、一ひと騒さわぎやらかしています。シュナル様が一いつ緒しよです！」

「おい、なんだそりゃ？　全然状じよう況きようが読めねえぞ。とりあえず、シュナルのとこまで案内しろ！」

　叫びながら靴音も高く戸口から出ると、街の雰ふん囲い気きがひりついているのがわかった。バシュラールは部下の案内で未舗ほ装そうの路地を抜ぬけ、石いし畳だたみの大通りへと出る。

　市が立っているはずの中央広場はもぬけの殻からで、何羽かの鳥が残された食物の欠片かけらをついばんでいるだけだ。街中の人々は、家に閉じこもるか、カエキリア城の前に集まっていた。

　町民たちが遠巻きにする中、城前の広場には三台の幌ほろ馬ば車しやが止まっている。

　その前に恐ろしく姿勢良く並んでいる兵士たちは、鎧よろいではなく紺を基調にした軍服をまとっていた。バシュラールは町民たちをかきわけながら、背伸びして兵士たちの様子を見てとる。

　幌馬車の大きさに比べて、兵士たちの数は少なすぎた。おそらく、残りは城の中なのだろう。

「……なるほど、帝てい国こく軍にゃ違ちがいねえが……巡じゆん査さ庁だぜ、こりゃあ」

「と、言いますと？」

　訊きき返してくる部下を、バシュラールは不機嫌に怒ど鳴なりつけた。

「帝国法院とつるんで犯罪者の摘てき発はつやってるところ！　俺たちの商売敵がたきだ。こっちが地味に捜そう査さしてるとこにやってきちゃあ、疑わしい奴やつを全員ひっさらって行きやがる！　くそ、帝都の下層市民の取り締しまりだけやってりゃあいいのに、こんなとこまで出張ってきやがって！」

　珍めずらしく怒いかりもあらわに、バシュラールは群衆の脇わきを抜けてカエキリアの城門へたどりついた。

「おい、待て！……ああ、監かん査さ官かん殿どのか」

　疲ひ弊へいした顔の魔導師が、バシュラールを止めかけてから手を引っこめる。

「おうよ、俺だ。どうしてあんな奴らを入れた？」

「入れたのではない、勝手に入ってきたのだ！　雑魚ざこはともかく、指揮官と数人はおぬしらのくだらん発明品を持っておったおかげで、静魔法が効かん！」

　がなりたてる魔導師は、異常事態に混乱してバシュラールたちに対する遠えん慮りよを忘れていた。魔導師の言う『静魔法』とは、魔法陣じんや呪じゆ具ぐを使い、長いことかけて魔法的な場を作る法のことである。対する『動魔法』は呪文と音で世界の要素に働きかけるもの。カエキリア城には、もちろん防ぼう御ぎよのためにいくつもの静魔法がかけてあったのだろう。

　バシュラールはいらだたしげに眉をあげ、魔導師の肩をつかんで横にのける。

「くだらねえ発明品に負けてるお前さんの魔法陣も、負けず劣おとらずくだらねえよ！　どけ！」

　魔導師を押しのけて通用門をくぐると、小さな街に似た城内のあちこちで、バシュラールの部下や魔導師たちと紺の軍服の男たちがにらみあっていた。

　誰だれもがまだはっきりと事情を理解してはいないのだろう、小こ競ぜり合い以上のものは見られないのを確かく認にんしながら、バシュラールは足早にゆるい坂を上って城の主要な建物群を目指した。

「こちらです、バシュラール様」

　連れん絡らくにきた部下の案内で大広間のある建物に入ると、右往左往する魔導師たちの間からシュナルの長身が近づいてきた。冷徹な美び貌ぼうはこころもち青ざめている。

「シュナル、状況を説明しろ」

　バシュラールの厳しい声に敬礼し、シュナルは小脇にしっかりと抱かかえていた羊よう皮ひ紙しを差し出した。

「はい、バシュラール様。まずは、こちらが光魔法教会本部からの書状です。……カエキリアの魔導師らしき者が、途と中ちゆうで書状を止めていた模様です」

　差し出された書状を受け取り、バシュラールは唇くちびるを歪ゆがめて微笑ほほえむ。あまり心温まらない笑えみのまま、彼は書状の封ふう蠟ろうをひきはいだ。

「ほお、そりゃまたいい度胸じゃねえか。セロフちゃんは怖こわいもんを知らねえな。さっすが箱入り。しかし、この書状さえありゃあ……って……なんだ、この中身は！」

「バシュラール様の要求は、拒きよ否ひされましたの？」

　心配げに眉び宇うを曇くもらせたシュナルに、バシュラールは開封した書状をつきつける。

「そういう段階の問題じゃねえ！　読んでみろ」

「……教主様の体調不良につき、返事は待て？……ついでに、本部の運命演算機械によれば、今月のバシュラール様に不幸をもたらす色は、白」

　受け取った書状に視線を走らせてから、シュナルはその中身を小さな声で読み上げた。

　バシュラールを見れば、彼は今にも書状を引き裂さきそうな勢いで拳こぶしを作っては開いている。

「今月どころか、いつでも白は俺の不幸の象しよう徴ちようだ！」

「神を表す白色に、そういった言いようをなさるのはどうかと思いますが……しかしこれは、あってもなくても同じような内容ですわね」

　戸と惑まどいを隠かくせずに言うシュナルの横で、バシュラールは自分の髪をぐしゃぐしゃとかき回す。

「冗じよう談だんじゃねえ、何考えてんだ、本部は！　シュナル、それでこいつらは何だ、指揮官は誰だ？」

「指揮官は二階の広間で魔導師たちと会っています。指揮官の名は帝国神聖騎き士し団、巡査庁所属、グレゴワール・ラングレー卿きよう。目的は、セロフ師にしか話さないとのことです」

「……ほー……そりゃ、歓かん迎げいしてやらなきゃならねえな」

　バシュラールの声が急に調子を変えたので、シュナルは思わず上官の顔を見直した。

　バシュラールは今までとは一変した、性格の悪そうな笑顔になっている。


◆



　カエキリア城の二階にある広間では、エーリンはじめ城の高位魔導師を前に、軍服姿の男たちがたたずんでいた。

　指揮官であるラングレーは、鞘さやに入った剣けんを杖つえ代わりに床ゆかへ立て、仕立てのよい手て袋ぶくろをした両てのひらをその柄つかの上へ重ねている。軍人の冷えた水色の目で見つめられ、エーリンはこわばった声を出した。

「何を訊いても話せぬ、では筋が通るまい！　突とつ然ぜんやってきてのこの狼ろう藉ぜき、魔導師に対する態度とはとても思えん！」

「筋は通っています。君たちにその筋が見えていない、というだけですな。君たちには大変重い嫌けん疑ぎがかかっている──これだけは確かなことです。内容は城の責任者にしか話せません」

　ラングレーは落ち着き払はらった様子で言い、ゆっくりと指で剣の柄を叩たたく。ばかにされているととったのか、魔導師は興奮に顔を赤くして叫んだ。

「ならばセロフ様がお帰りになるまで、おぬしらの仕事とやらも中断せよ！　強ごう引いんに踏ふみこんだのはそちらだぞ!?　全力でたたき出されたいのか！」

「中断はありえません。証しよう拠この隠いん滅めつをはかられても困りますし、誰に逃にげられるわけにもいきません。セロフ殿が帰られるまで、君たちには我々の監かん視しを受け入れてもらいましょう」

　平へい坦たんな低い声にこめられた威い圧あつには、魔導師に対する気き後おくれなどみじんも感じられない。

　エーリンたちが内心歯がみをしているところへ、扉とびらの開く音が響ひびいた。

　すぐさまラングレーが振ふり向き、扉を見張っていた部下に鋭するどい声を飛ばす。

「誰も入れるなと言ったはずだ！」

「おう、悪わりぃな。無理やり入ってきちまったぜ」

　両開きの扉から広間へと入ってきたのは、半歩後ろへシュナルを従えたバシュラールだ。

　近づいてくるバシュラールを視界にとらえ、ラングレーはわずかに目を細めた。

　バシュラールはずかずかとラングレーに歩み寄り、あと数歩、というところでやっと立ち止まる。冷えた視線でにらみあうバシュラールとラングレーに、周囲の人間はなんとなくの緊きん張ちようを強しいられた。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、バシュラールは不意に大きく笑えみ崩くずれると、ラングレーの瘦そう身しんを抱だきしめる。

「グレゴワール！」

「やあ、貴き殿でんか」

　ぽかんとした人々の顔が並ぶ前で、ラングレーも厳しい顔にかすかな笑みを浮うかべてバシュラールの背を叩く。バシュラールはラングレーから腕をほどくと、嬉うれしげにラングレーの腕をつかんで揺ゆさぶった。
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「久しぶりだなあ、何年ぶりだ！　一〇年？　もっとか。帝てい都とで姿を見かけなくなったから、てっきり死んだかと思ったじゃねえか！　なんだ、この白しら髪が？　ますます老ふけて見えるぜ！」

　額に落ちかかる一ひと房ふさの白髪を示して言われ、ラングレーは冷静に答える。

「西の戦地で頭部を負傷した。治ち療りよう後、巡じゆん査さ庁へ異動になったのだ」

「そうか、いやあ、ハゲなくてよかったなあ！　ハゲたらますますもてなくなるもんなー」

　もてない、と聞いたあたりでラングレーの口元がひきつった。一瞬で平静を装よそおい直しはしたが、次にバシュラールの名を呼んだ声にはまぎれもない冷気が宿っている。

「……バシュラール卿、貴殿はあいかわらず貴族的な精神を買い戻しそこねているようだな」

「グレゴワール、お前さんは無事に父上の剣を質しち屋やから買い戻せたみたいじゃねえか。しかもまあ、負傷のせいだかなんだか知らねえが、新しい勲くん章しようも増えちゃって。これで次に赤い館やかたのお嬢じようさんを身み請うけするときの質しち草ぐさには困らねえな！」

　悪戯いたずらっぽい台詞せりふに毒をこめたバシュラールに、ラングレーの厳しい顔はみるみる青くなった。ちなみに『赤い館』と言えば、帝国周辺では娼しよう館かんのことを指すのが常識だ。

「…………ひとを色狂ぐるいのように言うな」

　蒼そう白はくになったラングレーの肩かたに自分の肘ひじをのせ、バシュラールは親しげに続ける。

「言ってねえよ。お前さんは純情な男だもんなー？　娼館の女にちょっと甘いこと言われたら、全財産整理して迎むかえに行ってふられて傷心のあまり軍隊に入っちまうくらい純情だもんな！」

「…………」

　ラングレーの顔色がまさしく死人のそれになったとき、ラングレーの部下たちにも動どう揺ようの気配が走った。いかにも切れ者でお堅かたい様子のラングレーの意外な一面が披ひ露ろうされたことに、興味の色を隠しきれないでいるのだ。

　部下の興味深げな視線を背に受けて、ラングレーはいきなり腰こしの剣を抜ぬいた。

　ラングレーの剣が眼前をかすめ、バシュラールは思わず尻しり餅もちをつく。

「のあッ！　あっぶねー……！　おいこら、あぶねえぞ、てめえ！」

　床をはいずりながらバシュラールが迫はく力りよくのある声で怒ど鳴なり、シュナルがすかさず前へ出る。

「バシュラール様！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　なあ、グレちゃん。久しぶりの再会だってぇのに、剣はねえだろう、剣は。なんだ、あのとき娼館に誘さそった俺を恨うらんでるっていうんなら、そりゃ逆恨みってやつだぜ？」

　シュナルにてのひらを向けて止め、バシュラールはラングレーから目を離はなさずにゆっくり立ち上がる。ラングレーは乾かわいた殺気をまとって、バシュラールにまっすぐ剣を向けていた。

「…………抜け、ギスラン・バシュラール」

　ひどく陰いん気きな声に、バシュラールは胸を張って答える。

「嫌いやだ。俺は剣は弱よええ！」

「ならば恥はじろ！　なぜ貴殿はそれでも堂々としているのだ！」

　吠ほえるように叫ばれても動じず、バシュラールは子供じみた笑いを浮かべて左手の指にずらりと並んだ指輪をかざして見せた。

「お前さんに勝つ自信があるからに決まってるじゃねえか。くらえ、雷らい撃げき指輪第五号・改！」

　バシュラールはわざわざ指輪の名前を叫んでから、すばやく呪じゆ文もんをしこんだ指輪の石を回す。魔ま法ほう石の欠片かけらでできた指輪の奥に魔法文字が浮かんだ、かと思うと、叩くような音と共に白い火花が散った。

　火花はラングレーの剣目がけて走る。しかしラングレーの水色の瞳ひとみはおびえることなく火花をとらえ、彼は一歩踏みこんで長外がい套とうのすそをひるがえした。

「……あれ？」

　呆あつ気けにとられたバシュラールの目の前で、火花は紺こん色いろの長外套に弾はじかれた。

　すかさず再度外套のすそがひるがえり、ラングレーの剣けんが優美な弧こを描えがく。次の瞬間には、刃やいばはバシュラールの首筋にあたった。ラングレーはそこで剣を止め、至近距きよ離りで囁ささやく。

「阿あ呆ほうか、貴殿は。我々は多少の魔法ならば無効にする訓練を積んでいる」

　バシュラールはしまらない笑みを浮かべ、降参の合図のようにそろそろと両手をあげる。

「そうなの？　じゃあこっち」

　笑って言い、バシュラールの親指が、人差し指にはめていた黒い指輪の横を強く押す。

　すると黒い指輪にしこまれていた液体が噴ふき出し、ラングレーのむきだしの片目に見事に飛びこんだ。

「何ッ!?」

　思わぬ攻こう撃げきに、ラングレーは反射的に剣を引く。目め潰つぶしの痛みにうめき、片目をてのひらで押さえた。その隙すきにシュナルがバシュラールの前へ駆かけつけ、ラングレーの部下たちも厳しい顔で一歩前へ出る。のんきなのは、指輪のしかけを確かめて満足げなバシュラールのみである。

「いやあ、大成功！　やっぱり基本ってのは押さえとくもんだなあ」

「さすがバシュラール様、すがすがしいまでに卑ひ怯きようですわね」

　バシュラールを背にかばう形で言うシュナルの後ろ姿に、バシュラールは嬉しそうに言った。

「何言ってんだ、正々堂々とやってもいいのは、負けても困らねえときだけだ！」

　あまりにどうしようもない発言に、ラングレーは勢いよく顔をあげる。眼鏡めがねをしていない片目は、バシュラールの目潰しでひどく充じゆう血けつしていた。

「バシュラール卿きようッ！　わたしはかつての学友として忠告する。貴殿のやっていることは罪に問われる寸前だぞ！」

「へ？　何が？」

　とぼけるバシュラールに、ラングレーはどうにか声を冷静にして答える。

「貴殿は己おのれの役職を私物化している。エル＝ウルキアや私兵を使っての違い法ほうな捜そう査さの証しよう拠こは、わたしがすでにいくつかつかんだ」

「そうなの？　んじゃ、それ、いくら払はらえば忘れてくれる？」

　にっこり笑って言ったバシュラールの言葉を理解すると、ラングレーの分別はどこかへ吹き飛んでしまったらしい。今にも飛びかからんばかりの勢いで、ラングレーは糾きゆう弾だんした。

「ばかな！　わたしを金目的のゆすり扱あつかいするのか!?　もう耐たえられん、地位と財力をたのみに私し怨えんを晴らすための勝手三ざん昧まい！　貴族の品位の欠片もない言動！　魂たましいからにじみでる卑怯っぷり！　わたしは貴き殿でんを帝国貴族などとは認めん、貴殿は人間のクズだ！」

　行きすぎとも思える発言に、辺りに緊きん張ちようが走った。シュナルが青ざめ、形よい唇くちびるを震ふるわせる。彼女が何かを言う前に、バシュラールの気合いの抜けた声がした。

「へえ」

「へえ、ではないだろう！　怒おこらんのか!?　ここまで言われてなぜ怒らんのだ、貴殿は！」

「んん？　そりゃあ、少しも気にならねえからさ」

　バシュラールは微笑ほほえんでシュナルをそっと押しやり、両手を広げてラングレーへ近づいた。

「なあグレゴワール、もといラングレー卿よ。お前さんはいい男だ、金も縁えん故こもろくにねえ貧びん乏ぼう貴族だが、お前さんの魂はなるほど、尊い。しかしな……力ってえのは悪か？」

　闘とう争そうの意思をまるで感じさせないバシュラールの言いように、ラングレーは厳しい表情で黙だまりこんだ。ラングレーがゆっくりと剣を鞘さやに戻すのを見届けて、バシュラールは続ける。

「力があるのが罪なんじゃねえ。ようは、力をふり回すか、力にふり回されるかってぇ問題さ。俺は秩ちつ序じよを愛してる。どんなに勝手で愚ぐ劣れつに見えようが、俺は常に世界の秩序のために闘たたかってるぜ。俺を従わせることができるのは常にこの世の秩序だけ。でもって俺は、この世の秩序のためにだけ、俺の力をふり回す。──どうだ、俺はクズか？」

　静かに勝手な持論を展開するバシュラールに、ラングレーは眉み間けんに皺しわを寄せて片眼鏡を押さえた。乾いてしまった唇を湿しめし、ラングレーは低くつぶやく。

「なぜだ、バシュラール卿。貴殿はどうして……そのように偉い大だいなのだ！」

「……はい？」

　いきなりの台詞に、シュナルが思わず聞き返した。ラングレーの部下たちも、上司の言葉の急転てん換かんについていけずに呆ぼう然ぜんとしている。そんな中、バシュラールひとりは動じずに頭をかいていた。ラングレーは真しん剣けんな面おも持もちで肩を震わせたと思うと、今度は聞き取れるぎりぎりの早口でまくしたてはじめる。

「貴殿は偉大だ、バシュラール卿！　すばらし、ッ、ああっ……いや、違う、偉大ではない。しかしなぜか、貴殿の話を聞いているとそんなような気がしてきてしまう……なぜだ？　貴殿はどう見ても卑怯で愚おろかしいのに、武術でも学業でも負けたことはないのに、常に貴殿にだけは敗北感しか覚えん！　つまりわたしはとてつもなく駄だ目めな人間……なの、か……？」

　段々と混乱してきた様子のラングレーは、言い終えたあたりでは顔色が真っ青になり、ついにがくりと肩を落として、てのひらで顔を覆おおってしまう。

　それを見た彼の部下たちが、慌あわてた様子でいっせいにラングレーを取り囲んだ。

「ラングレー卿！　大丈夫ですか！」

「もう駄目だ……わたしは駄目な人間なのだ……社会のクズ、もしくは塵ちりに等しい存在だ……」

　肩を落として小さくなったラングレーがとぎれとぎれに漏もらすと、部下の軍人たちはみんなして彼の主張を否定した。

「何をおっしゃいます、隊長は全然駄目ではありません！　どう見てもあっちより顔も頭もいいですし、実績もありますし、性格もまじめですし！」

「そんなことを言って、お前たちも裏でわたしを笑っているのだろう……？」

「めっそうもない、我々全員、ラングレー卿を心からお慕したいしております！」

　部下たちの必死の言葉も虚むなしく、ラングレーは吐はき捨てるように言う。

「わたしを慕う人間など、ばかだ！」

「ラングレー卿！」

　悲痛な叫びをあげる軍人の一団を眺ながめて、バシュラールは興味なさげにつぶやいた。

「おー、部下にはすげえ慕われてんなあ」

「バシュラール様、この方は、一体……」

　ためらいがちに訊きいたシュナルに、バシュラールは少しばかり笑って説明する。

「んー？　俺が成人して帝てい都とに出てきて、光魔法教会の学部で学んでたときのご学友。見てのとおり顔も頭も悪くはねえのに、暗いんだわ、とにかく。昔っから妙みように俺にからんでは落ちこむのが趣しゆ味みだったみてえだけど、軍に入って暗さに磨みがきがかかってら。ま、いつものことだから気にすんな」

　落ちこみ続けるラングレーへ視線を戻し、バシュラールはしばし思案した。

（しかし、このまじめ君が、俺への私怨でこんなとこまでくるたあ思えねえ。裏には何がある？……面めん倒どうくせえことになってる予感がするぜ）








４　選せん択たくの方法









　闇魔法教会本部のある谷底では、ミリアンがフェイギン家に身を寄せてから七日ばかりがすぎた。フェイギン家の老夫婦の仕事は魔法学者で、古い魔法書の研究をしているらしい。老紳しん士しのほうは三日に一度、闇魔法教会本部の宮きゆう殿でんへおもむいては書庫に入り浸びたる。老婦人は家で少しの研究と、少しの家事をする。

　ミリアンは老婦人に文字を教わりながら、ごく穏おだやかな日々を過ごしていた。

　師し匠しようについて魔法を学ぶにはまだ早い、心と体を落ち着けるのが先だ、と、フェイギン家の老夫婦は言う。彼らはすべての娘むすめを遠くに嫁よめにやり、たったひとりの息むす子こを出しゆつ奔ぽんという形でなくした後だったので、ミリアンが家にいるのを心底喜んでいるようだった。そして、言動の端はし々ばしに、ミリアンにずっとここで一いつ緒しよに暮らして欲しい、という希望をにじませる。

（ここにいると、孤こ独どくじゃない）

　花咲く庭にたたずんで、ミリアンは思う。穏やかな風が吹き、少女のドレスと花を揺ゆらした。

　ミリアンは老婦人の悲しむ様子に負けて、いつもの黒衣を脱ぬいでいた。代わりに与あたえられた衣類は何着かあって、今日着ているのは胴どうの部分が優やさしい茶色、胸を覆う大きなえりと、すそに凝こった花の文様を刺し繡しゆうしたスカートが生き成なり色いろのドレスだ。

　頭には折りたたんで髪かみ留めでとめ、帽ぼう子しのように形を整えた光こう沢たくのある布をかぶっている。これは女性にしては髪が短すぎるミリアンを思いやって、老婦人が贈おくってくれたものだ。

　きちんと手入れされた着き心ごこ地ちのよい衣類の下に、ミリアンは一本だけ短剣を忍しのばせている。

　この短剣さえなければ、ミリアンは完かん璧ぺきにごく普ふ通つうの田舎いなかのお嬢じようさん、というやつだった。

　ミリアンは風車の回る音を聞きながら、ぼんやりと空を見ている。

　今日の勉強時間はもう終わっていた。夕飯の支し度たくを手伝う時刻になるまで、ミリアンは自由だ。ゆっくりと回る風車の羽根が、晴れた空を見上げるミリアンに影かげを落としては行きすぎる。

（私は孤独じゃない。でも、なんだか寂さびしい）

　声を出さずに囁ささやき、ミリアンは瞬まばたいた。どうしてなのだろう、自分は今、とても幸せな境きよう遇ぐうにいるのに。幸せでも、ひとは寂しいと思ったりするのだろうか？

　ひとり考えこんでいたミリアンは、ふと、視界の端に見慣れぬものを捕とらえた。

　視線を下ろすと、フェイギン家の敷しき地ちを囲む低い石いし垣がきの間、つる草のからまった石の門の下に、黒衣の老人が立っているのが見える。広い肩かた幅はばとはげ上がった頭、顔の半分を奇き妙みような仮面で覆った老人は、ミリアンを認めて、にいと笑った。

「元気そうじゃの。ミリアン・カレスティア。充じゆう分ぶんに支配を味わっておるか？」

「支配？」

　問い返すミリアンのまっすぐな視線も気にせず、老人は大おお股またで庭に歩み入ってきた。

「そうじゃ。最初の支配は家族から与えられるもの。魔ま導どう師したる者、世のすべてを支配することを学ばねばならん。支配する者はまず、支配されねばならんのだ。わかるか？」

　傍かたわらにやってきた老人を、ミリアンは見上げた。老人の仮面、その目の位置に石が押しこめられているのが見える。ちかり、ちかりと魔法力を持つ者にしかわからない光を奥底できらめかせている赤い貴石は、ミリアンのバングルにはまっているのと同じ、魔法石に違いない。

「あなたは、ここの、偉えらいひと？」

　ミリアンの問いに、老人はやけに嬉うれしそうに返した。

「ほう、よくわかるのう。確かにわしは闇魔法教会の教主じゃが、おぬしとは初対面のはず。なんで偉いとわかった？　わしのまとう威い厳げんのせいか？」

「違う。何の気配もしなかった……から。今も、まるで、誰だれもいないみたい」

　無礼なまでにきっぱりとした答えにも、教主は特に怒らなかった。仮面の奥で、赤い魔法石が悪戯いたずらっぽく明めい滅めつする。こんな強そうな魔法石を持っていながら気配ひとつ感じさせないなんて、それだけで恐おそろしい力を持っているのがよくわかる。教主はやんわりと笑った。

「おぬしは逆じゃの。魔法の気配でぎらぎらしとる。おぬしがこの谷に来たとき、すぐにわかったぞ。『覚かく醒せい位』が来た、とな。……おぬし、わしのように気配を消す術すべを知りたいか？」

　ミリアンは少し驚おどろいたが、ほとんど間を置かずにうなずいた。この老人、教主は、恐ろしく強そうではあったけれど、嫌いやな感じはしなかったのだ。教主は少女の傍らに腰こしを下ろして言う。

「ならば、呼吸することを覚えよ。正しい呼吸はすべてを整える。この世の大気は薄うすくなったが、まだまだ淡あわい力でもって我らと世界を繫つないでおるぞ。いいか、ゆっくりと呼吸をし、己おのれの体内に入ってくる大気の震ふるえを感じ、全身に響ひびかせるのじゃ。ほれ、やってみよ」

「……呼吸？」

　ミリアンはバングルの石をてのひらで押さえ、庭に座った教主を見下ろす。教主が気短な気配を漂ただよわせてうなずくのを見て、少女は慌てて薄いまぶたを閉じた。

　そうして魔法を使うための視界を得ようとした途と端たん、ミリアンは石屋で見た光景を思い出してしまう。石の中で見たのは不思議な扉とびらと花畑、恐ろしい力を持った誰か、それに──すさまじい渦うずを巻く、自身の激情。あのとき自分は、わけがわからなくなってカナギに斬きりかかった。

　──久しぶりに見た、カナギの殺気をたたえた目。

（どうしよう……怖こわい）

　記き憶おくと共に恐きよう怖ふが蘇よみがえり、ミリアンは強く奥歯をかみしめた。指先が痛いほどに冷えている。また、あんなふうになったらどうしよう？

（怖いものは、見つめてしまうことです）

　ミリアンの頭の中で、いつだったか詩人が言った言葉が響く。

　詩人の落ち着いた声を思うと、ほんの少しだけ呼吸が楽になった。

　そうだ、怖いものを見つめるのを怖がって、心の奥に押しこめてばかりでは、きっと何もできなくなってしまう。呼吸を整えようとするミリアンに、教主の声が届いてくる。

「まずは息を吐け。己を空からにせよ。そう、細く、長く──」

　教主の言葉に導かれ、ミリアンは石を押さえる手に力をこめて、細く長く、息を吐いた。

　肺が空になった瞬しゆん間かん、ミリアンは己の視界を裏返す。

　ぱっと目の前の闇が砕くだけ、極ごく彩さい色しきの粒つぶで構成された光景が広がった。

　これが、世界だ。覚醒位魔導師の見る世界。

　囁きあい、さざめきあう幾いく億おくの欠片かけらでできた、いっときも静止しない世界。

　微び弱じやくな震えを帯びる世界は、ミリアンが息を吸うと、するすると彼女の中へ導かれていく。

（本当だ──不思議。体に、世界が入ってくる）

　ミリアンは体内へ入ってきた世界に耳を澄すました。すると、確かに体内で世界の欠片が震え、囁いているのがわかるのだ。腹の底で、世界がぶつぶつとつぶやいている。

「世界を吞のみこんだなら、それを己に共鳴させよ。最初は腹に、次は左足──さらに右へ。次は手じゃ。己を、世界と同じように震わせよ」

　教主の重苦しい声がして、ミリアンは内心首をかしげる。

　震わせるって、どういうことだろう。この世界の囁きを真似まねすればいいのだろうか？

　疑問に思っているうちに、ミリアンの腹は暖かくなってきた。

　暖かさはどんどんと広がり、最初に胴体が、次に四し肢しが暖まっていく。最後に鼻の奥あたりに暖かさが広がったとき、突とつ然ぜんと、視界が開けたような気がした。ミリアンは目を見開く。

（なに──空に投げ出されたみたい）

　まるで自分の体がなくなってしまったような感じがした。

　大気に触ふれている肌はだ感覚が消え、体の内と外との区別がなくなる。

　ぽかんと広い場所に、心だけが投げ出されている感じ。

　やがて何かを考えている心すら、ふわりと逃にげだしそうになる。

「そうじゃ、もうよい。戻っておいで」

　深くしっかりとした教主の声が言い、ミリアンは我に返った。

　ゆっくりと目を閉じ、もう一度開けると、ミリアンの目の前には、先ほどのように仮面の老人が腰を下ろしている。

　まだ少し暖かい震えを帯びている自分の腕うでを押さえながら、ミリアンは教主に問う。

「できた？」

「うむ、うまい。しかし無む茶ちやじゃのう。このような教え方は、覚醒位の者相手にしかできん」

　教主は面おも白しろそうに言い、かすれた声で笑った。

　ミリアンは老人の隣となりに座りこみ、彼の顔を見上げる。教主の仮面の石が、さっきよりも鮮せん明めいな光を秘ひめているように見える。ミリアンは少しの期待をこめて、短く訊きいた。

「あなたも？」

「ん？　そう、わしも覚醒位の魔導師じゃ。覚醒位の者しか、この石は受け継つげぬゆえ」

　教主はうなずき、仮面の目の位置に押しこまれた石を指さす。

「怖い石なの、それ」

「怖いぞ。古い石の中身はたいてい怖いがの。これには古い人間が入っとるからのう」

　おどすように言い、教主はまた、にやりと笑った。ミリアンは、自分の石にも『人間が入っている』と言われたことを思い出し、さらなる期待とわずかな恐怖を覚えて問いを重ねる。

「古い……死んでいるひと？」

「そうじゃ、昔に死んだ人間が、怨おん念ねんを残しておる。この怨念に耐たえられる者は覚醒位魔導師のみじゃ。どうじゃ、おぬし、この仮面のあとを継がぬか。ついでに総教主の地位もやるぞ」

　ごく軽い調子で言われ、ミリアンは少しだけ考える。

　教主は気軽に喋しやべっているが、きっと冗じよう談だんを言っているわけではない。それでも、ミリアンの答えはひとつだった。彼女は首を横にふり、手首のバングルを示す。

「無理。私も、石、持ってるから」

「ふうむ。惜おしいのう。わしの後こう継けい者しやには、誰ひとりこれを受け継げそうな者がおらんでな。わしも長い時間をかけて、この石の怨念を抑おさえ、ゆるめてきたのじゃが……まあ、わしの代でどうにかするしかないのかのう」

　教主は特に惜しいと思っている風でもなく、のんびりと言って空をあおいだ。

　風が吹ふき、仮面の石がちりちりと音を立てたのが聞こえた気がした。ミリアンは不意に申し訳ない気分になって、小さく謝罪する。

「ごめんなさい」

「かまわん。おぬしは若い。まだ色々と変わるじゃろう。魔導師たる者、己をよく知り、己を制することが肝かん要ようじゃ。おぬしはまだ、そのあたりが真っ白じゃ。苦しかろう？　覚醒してしまった者は、皆みなつらい」

　仮面をなでながら言う教主は堂々としていて、自然で、少しもつらそうには見えなかった。ミリアンはじっと教主を見上げる。

「あなたも、つらい？」

「今はさしてつらくはない。この恐ろしい石の最さい奥おうまで降りて、そこに故郷を見たからの」

「……故郷？　石の奥に？」

　ミリアンは驚いて訊いた。故郷──家族のいる場所。自分が帰っていく場所。

　自分が探していた、本当に欲しかった場所。

　それが、石の中にある？　ミリアンには理解しがたい言葉を発した教主は、深くうなずく。

「そうじゃ。魔法石は魔導師の心を映し出す。魔法石の最奥にあるものこそが、魔導師の心の故郷、心が帰って行く場所じゃ。それさえあれば、ひとはどうとでも変われる。どこへでも行ける。──そういえばおぬし、石屋で石に潜もぐったそうじゃの。その石の奥には、何があった？」

　まだ戸と惑まどいに揺ゆれながら、ミリアンは小さく答えた。

「私──私の、この石の中には、花がありました」

「ほお、花か。よいではないか」

　教主が小さく声を立てて笑うのを聞いて、ミリアンはいたたまれなくなる。

「でも──私の、石の中、は。花咲さく荒あれ野ので、花は何の役にも立たないし、ひどい場所で、私の他ほかに誰もいなくて、寂さびしくて」

　ミリアンは懸けん命めいに言いつのった。故郷というのは、もっと安心できて、暖かくて、寂しくない場所でなくては嫌だった。あんな寂しい場所が故郷なのは嫌だった。

　教主はしばらくミリアンの訴うつたえを聞いていたが、やがて大声を出して彼女の声をさえぎった。

「何を言っとるか！　荒れ野なら、耕せ」

「耕……す？」

　心の中をどうやって耕せというのだろう。呆あつ気けにとられたミリアンに、教主は続ける。

「そうじゃ。心の中も、外の世界と同じじゃ。荒こう野やが嫌いやなら、突つっ立っとらんで花を抜ぬけ。鍬くわでもって石ころを掘ほり起こせ。遠くの川から桶おけで水を運んで、耕した地に撒まくがいい。不毛の土地だ？　結構ではないか。すぐには何も変わらぬ、手間を恐おそれず何年でもかけろ！　そうしていずれ、おぬしの荒野に作物が実るとき、そこはひとの住める場所となる」

　教主の言葉の最後に反応して、ミリアンは聞き返した。

「私の、心に？　ひとが？」

「そうじゃ。知っとるか？　心の故郷に住む者のことを、家族と言う。血の繫つながりは、たいした問題ではない」

　乱暴に投げ出された言葉に、ミリアンは鼓こ動どうの高まりを抑えられなかった。

　この老人は不思議で、とても当たり前のことを言っている。

　完全に理解はできなくて、実感もできなかったけれど、予感がした。

　とても大切なことを言われたような予感。

　ミリアンが声をなくして小さく震ふるえているのを、教主はじっと見つめている。

　しかし教主はおもむろに、何かに感づいた風に顔をあげた。

「おう、ひとが来る。おぬしの連れと……どうも、わしになじんだ気配があるようじゃの」

「……！」

　教主に言われ、ミリアンは跳はね起きた。庭を横切って、門の横の石いし垣がきへよじ登る。

　風にあおられる女物の服のすそを押さえて目をこらすと、闇やみ魔法教会本部のほうからやってくる小さな人ひと影かげが見えた。

　魔導師らしき長衣姿が二人、あとは深しん紅くの上着をはおった男と、白い影がひとつ。

　見慣れた人影が嬉うれしくて、ミリアンは少し息がつまった。


◆



「どうやら無事に着いたね。よかった」

　フェイギン家の石垣が見えたあたりでさわやかな声を出したのは、闇魔法教会教主の末息子、クオーリアだ。カナギは不ふ機き嫌げんそのものの顔で足を速める。

「どうやらも何も、平地をひたすら歩くだけだろうが！　お前、とっとと本部に帰れよ。仕事があるんだろ？」

　すげなく言ってもクオーリアはめげなかった。黒衣の胸に手をあて、真しん剣けんに話しかけてくる。

「仕事はあるが、僕は地位が高いし要領もいいので、どうにでもやりようがあるんだ。それより君が出歩くほうが心配だ！」

「どうして！」

「だって、今にも倒たおれそうなほど顔色が悪いじゃないか！……痛ッ！」

　カナギに思いきり頭をはたかれ、クオーリアはわずかに涙なみだ目めになる。詩人とセロフは、それぞれ物もの珍めずらしそうにカナギとクオーリアを眺ながめながら、二人の数歩後ろを歩いていた。

「か弱い、はかない、病弱、顔色が悪い、などは禁句だと教えたつもりだったのですが……めげないひとに好かれましたね、カナギ」

　詩人が少し首をかしげて言い、カナギは反射的に否定する。

「好かれてない！」

「好いてはいない、尊敬しているだけだ！」

　クオーリアが力強く言い、カナギはげんなりと自分のこめかみを指で押さえた。

　闇魔導師の総会で教主とやりあって以来、なぜかクオーリアはカナギを気に入ってしまったらしい。ことあるごとに顔を出し、つきまとってくるクオーリアに、カナギはすっかりうんざりしていた。カナギも最初は情報を引き出すのにクオーリアを利用していたのだが、彼のしつこさはカナギの我が慢まんの限度をあっという間に超こえた。

　詩人とセロフにしげしげと眺められながら、クオーリアはなおも言う。

「何度も言うが、ここは君にとっては危ない場所なんだ。父上があんな風に君の呪のろいについてを公表してしまったからには、本当に君を捕とらえて呪いについての研究をしようという輩やからが出てこないとも限らない。古い魔法教会はどこでも多くの派は閥ばつや団体を抱かかえているものだけれど、ここには特に古い団体が多いんだ。もちろん、過激なものもある」

「そんなもん、遠えん慮りよなく返り討うちにするから気にするな。とにかくお前は帰れ！」

　カナギに怒ど鳴なられ、クオーリアはひとつ咳せき払ばらいをして言った。

「いいか、カナギ。僕と君は分かり合えると思うんだ、もっとゆっくり話す時間が欲しい。友達になろう」

「嫌だ」

「どうして！」

　声を裏返して問うたクオーリアの目の前で、カナギは段々顔色が悪くなる。

「絶対に調子があわない、話があわない」

「僕が才色兼けん備びな選民だからか？　それでも僕は、君をさげすんだりしない！」

　おおまじめなクオーリアの台詞せりふに、カナギはうっかり咳せきこんだ。口元を押さえて肩かたを揺らし、カナギは凶きよう悪あくな目つきでクオーリアをにらむ。

「悪いが俺がお前をさげすませてもらう！　じゃあな！」

　クオーリアは何を言われたのかすぐにはわからなかったらしく、きょとんとして立ちすくんだ。その隙すきにカナギはひとりで歩調を速め、ミリアンのいるフェイギン家の門へと歩み寄る。

「カナギ！……あ……まずい」

　我に返って後を追おうとしたクオーリアは、フェイギン家の門の真下に立っている少女と、彼女の背後にたたずむ黒衣の教主を見つけてひきつった。

　そんなクオーリアなど眼中にない様子で、ミリアンが声をあげる。

「カナギ、ソラ！」

　ミリアンの顔は隠かくしようもない喜びに満ちていた。ミリアンに呼ばれたカナギのほうも、胸に安あん堵どのぬくもりを感じて表情をゆるめる。カナギはミリアンに歩み寄りかけたが、彼女の背後に教主の姿を認めると顔色を変えて立ち止まった。

「ミリアン……どうしてその爺じじいがここにいる！」

　憎ぞう悪おに目をぎらつかせたカナギが問うと、教主は低い声で笑う。

「教主様とでも呼べ、若者よ。あいかわらず軟なん弱じやくそうじゃのう。腰の剣ばかりは立派じゃが」

　教主は嘲あざけりの色を隠さずに言い、挑ちよう発はつ的な視線でカナギをねめつけた。

「……あんたはあいかわらず老成してませんね。俺はこれでもこの剣一本でここまで生き抜いてきたんですが」

　カナギが好戦的にうすら笑って剣の柄つかを叩たたいてみせると、教主も負けずに胸を張る。

「笑しよう止しじゃ。わしは腕わん力りよくですら、おぬしに勝つ自信がある！」

「腕力？　あんた、俺が老人相手なら手を出さないと高をくくってんじゃないでしょうね！」

　大人げなく声を荒あらげるカナギの耳元で、クオーリアが不安そうに囁ささやく。

「カナギ、本当なんだ、父の筋肉は今でも四〇歳代なみだ。若いときは素す手でで牛を殴なぐり殺したことがあるという話だから、拳こぶしで語り合うのはやめておいたほうがいい」

「ばかだろ、お前ら！　魔導師がどうしてそんなに肉体派なんだよ！　牛の迷めい惑わくも考えろ！」

　カナギが心底あきれて叫さけぶと、教主も声を大きくする。

「心と体は同じものじゃ、体の健康は心の健康！　両方を兼かね備えてこその真の魔導師！　わしはこの軟弱息子が真っ当に育つまで、心身ともに現げん役えきでおるぞ！」

「しかも親ばかか！」

　さらにカナギが悪態をつこうとしたところへ、ミリアンが口をはさんだ。

「カナギ、このひとのこと、嫌きらいなの？」

　カナギに問うて教主を見上げたミリアンの顔には、戸と惑まどいが満ちている。どうやら彼女は、教主に悪い感情を抱いだいていないらしい。そのことはカナギにもわかったが、だからといって教主を許せるわけではない。顔をしかめたカナギをよそに、教主は広い肩をすくめる。

「わしは誰だれに好かれようと、嫌われようとかまわんがの。まあよい、わしの話はすんだ。──ではな、ミリアン。何かあったら、いつでも宮きゆう殿でんまでおいで」

「うん。ありがとう」

　礼を言った少女に笑いかけ、教主はフェイギン家の門を出た。カナギの横を通り抜けざまにクオーリアの腕うでをつかみ、半分引きずるように連れていく。

「帰るぞ、クオーリア。いつまでも半人前のくせに、こんなところで何をやっておるのじゃ！」

「それを言ったら父上もでしょう！　供のひとりもつけずにこんなところまで……いててて、放してください、もう。──カナギ！　気をつけるんだよ、ひとりで出歩くときは足元に気をつけるんだ！」

　教主に連行されつつも、クオーリアはカナギに声を投げてきた。カナギのほうは、余計なお世話とばかりに視線をそらす。セロフと共に遠巻きにカナギと教主のやりとりを眺めていた詩人が、ようやく歩み寄ってきて微笑ほほえんだ。

「とっくみあいの喧けん嘩かが始まるかと思いましたよ。彼、ちょっと君に似ていますね、カナギ」

「どこがだ！　どこが！」

　詩人の襟えり首くびをつかむカナギを横目で眺め、セロフがつぶやく。

「その、怒おこりっぽいところとかね。でも、教主様とカナギさんの気が合わないのはわかるわ……お歳としにしては健康すぎるもの、教主様」

「それは遠回しに、俺は不健康だって言いたいのか!?」

　叫んだカナギに、まだ着慣れない衣服のすそをひらつかせてミリアンが歩み寄った。少女は帽ぼう子し代わりにかぶっていた布を頭から引きずり下ろし、カナギに差し出す。

「カナギ、これ」

「……どうしてこの状じよう況きようで、俺に布を渡わた……ッ……」

　問いかけたところで、カナギは真っ青になって咳きこみはじめた。ミリアンは、受け取られなかった布を残念そうに見下ろす。

「そろそろ、そうなると思ったから」

「あまり興奮して叫ぶのは体に毒ですからね。もっとも彼の場合、それがなくなったら本当に死期が近いのでしょうが。カナギはいつもどおりとして、ミリアン、君は元気そうですね」

　こともなげに言って、詩人はミリアンのほうへ笑えみを向けた。耳に心地ここちよく響ひびく詩人の声に、ミリアンは嬉しげに向き直る。

「ソラも元気そう。セロフも」

　おまけのように視線を投げられたセロフも、ごく穏おだやかに笑って少女の姿を眺めた。

「お久しぶり、ミリアン。服、かわいいわね」

「本当？」

　セロフに着衣をほめられて、ミリアンは少し驚おどろいた。

　今まであまりそんな経験がなかったのだ。ミリアンは自分のいでたちを見下ろしてから、詩人とカナギを見上げた。詩人はいつもどおりにうっすらと微笑んでいたが、カナギはようやく咳を治めたところで、事情がわからず妙みような顔である。

「ん？」

　自分がミリアンに見られていることに気づき、カナギはセロフに問う視線を向けた。

　セロフは少しあきれ気味に声をひそめる。

「服の感想を聞きたがってるんです。何かないんですか？」

「感想って……」

　カナギはあらためてミリアンを見つめ、見事に途と方ほうに暮れる。

（なんか、普ふ通つうに女だな）

　一番素す直なおな感想はそれだ。今まで一いつ緒しよに旅をしてきたミリアンはカナギにとって、女というよりも少し変わった小さな暗殺者で、とんでもない境きよう遇ぐうに置かれた子供、だった。

　けれど装よそおいを変え、落ち着いた暮らしの中にいるミリアンは、普通にひとりの少女だ。

（かわいい……と思う、多分。似合ってる、とも思う。ただし……中身を考えなければ、だ）

　カナギは困り顔で固まった。カナギの頭の中では、今までの『ミリアン』というものと、目の前の少女がきっぱり分ぶん離りしてしまって、どうにも結びつかないのだ。感じるのは違い和わ感かんばかりで、まともな感想が出てこない。そんな違和感など横に置いておいて、適当に『似合ってるよ、かわいいよ』と言えばいいのはわかっている。だが、言えない。……性格的に無理だ。

　一方ミリアンは、顔をしかめているカナギに淡あわい衝しよう撃げきを受けてしまった。

（私、何か……変なのかな）

　少し唇くちびるを嚙かみ、ミリアンは考える。

　なんだか、自分を見るカナギの目が妙な気がする。すごく困っている感じだ。

　これは、ひょっとしなくても、自分が変な格好をしているせいなのじゃないだろうか。

（女の子の服って、装備の仕方、よくわからないし。私、すごく間ま違ちがってるのかも）

　ミリアンから見ると、カナギは大分年上だ。

　性格には子供っぽいところがあるとはいえ、大人なのだから女性の服の装備の仕方くらい知っているに違いない。ひょっとしたら自分よりくわしいのかもしれない。

　ミリアンの格好がすごく変なのに、はっきりとは言えないから困っているのかもしれない。

（どうしよう、恥はずかしい）

　考えれば考えるほど恥ずかしさがつのって、ミリアンは思いきりうつむいた。顔が熱い。

　ミリアンは耳まで赤くなって、しばらく顔をあげられなくなってしまった。

　それを見ているカナギも、妙な衝撃を受けて立ちつくす。

（なんでそこで赤くなる!?　この状況はおかしくないか？）

　どうも頭がくらくらする。体調悪化かと思ったが、そうでもないようだ。だとしたら、おかしいのは状況ではなくて、自分のほうである気もする。

　彼は手を握にぎったり開いたりして平静を取り戻もどそうと努めて、どうにか言った。

「よく……わかんないけど、いいんじゃないのか？　かわいくなくもない、ような気がする」

　いかにもぎこちないカナギを見やり、詩人が言う。

「カナギ、君は妙に失礼なことを言いますね。ミリアンはいつでもきらめく力に彩いろどられている。未いまだ生まれたばかりの輝かがやきを宿した赤と青のさざめきあう様は、上じよう昇しようを続ける螺ら旋せんにも似て、力に満ちたものです。彼女は常に美しい」

「詩人……そうじゃなくて、服の話だ、今、問題になってるのは」

　カナギに言われ、詩人は瞬まばたく。

「服？」

　詩人は口の中で言い、ミリアンの姿を見直した。しばし辺りに気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　疲つかれた風ふうにカナギが詩人に訊きいた。

「お前、ひょっとしなくても……あんまりひとの服装とか見てないだろ？」

「と、いうより、外見そのものをあまり見ていません」

「あなたがた、こういうときは本当に役立たずですね」
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　セロフが容よう赦しやのないことを言い、カナギと詩人は黙だまりこむ。

　男どもの態度にため息をついて、セロフはミリアンに言った。

「ミリアン、とにかく元気そうで安心したわ。……私、カエキリアへ帰ることになったの」

「いつ？」

　突とつ然ぜんの話に目を丸くしたミリアンに、セロフは困り顔で微笑む。

「もう、すぐに。教主様が特使を仕立ててくださったから、早く一緒に帰って、光魔法教会を領地から追い返さないと。彼らはこの間の事件を種に、あわよくば私たちの領地を奪うばおうとしてくるでしょうから。……あなたは、大だい丈じよう夫ぶ？」

　セロフの温かな問いに、ミリアンは少し考えた。自分は間違いなく幸せだった。

　でも、うなずくまでには時間が必要でもあった。ミリアンは結局、うなずいて答える。

「私は……元気、みんな、優やさしいし」

　セロフがうなずき返すと、詩人が質問を続けた。

「不自由はありませんか。君はここで、何か学びました？」

　問いと同時に詩人の白い手が伸のびて、ミリアンの頰ほおに少しだけ触ふれる。花に挨あい拶さつでもするような所作に、ミリアンはいくらか目を細めて答えた。

「薄うすパンを綺き麗れいに焼くのと、少しの刺し繡しゆうと、大気と響きあうやり方を」

「それはすてきだ」

　詩人は穏やかに笑って言い、少女から手を引く。彼の手が離はなれていくのを少し残念に思いながら、ミリアンは詩人を見上げた。

「でも、私、もっとソラに教えてほしい。色々なことを」

「ミリアン、わたしの言葉は風の音と同じ。君が学ぼうとすればわたしの言葉は万を教え、君が学ぶことをやめれば、扉とびらのきしみよりも無意味になるでしょう。君には学ぶ才能がある。わたし以外からも、君は学べますよ。君はいずれ、世界の真理を知るでしょう」

　旋せん律りつを含ふくんだ言葉にちょっとした不安を覚え、ミリアンは表情を曇くもらせる。

「ソラ、嫌いやなの？　私に、教える、の」

「いいえ。嫌ではありません」

　きっぱりと答えた詩人は、それ以上言葉を重ねるわけでもなく、ミリアンを見ていた。

　多分彼は、本当に『嫌ではない』のだろう。それ以上の感情は、ないのだろう。

　そう思うと、ミリアンの胸の奥はじんわりと痛んだ。どうにか痛みをこらえようと、ミリアンは自分の胸に手をあてる。

　周囲の雰ふん囲い気きが沈しずみはじめたのを感じとったのか、カナギは頭をかいて話を変えた。

「……ミリアン、俺たちはお前がここで困ってなきゃ、それでいい。大丈夫なんだな？」

「うん」

　すぐに肯こう定ていの返事を返してくるミリアンから視線を外し、カナギはうなずく。

「そうか。ならいい。……俺、クオーリアの奴やつを突つっついて、遺い跡せきについての資料をもう少し出させなきゃなんないから、もう行くな」

「もう？」

　ミリアンの不安げな声を後に、カナギは踵きびすを返して歩き出していた。

「ああ。多分、また来る」

　ミリアンはまだたたずんでいる詩人とセロフと、歩いていくカナギをぐるりと見み渡わたして、小走りにカナギへと駆かけ寄った。

「カナギ」

　袖そでをつかんで名前を呼ぶと、カナギは一応少しだけ歩調をゆるめてくれる。

「なんだ」

　素っ気ない返答を返すカナギに、ミリアンは懸けん命めいに話しかける。

「私、ここのおばさんに、誰だれも殺すなって、もう闘たたかうなって言われた」

「……そうか」

　カナギの声は少し硬かたくなる。ミリアンは、自分の思いを言葉にしようと必死だ。彼女の言葉は、いつでも心に追いついてこない。つたないながらも、ミリアンは考え考え言った。

「私、ここのひとたちも、ソラも、カナギも、セロフも……殺したくない。でも、魔法をきちんと覚えないと、この間の、石屋みたいなことがあるから。ちゃんと、魔法を覚えたい。ちゃんと魔法、使えるようになるから、がんばるから、その前にまた私がおかしくなったら、殺してくれる？」

　言い終えると、カナギの足が止まる。カナギは驚おどろきの色に瞳ひとみを染めて、ミリアンを見下ろしていた。

「……は……？　お前、何……」

　ミリアンは真剣にカナギを見つめる。ソラは闘えないひとだし、セロフはカエキリアに帰ってしまうというし、こんなことを頼たのめそうなのはカナギ以外にいなかった。

　強いことはすばらしいことだ。自分の命を預けるというのは、最高の信しん頼らいの証あかしだ。

　ミリアンは迷いなくそう思っている。それは暗殺集団、エル＝ウルキアの価値基準であった。

　ミリアンは、淡あわい尊敬すらこめて言う。

「カナギが一番強いし、殺しに慣れてるから」

「ふざけるな！」

　だしぬけに怒ど鳴なられ、ミリアンは息を吞のんだ。

　カナギの目は冷えて、殺気に似た気配をまとっている。わけがわからないミリアンは、とっさに衣服の下、足に革かわ帯おびで固定した短剣の位置を意識した。

「カナギ」

　たしなめるように、詩人の落ち着いた声がカナギの名を呼ぶ。

　呼ばれて、カナギの瞳はわずかに揺ゆらいだ。怒いかりで冷えていた灰色の瞳が、見る間に困こん惑わくと少しの悲しさを宿した色に変わっていく。

　カナギは強く剣の柄つかを握り、顔を伏ふせた。ひどい顔色だった。

「……悪い。すまない……なんか、間違った」

　カナギは不ふ明めい瞭りようにつぶやき、指で額をぬぐった。

　ミリアンは彼になんといったらいいのかわからなくて、ただ心配げな視線で見つめる。

（カナギ、苦しいんだ。私……何か、カナギにひどいことを言ったんだ）

　ミリアンは直感的に思ったが、それ以上のことはわからない。

　言葉を継つげないミリアンの目の前で、カナギは深い呼吸をひとつして言う。

「駄だ目めだ、今日は調子が悪い。……帰る」

　うつむいたままの、言い訳じみたひとことだった。あとはもう振ふり返るでもなく、カナギは歩き出す。カナギの後ろ姿を見送って、詩人は小さくつぶやいた。

「彼が体調不良を理由にするとは。……重じゆう症しようですね」

　ミリアンは突っ立ったまま、困惑をにじませて詩人を見上げる。

「ソラ、私、何かした？　ひどいことを言った？」

「それは、わたしが答えてはいけないことです。あとで、彼本人に訊きいてあげてください」

　詩人に静かに言われ、ミリアンはますます困ってカナギの後ろ姿を見つめた。

　まっすぐに本部のほうへ帰って行くカナギの背中には、攻こう撃げき的な拒きよ絶ぜつの意志などない。カナギの後ろ姿にあるのは、悲しみと困惑だけだ。それがなおさら、ミリアンの足を止めさせた。追いすがれない。追いようがない。追いついても、今の彼には何も言えない。

　ミリアンはカナギから視線を外さず、小声で詩人に訊く。

「……カナギは、大丈夫？」

　詩人はミリアンと並んで立ち、カナギを眺ながめて穏おだやかに言った。

「元から死相が出ているひとです。君のひとことくらいでは死にませんよ。……心配ですか？」

「うん」

　ミリアンの返事はすばやかった。詩人は唇くちびるでそっと微笑ほほえみ、長い杖つえの鈴すずを小さく鳴らす。

「ならばわたしが、彼が崖がけから落ちないように見張りに行きましょう。彼は常に崖のそばを歩くひとだから。……また来ますよ」

　いつもどおりに優しく言い、詩人はカナギの後を追って歩き出す。

　急ぎすぎない足取りで遠ざかっていく詩人を見送って、ミリアンはぎゅっと目を閉じた。

　カナギのことがわからなかった。わからないことが、悲しかった。

　どうして他人というのはこんなにわからないものなのだろう。

　ミリアンは、詩人に向けるのとは少し別の感情で、カナギのことも大好きなのに。


◆



「……で、詩人。お前、俺に何が言いたい」

　ミリアンの預けられているフェイギン家を出て、どれくらい無言で歩いたことだろう。

　詩人とカナギは、闇魔法教会本部の宮きゆう殿でんの街、混こん沌とんの溜たまりまで戻もどってきている。先を歩くカナギが不ふ機き嫌げんに問うと、詩人はフードの下で小さく笑って答えた。

「特に何も言いたくありません。だって君、今は何も、わたしに言ってほしくなどないでしょう？」

「まあな。……むしろ、いつもお前が黙だまってりゃいいと思ってるけどな……」

「それが本当なら、君はずいぶん変わっている。黙った詩人になんの価値がありますか」

　詩人の問いには答えず、カナギは面めん倒どうくさそうに肩かたを落として歩き続ける。

　時はもう夕刻だった。混沌の溜まりにひとの流れが絶えることはなく、あちこちに淡い明かりが灯ともっている。クオーリアやセロフがいない状態でこの場所を歩くのは初めてだ。裏町や大きな帝てい国こく都市に似て、多くの人間がひしめくあまり、誰も他人を気にしない。定住せずに流れて歩くカナギには、妙みように落ち着く街だった。

　ざわめく人々の間でカナギが振り向くと、詩人がおなじみの完かん璧ぺきな姿をさらしているのが見える。不意にその完璧さを崩くずしてみたくなって、カナギは詩人に声をかけた。

「詩人、お前、飲むか？」

　意外な提案だったのか、詩人は一度だけ瞬まばたいてから訊き返す。

「何をです？　薬なら、必要ありませんよ」

「惜おしいが違う。酒だ」

　言われて、詩人はさらに一度瞬く。特に反論がないのは肯定の返事なのだと勝手に解かい釈しやくし、カナギはなるべく活気のある、ごちゃついた路地へと入りこんだ。

　酒場を探して辺りを見渡すカナギに、詩人は歩調を速めて問いを投げかける。

「しかし、君、飲酒の習慣はあまりなかったのでは？　今までも、できるかぎりは酒ではなくて水を飲んでいたではないですか」

「当たり前だろ。まともな水があるんなら、水のほうが体にいいに決まってる」

　つまらなそうに言ったとき、看板から薬草の束がつるされている店が目についた。あれはこの辺りで酒によく入れる薬草だ。近寄ってみると、薄うすく開いた扉とびらの隙すき間まから酔よった人々の笑い声が漏もれ聞こえている。明らかに酒場だった。カナギはためらいなく店の扉を押し開ける。

「いらっしゃい。おや──あんた、連れは詩人さんかね」

　ひとのひしめく薄暗い店内から声がかかり、瘦やせた男がカナギたちに近づいてきた。店の男はフードをかぶった詩人をじっくりと見つめて、少し声を小さくする。

「詩人さん、まずは裏へ回ってくれねえか。そうしたら食い物を出すからさ」

　店の男の言いようには、哀あわれむような響ひびきがあった。カナギは不快を覚えて男を見やる。

　詩人とは神と世界の詩をうたう者、庶しよ民みんの尊敬を集める古き宗教者ではあるが、同時に身分のない放ほう浪ろう者でもある。人々は詩人にものを与あたえることに喜びを感じるものの、必ずしも同席して飲み食いしたいとは思わない。特に信心の薄い魔導師たちの君臨する場所では、詩人への人々の態度は素っ気ないものになりがちだ。

　そう知識として知ってはいても、この辺りとは宗教観の違う東方で生まれ育ったカナギには、詩人もひとりのただの人間にしか見えなかった。

　詩人が口を開く前に、カナギは懐ふところから硬こう貨かを一枚出して店の男に放ほうり投げる。

「悪いな、こいつも客だ。杯さかずき二つ」

「へえ……わかりました」

　店の男は受け取った硬貨を確かめながら、しぶしぶ酒をくみに奥へ戻っていく。

　カナギは興味本位で視線を投げてくる酔すい漢かんたちの間をすりぬけて、小さな円えん卓たく脇わきの椅い子すをひとつ、詩人のほうへと蹴けりやった。

「お前は飲めたよな、酒」

　詩人は床ゆかをすべってきた椅子を受け止め、浅く腰こしをかけてからカナギを見上げる。

「たしなむ程度には。しかしこの辺りの酒はかなり強いはずですよ。君の体に障さわりませんか？」

「大丈夫だ、毒物には大たい抵てい耐たい性せいがあるから」

　カナギの言葉に、詩人は少しの間沈ちん黙もくしてから答えた。

「……それはつまり、飲んでも酔わない、ということですか？」

「ああ」

　詩人と差し向かいに座り、カナギはうなずく。詩人はカナギをじっくりと眺めて問うた。

「それでは、飲む意味がないのでは？」

「そうだな。金はかかるし、内臓は疲つかれるし」

「……君、どうして突とつ然ぜん飲もうなどと言い出したんです」

「……さあ」

　お前のしれっとした平静さが気にくわなかったからだ、と言うわけにもいかず、カナギは首をひねってみせる。そもそも、それだけが理由でもない気もする。カナギの胸の奥にはフェイギン家を出たときから妙な澱おりがわだかまっていて、押し流すには酒がちょうどいいような気がしたのだ。澱の正体はわからない──多分。

　詩人はそんなカナギを見て言葉をなくしているようだ。珍めずらしいこともあるもんだ、とカナギが思っているところへ、店の男が陶とう器き製の酒器と二つの杯を持ってくる。

　カナギは店の男に酒代の硬貨を放り投げ、酒器を取って二つの杯を満たした。中身は薬草をつけ込んだ蒸留酒で、おそらくは半分近くが酒精で占しめられる強いものだ。

　詩人はまつ毛を伏ふせて杯を見下ろし、深くかぶっていたフードを無造作に後ろへ落とした。あらわになった美び貌ぼうを目にした他ほかの客が驚きよう愕がくに凍こおりつくのも気にせず、詩人はぽつりと言う。

「さっきから、どうも妙な気がすると思ったのですが、どうやらわたしは、ひとに酒場に誘さそわれたのが初めてなのかもしれません」

「……本当に？」

　カナギが思わず聞き返すと、詩人は一気に杯をあおった。止める間もなく空になった杯を卓へ戻した詩人の顔は、特に赤くなるわけでもない。一体どんな体をしているのやら、ひきつるカナギの目の前で、詩人はこくりとうなずく。

「はい」

「それは……お前……本当に友達いないんだな……」

　遠えん慮りよのないことを言うカナギに怒おこるでもなく、詩人はまた自分の杯を満たした。

「ええ、いませんよ。わたしに相対する人間は、わたしの言葉に天の声を聞く。己おのれの願望を聞く。わたしに祈いのりたい人間はいても、同じ人間として酒を飲んでほしいなどという人間は滅めつ多たにいません。よってこれは大変珍しい事態なのです」

　淡たん々たんと述べられた言葉に感情の色はなかったが、カナギはなんだか少しだけ腹が立った。

「ばかみたいな話だな」

　カナギは酒の液面を眺めてつぶやき、中身を喉のどの奥に放りこむ。焼けつく熱さと共に、豊かで個性的な薬草の香かおりが一気に広がる。

　熱さが酔いに変わるのを待ちながら、カナギは左手で自分のこめかみを押さえて言った。

「ちょっと顔がよくて、わけわからんこと言うからってだけでお前を人間扱あつかいしない奴やつも、それを受け入れてるお前も、ものすごくばからしい。……わかるか？　お前、ばかだぞ。ばーか」

　子供じみた言いようで言ってやると、詩人は白い無表情で瞬く。

「……さらに、こんなふうにばかと言われるのも初めてのような気がします。こんなに『初めて』が重なるのは珍しい。というより、君が本当に珍しい。──君はおかしいですね」

「安心しろ、おかしいのはお前だ」

　真顔の詩人がおかしくて、カナギは少し笑って杯を満たした。二杯目をあおると、ようやく頭の芯しんがゆるんできた気がする。詩人が同じように杯を空けるのを見届けて、カナギは言う。

「友達はいない、家族もいない、名前がない、知ってるのは神話とばか話の類たぐいだけ？　絶対おかしいって。そりゃあ地に足つかなくもなる。お前はそれが『詩人』なんだって言うんだろうけど、詩人だって人間だろ？　周りの人間はともかく、お前がそれを忘れてどうするよ」

　やっぱりお前はばかだ、ばか、と、『ばか』を連発しながらカナギが杯を満たしていると、詩人が表情を選びかねたかのような無表情で問うた。

「色々と納なつ得とくがいきかねるのですが、君の言う『地に足がつく』というのはどういう状態です」

「えー……世界と繫つながってる感じ？」

　カナギは適当に答えて杯を傾かたむける。詩人はまたも一気に杯を空けて、何事もなかったかのように自分の胸に手をあてた。

「繫がっていますよ、わたしは」

　こいつ、たしなむ程度どころか相当強い。けれど多少は酔っているのかもしれなかった。詩人の不器用にも思える反論が、カナギをまるで子供相手の議論をしているような気分にさせる。そのせいでだか、カナギはいつになく丁てい寧ねいに、親身に答えを返した。

「繫がってないって……。人間ってのは、人間を通して世界に繫がるの。わかるか？　家族がいるから故郷と繫がれて、故郷を通じて世界と繫がれるわけ。で……そういうのが途と中ちゆうで断たち切れると、俺みたいになるわけだ」

　つい自じ虐ぎやく的に結んでしまい、カナギはきまり悪く口をつぐんだ。すると詩人が、あっさり意外なことを言う。

「断ち切れたなら、もう一度繫げばいいではないですか」

「……なんだそりゃ」

　カナギが目を瞠みはると、詩人はこともなげに続けた。

「わたしはひとりでも詩で世界と繫がることができますが、君は家族や故郷が必要なのでしょう？　失ったなら新しく作ればいい。愛いとしいひとを作り、小さな家族を作り、そのひとたちと新しい故郷を作ればいい」

　まるきりの他人ひと事ごととして提示された穏おだやかな人生設計に、胸に溜たまった澱がざわめいた。カナギはひどく疲れた声を出す。

「……お前が言うと、やけに簡単なことに聞こえるな」

「君が重苦しく考えすぎているのではないですか？　定住すれば、薬草園が作れますよ」

　詩人に言われてカナギは苦く笑しようし、自分の杯を満たした。体は酔よいでほてっているが、頭の芯はひどく冷えてきてしまった。こうなるともう酔えない。カナギはゆっくりと言う。

「薬草園はいいな、あちこちで集めた薬草を植えて。野菜でも作って、近所の患かん者じやだけを診みて」

「そう。地のものを食べ、家族を守るためにだけ、納な屋やから剣を引っ張り出す人生です」

　詩人は無む邪じや気きに首をかしげた。カナギは穏やかに笑う。

「絵に描かいたみたいな平和だな。そりゃ、夢だ。現実じゃない」

　カナギが投げ出した言葉に、詩人はまっすぐな視線を投げてくる。問うわけでもなく、カナギが何を考えているのか、何を見ているのか、ただ知ろうとしているようだった。

　カナギは酒を少しなめて、杯さかずきを卓の上に置いた。胸の澱がゆるゆると全身に広がってきているのを感じる。これは疲れだ。体の疲れとも、心の疲れとも違ちがう、もっと致ち命めい的てきな疲れだ。

　秘密ごとを話すように、カナギはわざとらしく声をひそめて言う。

「そういうのを望むには、ちょっと殺しすぎだ」

　カナギは冗じよう談だんめかして笑ってから、すぐに少し不ふ機き嫌げんそうに杯を傾ける。詩人はそんな彼をしばらく見つめていたが、やがて卓の上で白い指を組み合わせた。

「……君のご両親は、どんな方でした？」

　投げられた問いに、カナギはいいかげんに答える。

「んー？　普ふ通つう」

「だから、普通というのは幻げん想そうだと言ったでしょう」

　詩人の言葉には、いつもどおり遠慮というものがない。カナギは景気づけに酒をあおってから、嫌いや々いや過去の記き憶おくを引きずり出した。

「面めん倒どうな奴だな！　えーと……父親は音おん痴ちで、母親は料理が下手だった」

「よい方々だったのですね」

　詩人が言い、カナギは一瞬言葉を失う。唐とう突とつな詩人の言葉は、確かに真実を言い当てていた。そのとおりなのだ。文句をつけようとしても、そのくらいしか文句のつけどころがないほどに、カナギの両親はいい人間だった。

　カナギが詩人を見やると、彼の目は幼いほどに虚うつろにカナギを見つめている。その目が、カナギになぜか罪悪感に似たものを呼び覚まさせた。

　この詩人には家族がいない、故郷もなければ名前もない──それがどんなことか、カナギは今までまともに考えたことがあっただろうか。……なかったのかもしれない。急にそんなことが気になって、カナギはいたたまれなく目を伏せた。彼は低く言う。

「……そうだな。いい親だった。駄だ目めなところっていったら、早く死にすぎたことくらいだ」

　言葉に出すことによって思い出されるカナギの両親の記憶は、不思議に乾かわいている。元より病がちだった母親は早くに死に、物静かで強かった父親はカナギに生々しい愛情を見せることなく戦死した。しごくあっさり目の前から去っていったカナギの両親は、恨うらむにしては善良すぎたのだ。カナギは今でも、両親を恨んでいない。けれど、たったひとりになった後、心を許せる存在に──恋人のシオミにひどくのめりこんだのは、誰も憎にくむことすらできない孤こ独どくのためだったのかもしれない。

　けれどもう、みんな死んだ。カナギはとても自由になって、ひどく疲つかれている。詩人は言う。

「故郷や家族と繫がる、というのは、不自由なものですね」

「帰る場所がないよりはマシだろ」

　カナギがだるそうに言うと、詩人が少し身を乗り出す。

「わたしにも、帰る場所はありますよ」

「……そうなの？」

　意外に思って問い返すと、詩人はどこか嬉うれしげにうなずいて続けた。

「ええ。わたしに親はいませんが、わたしを作ったひとはいるのです。わたしは彼の心によって生まれ、彼の姿を映し、彼の言葉を詠うたうもの。いずれは彼の傍そばに帰ります」

　詩人の言いように不快を覚え、カナギは顔をしかめる。

「ひとを作るだの、言葉を与あたえるだの……どういうことだ、それ？」

「そのままですよ。わたしは元より何も『ない』もの。その上に、こうして君と話している『わたし』というものを作ってくれたひとがいるのです」

　無邪気に告げられる言葉を聞くうち、カナギは胸がむかむかしてきた。こいつは何を言っている？　つまり、他人に人格を作られた、とでも言いたいのか。そう思うとますます気持ちが悪くなった。誰しも他者に人格を作られるものとはいえ、聞いているかぎりでは詩人の場合は度が過ぎている。

　こいつには精神的な支配者がいるのだ。そして詩人は、それを疑いなく受け入れているのだ。

（ああ、でもやっとわかった。こいつがどうして、ひとを支配して、操あやつるような言葉ばっかり選ぶのか。本人にたいした欲はないんだ、ただ真似まねしてるだけだ。自分の支配者の、真似をしてるんだ、こいつ）

　そこまで考えいたると鈍にぶい怒いかりがわいてきて、カナギはぶっきらぼうに言った。

「お前、その、『お前を作った』奴のこと、殴なぐったほうがいい」

　急な提案に、詩人は黙だまりこむ。ゆるやかに瞬まばたき、彼は当然のように答えた。

「ありえません。そもそも、わたしにはひとを傷つけることなどできません」

「駄目だ、殴れ。むしろ殺やっちゃえ。親おや離ばなれは、早めにしとかないと悲劇だぞ」

　無責任に言い捨てるカナギを眺ながめ、詩人は自分の手を見下ろした。

「親ではないのですが……でも、不思議ですね。こんな話をするのも、初めてのような気がする。やはり酔っているのでしょうか？」

「外見は完かん璧ぺきな素面しらふだけどな」

　カナギが言うとおり、詩人は相当な量を飲んでも、完璧にいつもと同じ様子だ。

　詩人は薄うすく笑って、繊せん細さいな右手をカナギにかざした。

「そうでもありませんよ。ほら」

「……手だな」

　見たままを言ったカナギに指をひらつかせて見せ、詩人は言う。

「今は少し、不器用です」

「見てわかるか！」

「君の目は、本当に不自由だ」

　言って、詩人はほんの少しだけ楽しげに笑った。


◆



　カナギと詩人が店から出ると、辺りはすっかりと暮れていた。

　静かな路地は充じゆう分ぶんに冷えていて、カナギは体から急速に酔いが抜ぬけていくのを感じる。

　ついでに少しは胸の澱おりも薄まってくれればいいのに、それはあいかわらず胸の奥にあった。

　仕方がない。カナギはその根深い疲ひ労ろうの原因を直視することにして、詩人に声をかけた。

「詩人、お前、これからどうする？」

　投げられたカナギの問いに、傍かたわらを歩く詩人は当然のように答える。

「聖せい獣じゆう宮以外に行くところもありませんから、あちらのあてがわれた部屋に帰りますが」

「いや、そうじゃなくて、ここを出た後の話だ。……俺はそろそろ出発する」

　なるべくこともなげに言ったが、カナギの声にはかすかな暗さが混じった。詩人はカナギの横顔へ視線をやって、静かに言う。

「決めたんですね」

「ああ。ここじゃろくな情報は引き出せないみたいだからな。いくら滞たい在ざいしても時間の無む駄だだ。……ミリアンは、置いていく。あいつはここにいたほうがいい」

　割合とあっさり言えた。カナギはフェイギン家にいたミリアンの姿をぼんやりと思い出す。実際にミリアンがフェイギン家の人間なのか、と言ったら、それはかなりの確率で違うのではないかと思っている。やはり、あんまりに話がうますぎる。

　でも、それ以上に、あの家はごく穏おだやかで好ましい場所だった。

　そうしてミリアンは、あれだけ壮そう絶ぜつな運命に巻きこまれていても、不思議にフェイギン家になじんでいた。多分、彼女は穏やかな生活にも戻れる人間なのだ。けれど、カナギは違う。

「詩人、俺は本当に臆おく病びようでさ。多分、平和になったって、納な屋やに剣なんかしまえないんだ。手元に剣がないと怖こわくてたまらない。でも、手元に剣があったらあったで、ふっと……殺しちゃいけない奴まで、殺したくない奴まで、殺しちゃいそうな気になって落ち着かない」

　カナギは苦く笑しようまじりに軽く言ったが、中身は冗談ではなかった。故郷を出てから。もしくは、恋人だったシオミを失ってから。心の大きな欠片かけらがひとつ、欠けてしまった気がする。以来、どんな美しいものを見ても、喜びを感じても、まっとうな幸福感が得られない。こんな心のままでは、どんな平和も手に入りそうにない。おそらく、自分は死に近づきすぎたのだ。

　カナギはミリアンを殺したくはない。

　けれど彼女が望むなら、殺してしまうかもしれなかった。ひとを殺すのがどんなに恐おそろしくて簡単なことか、カナギはよく知っている。殺しに慣れても、失うことに慣れない自分の心のことも知っている。カナギは本当にミリアンを殺したくなかった。

　そんなふうに彼女を失うのが怖かった。

　答えず、なめらかな無表情をさらす詩人に、カナギは自じ嘲ちようめいた笑いを向ける。

「お前はその点だけは、楽だよな。殺しても死にそうにないから、傍にいても気にならない」

「ええ、わたしは滅めつ多たなことでは死にません。これからもそれは保証します」

「これからもって……やっぱりついてくるのか？」

「もちろん。わたしは君のたどりつく場所を見たいので」

　ためらいなく言われ、カナギは懊おう悩のうをにじませて自分の頭をひっかいた。

「くそ……変なもん拾った」

　いらだたしげに言うカナギに、詩人は問いを投げる。

「カナギ。ソラ、というのは、本当は『ない』という意味ではありませんね？」

　詩人が今名乗っている『ソラ』という名は、カナギが古い東方語で名づけたものだ。

　名付け親になどなりたくないカナギは、未いまだに詩人をその名で呼ばない。しかし確かに、その名をつけた時点で、この得え体たいの知れない男を『拾って』しまったような気もする。

　カナギは面めん倒どうくさげに上方を指さした。

「『ない』って意味だよ。あれのことだ。……空。高い空を見て、その虚うつろをのぞきこんだ人間の感じる心のことだ」

　路地の上に覆おおい被かぶさる夜空には、遠く星が輝かがやいているのが見えた。夜の大気は澄すんでいる。詩人は頭上を見上げて、わずかに目を細めて言う。

「ひとの心の名、ですか。──久しぶりに、よい名前をもらいました」

「そう思うんなら、ずっと名乗れ。お前がそうするんなら、俺もお前のことを名前で呼ぶ」

　カナギに言われたことが意外だったのか、詩人は彼に視線を戻して首をかしげた。

「ずっとは無理です。君が名づけたのだから、君が死んだら、わたしはまた名無しになる。君が不死を得れば別ですが」

「却きやつ下か！　それじゃ、自分で名乗ってるうちに入らない。お前、本当にしょうがない奴だな……。やっぱりお前なんか『詩人』で充分だ。お前はせいぜい、全世界の詩人に謝って回れ」

「……何を言っているのか、わけがわかりませんよ、カナギ」

「それはお前の理解力がないんだ」

　ひどいことを言われ、詩人は黙って思案を始めた。カナギもそれ以上言葉を重ねることはなく、二人はしばらく無言で路地を歩いていく。

「静かですね」

　急に、詩人がつぶやいた。

　本当に静かな夜だった。カナギはゆっくりと視線をあげ、小さく言う。

「──静かすぎるな」

　混こん沌とんの溜たまりの路地には、いつの間にか二人の他ほかに歩いている者はいなくなっていた。夕方にはあれだけ人ひと影かげのあった路地だ。夜更ふけたとはいえ、人っ子ひとりいないのは妙みようだ。

（おかしなことになった）

　異常事態を察し、カナギの手が剣の柄つかにかかる。詩人の杖つえについた鈴すずが音を立てた。詩人は歩みを止めず、視線だけで辺りの路地を見み渡わたす。薄い唇くちびるでやんわりと微笑ほほえみ、詩人は囁ささやいた。

「困りましたね。すべての路地に、死の影が見えますよ」

「そうか」

　平静に返して、足も止めないカナギに、詩人は訊きく。

「動じませんね」

「いつものことだからな。まだ、俺には死相が出てるんだろ？」

「ええ、はっきりと。運命に従って、そろそろ素す直なおに殺されますか？」

「やなこった」

　冷えた笑えみをよぎらせたカナギの前方から、ひとの気配が近寄ってきた。

　黒っぽい人影は三つ。

　カナギは黙りこみ、全神経を高ぶらせていく。やがて視界に現れた三人は、誰もが平へい凡ぼんな中年男だった。酔よっているらしく、くだらない話をしながら歩いてくる。

　まるで周りに注意を払はらわずに、三人の酔っぱらいはカナギたちの真ん前へと進んだ。

　場の緊きん張ちようがわずかにゆるんだ、その瞬間、夜の闇を銀光が走る。

　カナギが剣を抜いたのだ。

　容よう赦しやのない剣は、酔っぱらいのうちのひとりを斬きり伏ふせる──はずだった。

　しかし酔っぱらいたちは、カナギが剣を抜く寸前にすばやく身を避よけ、ばらばらにカナギと詩人に襲おそいかかる。刃やいばの銀がちかり、とカナギの目を打った。

　酔っぱらいを装よそおった刺し客かくたちが、隠かくしていた短い剣を抜いている。

　カナギはすぐさま剣を返し、刺客に向けて斬り下ろす。

　刺客はすばやい動きで身をかわした。素人しろうとではない。エル＝ウルキアたちの動きとも違う。

　刺客を追って、カナギは踏ふみこむ。

　突つきの切っ先が刺客をかする。感かん触しよくは硬かたい。金属同士のこすれる音がして、小さな火花が散る。服の下に防具をしこんでいるのだろう、ならば確実なのは、むきだしの場所だ。

　脇わきに回って斬りかかってくる刺客に向け、カナギは剣を横に薙ないだ。

「ぎゃッ！」

　目から血を零こぼして刺客がよろめき、カナギは新たな殺気に備える。

　逆方向から斬りつけてきた剣を己おのれの剣で受け、視界の端はしに少しばかり意識をやった。

　詩人は無事のようだ。

　いや、無事どころか、刺客のひとりを翻ほん弄ろうしている。

　詩人は刺客の振ふり下ろした剣を、両手を添そえた長い杖で受けた。そうして剣をからめるように杖を繰くり、刺客は剣を取り落としかける。

「……!?」

　体格、服装、共に立ち回りには不向きとしか思えない相手の意外な動きに、刺客は己の目を疑ったようだった。すぐに気を取り直して剣を握にぎって斬りかかるも、詩人の杖は刺客の剣先をいちいち正確に叩たたき、弾はじいていく。

　まるで相手の動きの一瞬先を行くように、詩人はそうすばやくもない動きで刺客の剣を避け続けた。ひるがえる衣ころものすそにさえ触ふれられないもどかしさに、刺客が歯がみしたとき。

　刺客の剣をきっちりと杖で受け止めて、詩人は穏やかに言う。

「……あきらめませんか？」

「貴様……！」

　刺客の目が怒いかりに我を忘れ、詩人を押し放して剣を振りかぶる。

「伏せろ！」

　カナギの声が飛び、詩人は身を低くした。

　カナギは目の前の敵を斬り伏せ、返す刀で詩人の頭上を薙いだ。

　血の粒つぶを飛ばしたカナギの剣が、詩人を斬ろうとした男の喉のどへすべりこむ。これが三人目だ。

　喉を押さえて倒たおれる刺客の返り血を避けながら、詩人は身を低くして辺りをうかがった。

「カナギ、こっちへ！」

　人気のない路地を見つけると、詩人はカナギに声をかけて走り出す。

　カナギもまた、辺りの気配に神経を尖とがらせて詩人の後を追った。静まりかえった夜の街に、いくつかの足音が聞こえる。追っ手はまだ数がいるようだった。

　暗い路地を危なげなく走っていく詩人の後ろ姿に、カナギは声をかける。

「詩人、お前……！　あれだけできるなら、ついでに殴なぐれ！」

「不可能です。ひとを傷つけることはできないと言ったでしょう。……こっちです！」

　入り組んだ路地の交差する場所でも、詩人は迷わずカナギを導いた。

　詩人に従って路地の角を曲がったカナギは、違い和わ感かんを感じて顔をしかめる。

　気分が悪い。呪のろいのせいだろうか？　立ち回りをしたせいで、体調が悪化したのか。

　そうかもしれない。しかし、この感覚は少しばかり奇き妙みようでもあった。世界がぐるりと回ったような感じだ。方向感覚がずれて、吐はき気がする。

「おい、詩人……！」

　呼びかけようとしたとき、詩人がまた、急に角を曲がった。一歩遅おくれてカナギが従うと、背後から足音が響ひびきはじめる。詩人はどうやら、うまく追っ手を避けて道を選んでいるらしい。そう思った直後、カナギの感じていた違和感がまぎれもないものになった。

　ひどい貧ひん血けつにでもなったようだ、目の前がぐらぐらと揺ゆれて、ゆるやかに灰色じみていく。

「詩人、待て……！」

「どうしました、カナギ」

　詩人は呼ばれて振り向き、壁かべにすがったカナギを支えようと手を差し出す。その手は無視して、カナギは口元を押さえて咳せきこんだ。息を荒あらくして喀かつ血けつの跡あとのついたてのひらで拳こぶしを作り、かすれた声で言う。

「妙だ……道を曲がると、途と端たんに体調が悪くなる」

　詩人は軽口を言うでもなくうなずき、道の先を見やった。

「なるほど。なぜ、彼らが常に一本だけ逃げ道を残しているのかがわかりました。魔法です、カナギ。この街の路地は、路地全体が魔法文字を描えがいている。我々は己を縛ばくする道順をたどらされています」

「まわりくどいことしやがって……詩人、そのへんの家の戸を開けろ！」

　カナギが背を壁につけ、剣を握り直して声を絞しぼり出す。言われたとおり、詩人は傍かたわらの民家の扉とびらを杖で叩いた。返答がない民家に向かって、詩人は声を投げる。

「こんばんは。わたしは旅の詩人です。ここを開けてはくださいませんか」

　こんなときでも詩人の声は揺らがず穏おだやかだ。その調子に安心したのだか、わずかな沈ちん黙もくの後、扉は内側に細く開いた。

　カナギはすぐさま、その扉を蹴けり開ける。

「うわ！　ッ……あ、あんたら一体……！」

　扉は勢いよく内側へ開き、扉を開けに出てきた家の主人を弾き飛ばした。中へ押し入った詩人は柔やわらかに微笑み、床ゆかに這はった家の主人が立ち上がるのに手を貸す。

「通りすがりの詩人と薬くす師しです。あまりお気になさらないでください」

　家の主人が呆ぼう然ぜんとしている隙すきに、カナギも中へと入りこんで扉を閉め、かんぬきをかけた。

　間を置かず、追っ手が外から扉を叩きはじめる。

　カナギは扉に向けて剣を構えたかと思うと、一気に木製の扉を刺さし貫つらぬいた。

　一瞬遅れて扉の向こうで悲鳴があがる。

　主人が呆然として見ると、カナギの剣は半ばまで扉の向こうに消えていた。

　カナギは、扉ごと外の追っ手を貫いたのだ。

　確かな手て応ごたえを感じたカナギは、扉に片足をかけて剣を引き抜ぬく。

　呆ほうけてしまった家人の横を通ってカナギは部屋の隅すみへ向かい、詩人が後を追って声をかけた。

「君の剣は何製ですか？」

「半分くらいは気合いだ！　二階へ！」

　詩人に声をかけ、カナギは部屋の隅の階段を駆かけ上がる。二階は天てん井じようが低い屋根裏部屋で、板戸のついた天窓がいくつかしつらえてあった。カナギはそのひとつを開け、枠わくに手をかけて屋根の上へと出る。

　外は月夜であった。ひどく細い月と、きらめく星々が辺りをぼんやりと照らし出している。

　迷めい宮きゆう市街の密集した家々の高さは大体同じで、石いし瓦がわらをふいた屋根の傾けい斜しやはなだらかだ。家の間を走る路地はどれもごく細く、その上に屋根がつきだしているので、屋根づたいに歩くのはそう難しいことではなさそうだった。

　カナギはめまいの治まらない額を押さえて言う。

「路地を通れないんなら、上を通るしかない」

「君は賢かしこいのか、無む謀ぼうなのか、判断に困るところですね」

　詩人の感想に舌打ちし、カナギはだるそうに手をふった。

「お前はどっかに隠れてろ」

「いえ、この際ですから、君の立ち回りに伴ばん奏そうでもつけるとします」

　詩人は言い、自分の長い杖つえを傍らに置いて、背につけていた荷から弦げん楽がつ器きを取り出した。こんなときでも調ちよう弦げんを始める詩人に、カナギは細く長くため息を吐つく。

「本物のばかだ、お前」

　つぶやいたカナギの視界のあちこちで、路地や家々から上ってきた人ひと影かげが、迷宮市街の屋根の上に現れる。カナギは大きく呼吸をし、瞳を殺気で冷やして歩き出す。

　詩人はひとつ、弦を高らかに弾いて言った。

「カナギ、わたしの音だけ聞いていてください」

　カナギは答えなかったが、詩人は気にした様子もなく、本当に楽器を奏かなで始めた。

　夜空に哀あい調ちようを帯びた弦楽器の音が響き、それを風が辺りへ吹ふき散らす。

　同時に、カナギと詩人を取り囲んだ追っ手の人影も、奇妙なうなりをあげはじめた。

　闇やみに目をこらして見ると、追っ手たちは手に、武器とは別に円えん盤ばんらしきものや護ご符ふらしきものを持っている。それをゆっくりとふりながら、奇き怪かいな韻いん律りつを持つ歌を──いや、おそらくは呪じゆ文もんを唱えているのだ。

　ぐらり、と路地で感じためまいがひどくなるのを感じ、カナギは歯を食いしばる。

（こいつら、魔導師か）

　おぬしを切り刻んででも、神秘を知りたい者は山のようにいる──そう言った教主の言葉を思い出す。そういうことなのだろうか？　クオーリアが言っていた『足元に気をつけろ』は、こういう意味だったのだろうか？　それにしてはあまりに大がかりではないのか。

　答えが出ないままに喉が渇かわき、呼吸が難しくなってくる。

　視界が歪ゆがんでいる。水の中にいるようで、すべてがはっきりと見えない。

　おかしかった。自分が立っているのか、倒れているのかすらわからない。

　カナギは必死で剣けんを握った手に力をこめ、不調をどうにか振り払はらおうと一歩前に出る──そのとき、カナギの耳元で涼すずやかな音が弾はじけた。

　詩人の奏でる弦楽器の音である。

　それに意識を向けると、途端に頭の霧きりが晴れた。視界がはっきりとし、襲おそい来る追っ手の姿が間近に見える。カナギは反射的に剣をふるった。──動ける。

　ひとりを斬きり伏ふせる。さらにひとり。いつしか足の運びが、詩人の奏でる音に添そっている。

　慌あわてたのは追っ手のほうだ。

　獲え物ものはただ二人、剣を使っているのはひとりだけだというのに、三人いっぺんにかかっても容易たやすく斬られてしまう。しかも、行動を縛する魔法をかけているはずなのに、効いている兆ちよう候こうは少しもない。

　カナギを取り巻いた追っ手たちがひるんだ間に、追っ手のひとりが、平然と楽器を奏でている詩人に斬りかかった。

　詩人は指を止めることなく、片足を一歩後ろへひいて、わずかに身をよじっただけで追っ手の剣を避よける。避けざまに静かに笑った詩人の顔を見て、追っ手は青ざめて硬こう直ちよくした。あまりに異様であったのだ。

　この状じよう況きようでどうして微笑ほほえむ。それも、楽しくも嬉うれしくも、恐おそれてもいないような顔で。

「何をやってる、どけ！」

　ひるんだ男を押しのけ、別の追っ手が詩人に向けて剣を振ふり下ろす。

　追っ手は剣をふるうと同時に、口の中で呪文を唱えていた。

「闇の底に死者の溜たまりあり、死が夜よりも暗く、深く、濃こくわだかまる場所に住む老ろう齢れいでうすぎたなき死の使い犬、汝なんじの吠ほえ声で我が耳を覆おおえ！」

　うなる韻律でつむがれる言語は、複雑怪奇な発音法を持つ魔法言語だ。

　耳ふさぎの呪文が放たれると、わずかな時間、大気がはりつめた。

　ぴん、と張った大気は凍こおりついたかのように動かず、呪文の届いた場所すべての音が消え去る。間を置かず、呪文を唱えた追っ手は剣を振り下ろした。

　刃やいばは詩人の額をかすめ、そのまま弦楽器の弦を断たち切る。

　三弦すべてが切れたとき、魔法の効力もまた切れた。急に辺りの音がまた人々の耳に届きはじめる。詩人は弦の切れた楽器を抱かかえ、わずかによろめく。額から零こぼれた血が、異様に白い彼の顔に這っている。

「詩人！」

　詩人の異状に気づいたカナギが叫び、足元に転がった敵の剣を一本、詩人のほうへ蹴りやる。

　楽器を手放した詩人は足元へすべってきた剣を取った。

　追っ手が斬りつけてくるのを、詩人は拾った剣で受ける。剣を持ってすら彼の動きは優美そのもの、追っ手は流れるような詩人の動きに翻ほん弄ろうされて、いつしか防戦一方になっていた。

「うわ！」

　追っ手の靴くつが屋根の石瓦に引っかかり、男は均きん衡こうを崩くずして転てん倒とうする。

　詩人の剣が倒たおれた男を追い、するりと彼の喉のどもとにすいつく。喉に剣をつきつけられた男は、倒れたまま息を吞のんで詩人の顔を見上げた。

　風が吹いて、詩人の白い髪かみが揺れる。髪に半ば隠かくされた輪りん郭かくを淡あわい星明かりがなぞり、琥こ珀はくの瞳の奥で金色の光がにじむ。男がわけのわからない恐きよう怖ふに歯をならし始めた直後、しかし、不意に詩人の顔は苦痛に歪んだ。

「ぁ……く……」

　小さなうめきと共に剣が投げ捨てられ、詩人は自分の目をてのひらで覆って体を折る。

　薄うすい肩かたが苦痛に震ふるえているのを見て、倒れた追っ手は戸と惑まどい気味に瞬まばたいた。

「な……なんだ……？」

「おい……！」

　ぎょっとしたのはカナギも同じだ。斬られたのか、と思う。なにせ詩人が体調を崩したところなど、以前ミリアンに刺されたとき以来、見たこともなかったのだ。

　よそ見をした隙に、カナギにひとりの追っ手が斬りかかる。

　辛からくも防いだところへ、他ほかの追っ手がいっせいに声をあげた。魔法だ、耳をふさがねばならない、そう思うが、そんなことをしたら斬られる。大体、耳をふさいでも肌はだが感じる。大気に触ふれるかぎり、その音から逃にげることはできない。

「はるか海の果て、世の果てにたたずむ者、はさみを持つ運命の守護者よ──疾とく来よ、はりつめる精神の糸を断ち切れ！」

　地を這うような声が和し、カナギの視界は一転した。

　意識がとぎれる直前にカナギの視界に映ったのは、うずくまっている詩人の姿だった。
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５　選せん択たくの夜









　カナギたちの訪問があった次の日の夜、ミリアンは寝ね苦ぐるしさに寝返りを打っていた。

　今までは眠ねむろうと思って眠れないことなどなかったのに、フェイギン家に来てからはすべてが狂くるってしまっている。力を得るためにここにいるはずが、もうろうとした日々は闘たたかいの方法すら忘れさせてしまいそうだ。まるで利きき腕うでをなくすような恐怖が、ゆっくりと胸にのしかかってくる。

　歩き去っていく詩人とカナギの後ろ姿がまぶたの裏に浮うかんで、ミリアンは目を見開いた。

（──何？）

　胸に手をあてると、鼓こ動どうが速くなっているのがわかる。奇き妙みような胸むな騒さわぎがして、ミリアンは寝しん台だいの上に上半身を起こした。ねまきのまま寝台から下り、窓の板戸に近寄る。木製の複雑な鍵かぎを外して板戸を開けると、夜気がやんわりとミリアンの頰ほおをなでた。

（風……止やんでる）

　いつも程度の差こそあれ、吹き続けているはずの風が完かん璧ぺきに止んでいた。怖こわいほど静かになった闇の底から、柔やわらかだがよく通る声が響ひびいてくる。

「──ミリアン」

「ソラ!?……どうしたの」

　小さな窓から身を乗り出して、ミリアンは呼びかける。

　眼下の庭には、確かに詩人の白い姿があった。けれどいつもと何かが違ちがう。

　詩人はミリアンを見上げて、静かな声をかけた。

「助けてもらおうと思って、来ました」

「ちょっと、待ってて。絶対に、そこにいて」

　不安が徐じよ々じよに高まってくるのをどうにか抑おさえて言い、ミリアンは急いでねまきを脱ぬいだ。ほんの少しためらったが、すぐに決心して、寝台の下のもの入れに放ほうりこんであった黒衣を引っ張り出す。

　着慣れた動きやすい衣類を、はやる心を体に縛しばりつけるように身につけ、やはりもの入れから取り出した隠し武器をひとつひとつしこんでいく。武器の重みを感じた体が力に満ちてくるのを感じ、最後にバングルを確かく認にんしたミリアンは、ねまきを丸めて掛布の下へ押しこんだ。一見、まだ誰だれかが寝台で眠っているように見せるためだ。これで、老夫婦が見に来ても少しの間だけはだませるだろう。

　ミリアンは恐れげもなく、窓まど枠わくに手をかけて狭せまい窓から外へと体を押し出した。

　するりと窓から体を抜ぬき、窓枠に両手でぶらさがって、ちらりと足元を見下ろす。ミリアンに与あたえられた部屋は二階にあって、そう遠くないところに一階玄げん関かんのひさしが見えた。

　ミリアンは手を離はなし、軽い音を立てて石のひさしに着地する。

　ひさしを支えている柱を伝って地に下りる前に、詩人が彼女を受け止めようと両手を広げているのがわかった。自分で全部下りてしまうほうが早かったのだけれど、ミリアンは柱の中なか程ほどで手を止めて、そっと詩人の腕の中に飛びこむ。

　詩人の首にしがみつくと、彼の腕がミリアンを抱だきしめてくれた。

　途と端たんにわけのわからない感情がわきあがってきて、ミリアンは必死に彼に抱きついた腕に力をこめる。腕が震えた。体が震えた。体の中に満たされない場所があるのがわかった。

　──寂さびしかった、今まで、本当に。

　そう言おうと思って、ミリアンは息を吞む。

　詩人は、いつもの香こう草そうめいた匂においの他に、濃こい血の香かおりをまとっていた。

　わずかに震えて腕の力をゆるめ、ミリアンはあらためて詩人の顔を見つめる。同時に殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じ、ミリアンはあえいだ。

「ソラ……ソラ、目、どうしたの……」

　すぐには答えず、唇くちびるで微笑ほほえんだ詩人の瞳ひとみはいつもの金に似た琥珀の色をなくして、灰色に濁にごっていたのだ。灰色の薄膜がはった目はまるで生気というものを感じさせず、元より生の気配が希き薄はくな詩人の姿を、まるきり死人めいて見せていた。あげく額ひたいに浅い切り傷があり、彼の顔はまだところどころ血で汚よごれている。詩人は目を伏ふせ、穏おだやかに言う。

「わたしは少し、悪いことをしました。目は、おそらくその罰ばつなのです」

「見えないの？　全然？」

　震える声でミリアンが訊きく。詩人は静かにうなずいた。

「ええ」

「治らないの？」

　ミリアンは淡あわい希望をこめて問いを重ねるが、声はますますひどく震えた。怖い。どうしよう、このひとの目がずっと見えなくなったら。あの、綺き麗れいな琥こ珀はく色いろが戻ってこなかったら。

　震えるミリアンの体を抱いたまま、詩人は淡たん々たんと答えた。

「どうでしょう。目が見えなくても日常生活に支障はないのですが、世界の流れが見えなくなってしまったのに困りまして。助けてもらいに、来たのです」

　助けて、という言葉に、ミリアンの胸はしめつけられた。今のこのひとは、確かにろくな力を持っていないのだ。そんな気がする。ミリアンは泣きそうな顔で詩人を見つめ、身をよじって彼の全身を見ようとする。詩人の白い衣ころもは、ところどころに血の赤をにじませていた。

「ソラ、服──血がついてる。何があったの」

「魔導師らしき者たちに襲おそわれて、カナギは連れ去られました。わたしはどうも、彼を助けるためにだか、自分を守るためにだか、ひとに殺意を抱いだいたようですね。ひとを殺そうとした途端、視力を失いました。神罰ですよ、おそらくは」

　詩人の答えは、不自然なまでに機械的だった。感情の欠片かけらもない声が語る話に、ミリアンはさらなる絶望で目の前が一いつ瞬しゆん暗くなるのを感じた。少女は喉のどをあえがせ、とぎれとぎれに言う。

「罰って……そんな……カナギは、生きてるの？」

「わかりません。連れ去られたときは、まだ生きていました。……ミリアン、わたしは、どうすればいいんでしょう」

　薄うすいまぶたを閉じて訊いてくる詩人の姿に、ミリアンは必死で涙なみだをこらえた。色々な感情が体の中に渦うず巻まいている。爆ばく発はつしそうなそれをどうにか押さえつけて、ミリアンは囁ささやく。

「どうしてそれ、私に、訊きに来たの……」

　詩人はミリアンの問いを聞くと、柔らかな笑いを浮かべた。

「さて。……最近はどうも、わからないことが多い。たまに、あるんです。特定の人物と長く関かかわると、なんと言いますか……あるはずのない心が、痛むような気がすることが。そんなときは、色々なことがわからなくなる」

「……ッ……！」

　胸の痛みがすさまじくなって、ミリアンはぎゅっと目をつむった。もう抑えることができなくて、まぶたを割って涙が零こぼれた。

　どうしよう、と思う。

　どうしよう、私はこのひとが好きだ。

　このひとが無自覚に悲しんでいることが、苦しんでいることが、死んでしまいそうに恐おそろしい。でもそれ以上に、嬉うれしいのだ。

　──こんなときなのに、嬉しい。

　詩人が誰かに『助けて』と言えたことが、その相手が自分だったことが、恐ろしく嬉しい。

（汚きたない、私）

　こんなことを喜んでいる自分が醜みにくくて、苦しい。心が濁っていく気がする。本当に息が苦しい。腕をほどかなければならない。このままこのひとを抱きしめていたら、きっと離せなくなる。手を離さなければ、今すぐに。ミリアンは深呼吸をする。

　正しい呼吸はすべてを整える、教主はそんなことを言っていた。呼吸くらいで整う気持ちではなかったけれど、どうにか、泣きながら目を開けることはできた。曇くもった視界に詩人の顔をとらえて、ミリアンはたどたどしく言う。

「ソラ、痛むのは……今持っているものか、昔持っていたものか、どっちかだよ。ないものは、痛んだりしない。痛むのなら……あるんだよ、ソラにも、心は」

　懸けん命めいなミリアンの言葉が届いたのか、どうなのか、詩人は薄く笑った。

「ミリアン、君は物知りだ。では、世界の流れも見えますか？　わたしが今、どうすべきかも？」

　詩人の言いように痛む胸を押さえて、ミリアンは骨を折って言葉を続ける。

「それは、あなたが決めないと。あなたが、望まないと」

「わたしは何も望みません」

　素っ気なく言われ、ミリアンは歯を食いしばった。痛む、悲鳴をあげたいくらいに痛い。

　でも、悲鳴をあげても助けは来ないから、立ち向かうしかない。ミリアンは涙を止める方法を見つけられないままに、詩人の額に自分の額を押しつけた。

「じゃあ……私が望む。ソラ、カナギを助けたいと望んで」

　少女の涙が詩人の白い肌はだに落ちては流れていく。詩人は不思議そうに言う。

「……複雑ですね。それが君の望みですか？」

「そう。私、やっぱりソラとカナギがいないと、嫌いや。二人がいない場所が故郷なのは嫌だ。一いつ緒しよに居たい──二人が嫌なら、いいけど、でも、それでも、二人とも幸せでいてくれないと嫌だ。奪うばわれたなら奪い返す、私は私の力をそうやって使う……！」

　ミリアンはそう告げて、手の甲こうで涙をぬぐった。

　胸の奥が痛くてたまらないけれど、ひどく安あん堵どしてもいる。やっとわかった。納なつ得とくもした。

　殺されず、殺さないのが幸福なのではないのだ。飢うえなくて、静かなのが幸福なのではないのだ。自分の利きき手は闘たたかうためのものだ。エル＝ウルキアにおいてくるはずだった利き手をまだ持っているのは、闘わねばならないからだ。──ミリアンはそれを望んでいる。

　優やさしい見知らぬ故郷よりも、正しく穏やかなひとたちよりも、自分はこのひとたちが欲しい。

　欲しいときに欲しい言葉をくれたひとが、自分を投げ出して抱きしめてくれるひとが。

　欲しいものは全部、闘って勝ち取る。

　なんて勝手な思いなんだろう。ミリアンは思う。自分の望みは、なんて勝手なんだろう。でも、これが自分の本心だから、裏切ることはできない。

　闘おう。

　──そう決めたら、涙は止まった。詩人は濁った目を薄く開いて、静かに問う。

「ミリアン、君は本当は、世界だって救えるのに。そんな小さなことに力を使うのですか」

「世界が救えるんなら、世界も救う！　でも……好きなひとのいない世界なんていらない！」

「君は不思議だ」

　詩人がぼんやりと笑うのを見つめ、ミリアンはもう一度深呼吸をした。バングルの石を確かめる。大だい丈じよう夫ぶ、自分の力はここにある。まだ闘える。ミリアンは囁いた。

「ソラ、少し、じっとしてて。……助けるから」

　少女の真しん剣けんな声こわ音ねに何かを感じたのか、詩人が訊く。

「何を、する気です？」

「練り直す」

　ミリアンの言葉に、詩人は目を見開いた。彼が何かを言う前に、ミリアンは自分の視界をひっくり返す。

　体の芯しんから炎ほのおが噴ふき上がるのを感じる。生命の奥深いところからわき出た炎は、再び自分の中に帰ってきて、強大な力となる。

（見せて──そう、おいで。こっちへ）

　ミリアンが囁きかけると、彼女の視界は幾いく億おくの粒つぶに砕くだけた。

　詩人の体は、周りよりも不思議な調和を持った音で囁いている。

　今まで、ミリアンは詩人のことを『見よう』とはしてこなかった。詩人がどんなものでできているのか、何を考えているのか、知るのが怖こわかった。でも、もう怖がる時間は終わりだ。

　ミリアンはためらわず、意識の指を詩人の体に伸のばした。

　詩人の体は頑がん強きようで、ミリアンの指を弾はじこうとする。すかさず、ミリアンは詩人の構成要素の震ふるえを聞き取り、同じように自分の指を震わせた。するとすぐに意識の指に感じた抵てい抗こうは解け消え、ミリアンの意識は詩人の中へ沈しずんでいく。

　うるさいざわめきの中を、ミリアンは高速で降りていった。

　途と中ちゆうで、唐とう突とつに目の前が真っ暗になる。

　以前にひとの中身を見ようとしたときと同じだ。前は、ひどいおびえを感じてしまった。今は違う。闇の中にも、ミリアンは容よう赦しやなく踏ふみこむ。

『否いな──来るな！』

　ごうごうという風に似た音が耳元で叫ぶ──しかしミリアンは、それにすら共鳴する。

　教主の教えたように、全身を、魂たましいを、真っ暗闇の声に共鳴させる。

　すると抵抗は噓うそのように消え、ミリアンの意識はごく静かな場所に放ほうり出された。

　世界のざわめきのやんだ場所、詩人の体の、心の、魂の最さい奥おうで、金色の小さな光が灯ともっているのが見える。

（あれだ──あなたの、心だ）

　ミリアンは金色の光に向けて、意識の指を伸べた。

　指で触ふれると、金色の光は温かくて、ほんの少し震えている。

　小鳥のようだ。

　両手で金色の光を包み込むと、意識の指に痛みが走った。ミリアンは目をこらす。金色の光には、銀の針のようなものが刺ささっていた。ミリアンはごく注意深く針の頭をつかみ、抜ぬき出す。針が抜き取られると、光はふるふると震えた。そのとき、どこからか少年の声が響ひびく。

『……お前は、誰だれ？』

　透とう明めいな少年の声に、ミリアンは警けい戒かいしながらも応こたえる。

「私は……ミリアン。ミリアン・カレスティア。あなたは？」

『ミリアン。ふうん……君、それが欲しいの？』

　少年の声はミリアンの問いには答えず、不思議そうに問うてくる。それ、というのは詩人の心のことだろう。この金色の光のことだろう。ミリアンは強く肯こう定ていした。

「ええ」

『そう。変なの』

　けらけらと高い笑い声が響き、ミリアンはなぜだか腹の底が冷えるのを感じた。

　早く、ここから出よう。針を抜いた詩人の心を、そっと元の場所に戻もどして、強く『戻ろう』と念じる。戻ろう、元の場所へ。自分の魔法石のある場所へ。赤い土と青い空のある場所へ。愛いとしいひとのいる場所へ。

　──帰ろう、故郷へ。

　思った途と端たん、視界が高速で渦うず巻まき、ぶつりと真っ暗になる。

　遠のきかけた意識をぎゅっと握にぎりしめてもう一度目を開けると、詩人の顔が目の前にあった。

　詩人はまだミリアンの体を抱だいていて、驚おどろいた顔で少女を見つめていた。

　その目は琥こ珀はく色いろで──まだ少し濁にごってはいるけれど、曇った空が晴れるように、ゆるゆると元の透明度を取り戻している。ミリアンはひどい疲ひ労ろうを感じていたが、たまらずに笑った。

「よかった……できた、みたい」

　笑って、ミリアンは言う。なんだ、簡単じゃないか。この力を使うのは簡単なことだ。

　決めればよかったのだ。帰ってくる場所を決めて、やりたいことを決めれば、いくらでもふるうことができる力なのだ。ミリアンは嬉うれしくてくすくすと笑い続けたが、詩人は笑うどころではなく、勢いこんで問う。

「ミリアン……君、大丈夫ですか？　怖いものを見ませんでした？　体は？　何か変調をきたしてはいませんか？　心は？　君は一体──何をしたんです」

「何って、だから、練り直し。あなたを取り戻したかったから」

「そんな……ばかな」

　笑い混じりに言われ、詩人はぎこちなく繰くり返す。ミリアンは笑いを収め、指先で彼の頰ほおに触れた。あいかわらず、噓のようになめらかな肌だった。

「ソラ、あなた、今、まるきり普ふ通つうの子供みたい。……これで心がないだなんて、噓だ」

「ミリアン、君は……」

　なんと言ったらいいのかわからないらしく、詩人は言葉を切って表情を失している。ミリアンは微笑ほほえみ、彼の腕うでを軽く叩たたいた。

「下ろしてくれる？　カナギのこと、助けに行かないと」

　詩人は少しためらってから、慎しん重ちようにミリアンを地面へと下ろして言った。

「……わたしも、行きましょう」

「でも、ソラは闘えないのに」

　意外そうに見上げてくるミリアンに、詩人はまだ淡あわく戸と惑まどいを漂ただよわせた顔で言う。

「闘えないなりのやり方もあります。……君が望んだからには、わたしも、彼を助けなければ」

「そう。……なら、これ、持っててくれる？」

　ミリアンは少し考えてから、自分のバングルを外して差し出した。

　そのとんでもない贈おくり物ものに、詩人はますます当とう惑わくした空気をまとって立ちつくす。

「君、これがなくては、自分の魔法力を制せい御ぎよできなくなります。……戻ってこれませんよ」

　ミリアンは深くうなずいて、詩人を見上げた。あまりに頼たよりなげで非現実的な詩人の美び貌ぼうは、目を離はなせば消えてしまいそうな気配を含ふくんでいる。彼が消えてしまわないよう、ミリアンは思案しながら言葉を続ける。

「なるべく魔法は使わない。もっと別のやり方でやる。だから、これが終わるまで、持っていて。そうして、絶対にあなたの手で、私に返して」

　詩人は差し出されたバングルを眺ながめ、ゆるがないミリアンの赤あか紫むらさき色いろの瞳を眺め、細いため息をついた。白いまつ毛を伏ふせて、詩人は細い指でバングルをつかむ。

「君たちは、おかしい。名前だとか、魔法石だとか、とんでもないものばかりをくれますね」

　いささか皮肉じみてさえいる言葉だったけれど、ミリアンは嬉しかった。詩人の手の中に自分の魔法石があることが、彼がそれを受け取ったことが、穏おだやかすぎる声にトゲを含ませたことが。バングルを手放した体は、不思議に浮き立って軽い。ミリアンはかすかに笑って答えた。

「うん。きっとおかしい。でも私は、それでいい」


◆



　目が覚めると、カナギは薄うす闇やみの中にいた。

（地下か……単に夜なのか？）

　カナギはもうろうとした意識の中で考え、指先を動かそうと試みた。ちっとも動かないどころか、一体どこに指があるのかすら、よくわからなかった。体の感覚がない。痛みすらない。

（薬か）

　カナギの推測はおそらくあたっている。

　呪のろいのせいでいつもどこかが鈍にぶく痛んでいるカナギの体が、少しも痛まない理由はそれぐらいしか考えられない。混こん沌とんの溜たまりでカナギたちを襲おそった連中が、彼の動きを封ふうじるために薬を使ったのだ。自分が打ち倒たおされた状じよう況きようを思い出すと、じわりと怒いかりがこみあげた。

（薬が常人に使う量だったんなら、どうにかなるはずだ。……動け）

　カナギは大たい抵ていの毒物に耐たい性せいがある。ぼやけきった頭の中で自分を叱しつ咤たすると、怒りがもうろう状態を追い払はらってくれたのか、わずかに身じろぐことができた。

　自分はどうやら、硬かたい床ゆかに転がっているらしい。カナギがまずは重い腕を引きずり寄せようと必死になっているところへ、扉とびらの開く鈍い音が響く。ひどく遠いところでした音のようだったが、多分それも錯さつ覚かくだろう。

　霞かすみがかった視界に目をこらすカナギに、二組の足音が近づいてきて、止まった。

「──どうだ？」

「少し目が開いてる。意識は──おい、驚いたな。……あるみたいだ」

　男の声が囁ささやきあい、ひとりが床に転がったカナギの目の前に、炎ほのおの灯った燭しよく台だいを近づける。

「確かに。……もっと薬を使うか」

「よせ、心の臓に響く。一度死んでしまったら生き返らんぞ。生きている状態で調べねばならないことがまだある。……お前。聞こえるか？　これに見覚えはあるか？」

　男たちの言葉には妙みような素人しろうとくささと、知的な響きがあった。そのへんのちんぴらではない。十中八九は魔導師だ。面めん倒どうなことになった、とカナギは思う。ひとに捕つかまったことも、そこから逃にげだしたことも何度かあるが、魔法というやつだけはよくわからない。

　カナギよりは魔法にくわしそうだった詩人は、ここにはいないようだ。この魔導師たちの目的が自分なら、詩人は無事だろう。もしくは、邪じや魔まだという理由で殺されたか。果たしてどちらだろう、とぼんやり考えているカナギの目の前に、見覚えのある小さな硝子ガラス瓶びんがかざされた。硝子瓶を持った男が言う。

「お前が後生大事に持っていた瓶だ。中身はなんだ？」

　中身？　それの中身といったら、呪いの対たい抗こう薬に決まっているだろう。

　言おうかと思ったが、声は出なかった。代わりにカナギの指が、生存本能に従って勝手に動く。さっきまでまったく自由にならなかった指が、意思とは関係ないところでのろのろと瓶に向かって動く。ほんの目の前にある瓶に触ふれるのに、恐おそろしく時間がかかったような気がした。カナギの指がぎこちなく瓶を握ると、男は急に立ち上がる。

　男の足が、カナギの手の上へ踏ふみ下ろされた。

　手の中で瓶が割れた。

　苦鳴が聞こえる。

　ああ、あれは自分の声か。カナギはぼやけた意識で考える。

　痛みは──ある、ような気もする。けれど遠い。すべてが遠い。

　硝子の欠片かけらで指に無数の切り傷ができている。石の床に血がはっているのがわかる。瓶の中身は空だったようだ、床に零こぼれているのは自分の血の赤だけだ。これで骨が砕くだけていたら、剣を握れなくなる。

　それは困る。不意に恐きよう怖ふが生々しいものになって、カナギの指が震ふるえた。

　剣はカナギの力だ。彼の心の一部を、確かに支えているものだ。

　カナギの代わりに、もうひとりの男がおびえきった声をあげているのが聞こえた。

「おい、やめろ！　よせよ……怖こわいよ……」

　暴力に慣れていない男の困こん惑わくに、もうひとりの苦い笑いが重なる。

「落ち着け、冗じよう談だんだ。……悪かったって。しかしお前、死んだ人間ならいくらでも切り刻めるのに、生きてるうちは駄だ目めなのか」

　笑いながら男はカナギの血ち塗ぬれた手を取り、不慣れな手つきで後ろ手に拘こう束そくした。

「……喋しやべるのが嫌いやなんだ。こいつまだ喋るかもしれないじゃないか。喋らなきゃ、怖くない。それより早く、中身が見てみたいな。どんな風に『印』が出てるのか」

「そう急せくな、副団長が来たらすぐに実験も始まるさ。なんの庇ひ護ごもない流れ者だ、いなくなったからといって、ここを探し出せる奴やつもいないだろう。慌あわてることもない」

　話しあう声が遠ざかり、もう一度、扉の音がした。

　すると、今度は別の音が遠く響ひびきはじめる。鈍い、何かの回転するような音だ。一体何の音なのか、カナギが耳を澄すますと、音は突とつ然ぜんすさまじい雑音になって彼の耳を覆おおった。

　頭ず蓋がいの中に反はん響きようする騒そう音おんに、カナギは歯を食いしばった。

（なんだ──これも魔ま法ほうか──？）

　考えようとする、が、ひどい音がカナギを集中させない。

　鳴りやまない音は思考を邪魔し、精神を傷いためる。痛みは遠くなっても、この音は頭に直接響いてくるようだった。体が内部から揺ゆさぶられて、呪いによる不快が一気にせり上がってくる。

　不自由に体を折って咳せきこむと、口中に血の味が広がった。

　生なま臭ぐささで頭がふらつく。

　体が冷えているのが不意にわかって、震えが止まらなくなった。けれど額には嫌な汗あせがはっている。思考は考えはじめた端はしからひどい騒音に砕かれていく。ぽっかりと虚うつろになっていく心の中で、カナギはいつも考えていることがひとつだけ浮かび上がってくるのを感じた。

　──自分に残されている時間は、そう長くはないようだ。


◆



　ごく暗い寝しん所じよで、教主は目を覚ました。

　覚かく醒せい位魔導師である教主の視界には、無数の糸が張り巡めぐらされている。

　本物の糸ではなく、思念の糸だ。彼はあまりに混沌とした世界の構成要素を効率よく操あやつるため、覚醒してより四〇年の歳月をかけて幾いく百ひやくの魔法書を繙ひもとき、自分のために組み直した魔法式で糸をつむいだのである。思念の糸は、彼の思念と世界の構成要素を関連づける。

（むう……おかしい。おかしな気配がする）

　今、老人の視界いっぱいに張り巡らされた糸は、すべてが微び弱じやくな震えを帯びていた。おびえるような震えは尋じん常じようではないことの進行を告げているが、何が起きているのかはわからない。

　教主は体の上にのっていた掛かけ布ふをとりのけ、寝台の柱にすがって立ち上がろうとした。

　その背後で、とん、と、何か軽いものが落ちた音がする。

　教主が振ふり向こうとしたとき、彼のあごが背後からとらえられた。

「……おぬし……」

「こんばんは」

　教主の耳元で、少女の声が囁く。ミリアンだった。

　ミリアンはまだ寝台に腰こしかけている教主の後ろから、片手で彼のあごをとらえ、もう一方の手で彼の喉のどの横に短たん剣けんをつきつけている。教主はミリアンの声がごく落ち着いているのを聞き、闇の中でうっすらと笑う。彼の顔には、寝ねている間も魔法石を入れた仮面がはりついていた。

「どうした、物ぶつ騒そうなおでましじゃの。どこを通ってきた？　いつでも来いとは言ったが、おぬしが宮きゆう殿でんに入ってきたという報告は受けておらんし、気配も少しも感じんかったぞ」

　子供の内ない緒しよ話のように囁いてやると、ミリアンは無感情な抑おさえた声で答えた。

「気配を消す方法は、あなたが教えてくれた」

「……そうじゃったの。しかし……」

　教主は口ごもった。宮殿内部のことを、いや、この本部がある谷のことを、教主はあらかた把は握あくしている。すべての異状は彼の思念の糸に引っかかるのだ。ただし、教主の魔法力は年々衰おとろえ、今では『何か』が起こったことはわかっても、『何が』起こったのか、くわしいところはひとをやって確かめるしかなくなっている。

　そんな自分を知っている教主は、宮殿に警備の人員を配備することもまた、怠おこたってはいなかった。それらの警備をいとも容易たやすくすりぬけてみせた少女は、特に隠かくすでもなく言う。

「これからは、通風孔こうも、警備したほうがいいかも」

　ミリアンの言葉に、教主は思わず目をむく。

「おぬし……あのような狭せまくて垂直な穴を、気配を消しながら上ってきたというのか？」

「あなたの他ほかは、誰も信用できなかった」

　教主の耳元で言うミリアンからは、ほんの少しだけ血の臭においがする。爪つめがはがれかけているのかもしれない。彼女は本当に、身ひとつで宮殿の中に掘ほられた複雑な通風孔を抜ぬけてきたのだ。

　小こ柄がらなミリアンだからできたことだろうが、教主は内心舌を巻いた。ミリアンの身につけている体術は、たしなみ程度のものではないらしい。教主は少女のなしとげたことにおびえるよりも小気味よさを感じ、喉の奥で笑った。

「信用しているわりには、ひどい扱あつかいじゃの」

「私、お願いがあって。それをけして、断ってほしくないから」

　潔いさぎよいほどにまっすぐなミリアンの声に、教主は笑えみを収める。

「なるほどのう。……で、その、お願いとやらは、一体なんじゃ」

「私の仲間のカナギ・サンスイが、先日魔導師らしき一団に襲おそわれて、姿を消した。……あなたの命令？」

「違ちがう」

　教主は即そく答とうしておいて、自分の記き憶おくを探さぐる。確かに先日、下界でいくつかの魔法が使われた。

　詳しよう細さいを調べるように命令は出してあったが、あれがカナギに関係することだとしたら、教主にとっても大問題であった。思案する教主に、ミリアンは短剣をつきつけたまま問う。

「……そう。じゃあ、カナギの居場所、調べてくれる？」

「いいじゃろう、調べよう」

　ミリアンの申し出を、教主は快く受けた。しかしミリアンはそれだけの答えでは満足せず、刃やいばの切っ先を軽く教主の肌はだに触ふれさせる。

「今、命令を出して」

「……クオーリア！」

　ミリアンの短剣はおどしではないと判断し、教主は声をあげて自分の末息むす子こを呼んだ。

　寝所の扉とびらの向こうで気配が動き、すぐに声が応こたえる。

「はい、ここに」

「おぬし、今、あの東方の薬くす師し……カナギと言ったか。奴がどこにいるか知っておるか？」

「は……いいえ。存じません。宮殿の中かとは、思いますが」

　頼たよりなげに揺れたクオーリアの声に、教主は半ば本気で怒ど鳴なり返した。

「阿あ呆ほう！　思う、でどうする！　薬師というだけでも充じゆう分ぶんうさんくさいのに、あやつは呪のろわれておるのだぞ!?　放ほうっておいたら、あちらやこちらの不心得者に妙みような考えを吹ふきこむやもしれん。ええい、面めん倒どうだ！　おぬし、奴を探してここへ連れてこい！」

「今すぐにですか。今は──その、明け方近くですが」

「当たり前じゃ！　この時間ならば、ねぐらに帰っておるのが普ふ通つうじゃ。おぬしのような無能者にでも居場所をつきとめやすかろう。行け！」

　野太い声をさらに大きくして叫ぶと、クオーリアが扉の向こうで姿勢を正した気配がする。

「はい！　失礼いたします！」

　走り去るクオーリアの足音を聞いて、教主は苦々しく舌打ちをした。彼にしてみれば、決断力と行動力に欠け、生々しい野心も持たないクオーリアよりは、背後に立つミリアンのほうがよほど教主の地位に向いた素質を持っているように思える。ただし、ミリアンがきちんとその素質を伸のばせるのかどうかは、まだ誰も知らないことだ。教主は落ち着いた声で言う。

「これでよいじゃろう。クオーリアがあの薬師の行方ゆくえが知れぬと報告してきたら、すぐに捜そう索さくをかける」

「なら、それまでここにいる」

　ミリアンは言って、ようやく教主から手を離はなす。身をよじってミリアンと向き合った教主は、笑みまじりに何かを言おうとして、がらりと表情を変えた。

　彼は見てしまったのだ、暗殺者の黒衣をまとったミリアンの姿に、あるべきものが欠けているのを。

「おぬし……魔法石はどうした！」

　勢いこんで問うてくる教主を見つめ、ミリアンは言う。

「大切なひとに預けた」

　彼女の言葉に、教主は目を見開いた。魔導師にとって、命よりも大切な魔法石を他人に預けるとは。魔法石を手元から放せば、魔導師はひどい不安を感じるはずだ。己おのれの魔法力を制せい御ぎよできない恐きよう怖ふにさいなまれるはずだ。

　しかし目の前のミリアンは、ひどく冷静だった。あまりに曇くもりのない目で見つめてくるミリアンに、教主はつい声を荒あらげた。

「ばかな！　それがどういうことかわかっておるのか!?」

　ミリアンは動じずにうなずく。

「あなたがおかしなことをしたら、私の魔法力は制御なしで解き放たれる、ということ。私も帰れなくなるだろうけど……この谷くらいは道連れにできる？」


◆



　闇魔法教会本部、聖せい獣じゆう宮の奥深くに、世界の英知を収めた書庫がある。

　迷めい路ろに似た階段で繫つながれたいくつもの書庫、その最さい奥おうである第六書庫の扉を守る魔導師は、さっきから落ち着かない様子でいた。

（おかしい。どう考えても、妙だ）

　心中で何度も繰くり返し、魔導師は書庫へと続く分厚い鉄てつ扉ぴの前を右往左往する。

　魔導師の書庫といえばこの世の知の中心であるが、特に闇魔法教会本部の書庫には、まっとうな書物以外のものも多く集まる。誰もが手元に持っていたくない、もしくは世に出してはならないと思うようなもの。とはいえ消し去ることもできない、『呪われた』といわれる類たぐいの器物をも、この書庫は抱かかえこんでいるのだ。

　なればこそ、封ふう印いん、警備も厳重なもので、書庫に至る通路そのものが迷路になっているのはもちろん、幾いく重えにもほどこされた封じの魔法は不規則に変へん更こうされる。

　あげく生身の魔導師が交代で各書庫の前で扉を見張り、時間ごとに書庫が無事である連れん絡らくを送りあうのである。ところが、この定時連絡がさきほどからふっつりと途と絶だえてしまっていた。

（他には何の異状も感じられないのに……まさか、第五書庫の奴やつが居い眠ねむりでもしているんじゃあるまいな）

　魔導師は不安げに壁かべからつりさげられた槌つちを取り上げる。彼がその木き槌づちでわずかに凹へこんだ石壁を叩たたくと、高く澄すんだ音がした。この音は上方へと抜け、第五書庫を守る魔導師に伝わるはずだ。音が届けば応えの合図がある、という段取りなのだが、いくら待っても返ってくるのは静せい寂じやくばかりである。

（何かの間違いやもしれぬが、もう放っておくわけにもいかん）

　魔導師が意を決して緊きん急きゆう連絡用の石壁に歩み寄ったとき、不意に頭上から足音が聞こえた。はっとして頭上の階段を見上げた魔導師は、そこに白くぼんやりと浮かび上がった影を見る。

　ところどころを明かりで照らされただけの薄うす暗ぐらい石段を、白い人影が降りてくるのだ。いかなる深い闇やみにも吞のまれない異質な白に、魔導師は背筋が寒くなるのを感じた。

（なんだ、これは──姿はあるのに、気配はない。これは、在るのか、無いのか）

　呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ魔導師の前に歩み出た白い詩人は、扉前の明かりに白い顔の半面を照らされて微笑ほほえんだ。

「こんばんは、魔導師殿どの。書庫の扉を開けてもらいに参りました」

　ばかな、おぬし何者だ？　この書庫は教主様の許しがなければけして開かん！

　と、叫ぼうとした魔導師の顔は、なぜか不自然な笑みに歪ゆがむ。

「はい、お待ちしておりました。鍵かぎはこちらに」

　どうしたことだ!?　そんなことが言いたいわけではないのに！

　内心で蒼そう白はくになりながらも、魔導師は自分の手が、首からかけた鍵を衣ころもの下から引きずり出すのを止めることができなかった。

　詩人は唇くちびるを笑みの形にして、自分の懐ふところからもうひとつの鍵を取り出す。

「ありがとうございます。第五書庫の魔導師殿から、これを預かってきています。一いつ緒しよに扉を開けましょう」

　詩人が取り出したのは、確かに第五書庫の魔導師が持っているはずの鍵であった。第一から第六まである書庫の鍵はそれぞれが二重鍵になっており、一本の鍵では開かないようになっている。この場所、第六書庫の鍵は、第五書庫の番人と第六書庫の番人が一本ずつ持っているのだ。それがこのような外来者の手にあるなど、考えられない。

　ふざけるな、貴様、第五書庫の魔導師に何をした！

　心の叫びも虚むなしく、魔導師はひきつった笑いを浮かべたまま、詩人と同時に書庫の扉へと向かい、二つある鍵穴に鍵を差しこんだ。

　がちり、と重い音を立てて鍵が回ると、あまり大きくはない鉄扉の隙すき間まから、生暖かい大気が漏もれてくる。かびとほこりと奇き怪かいな腐ふ臭しゆう、そうして小鳥のさえずりに似たざわめきを感じ、魔導師は浅く息を吞んだ。この書庫は、もう何十年も開かれていないはずだ。

　なのに、この扉の奥から聞こえるざわめきは、何事かを喋しやべっているようなのである。

　詩人はうっすらと笑い、おびえきって硬こう直ちよくした魔導師の瞳ひとみをのぞきこんでやった。

「おやすみなさい。ここから後は、見なくてもいいですよ」

　詩人が囁ささやくと、魔導師はどさりと音を立てて床ゆかに倒たおれる。意識を失った魔導師はそのままに、詩人は開いた鉄扉の中へ踏ふみこんだ。

　詩人の鈴すずの響ひびきからして、書庫内の天てん井じようはずいぶん高いようだ。誰だれかの吐と息いきのようになまぬるい書庫に明かりはなく、ただ、かたかたと何かが震ふるえる気配だけが満ちている。

　詩人はゆっくりと歩を進めながら、ごく優やさしく、歌うように喋っていた。

「静かに、静かに。今、用があるのは、君たちではありません。……そう、君だ」

　言って、詩人が指を伸べたのは、書庫の壁に作りつけられた棚たなのひとつだ。

　真っ暗闇の中でも目が見えているかのような所作で、詩人は棚から分厚い硝子ガラスの壺つぼをひとつ、取り上げる。壺の大きさは赤子の頭くらいで、奇怪な細工をほどこした蓋ふたがついていた。

　詩人は壺に耳を寄せ、ひとにするのと同じよう、静かに話しかける。

「おびえていますね。仲間の骨に囲まれて……そうだ、君は少しも悪くない。悪くないどころか、ただ生きているだけだ。恐おそろしいでしょう、今のこの世はありえないものばかりで。かわいそうに──でも、もう少し、おびえていてください」

　詩人が言うと、書庫に満ちていた震えが収まった。

　一転して訪おとずれた耳に痛い静寂の中で、詩人は壺を床へと落とす。硝子の砕くだける音が大気を震わせ、壺の中からはざらりと何かの粉が零こぼれた。

　詩人は砕けた壺の傍かたわらに膝ひざをつき、硝子片の混じった粉を指で探さぐる。

　きめ細かな肌はだ触ざわりの砂は、魔物が滅ほろびた後に残るものだ。

　詩人は魔物のなれの果ての中から、ほんの小さな白い粒つぶを取り上げて、ふと顔をあげた。

　闇の中、何かを探すように詩人は中空を見つめる。

「……そこにいますか、わが王」

　静かなつぶやきに応こたえるものはない。詩人は一体何に話しかけているのだろう。少なくとも、この書庫内の何かに対してではない。あらぬところへ声を投げ、その返事がないことを憂うれうよう、詩人はゆっくりとまつ毛を伏ふせる。

「まさか、あんなことでわたしから目を離はなしたわけでもないのでしょうに」

　小さく言って、詩人は手の中の白い粒を自分の衣で包みこんだ。ひとの血のしみがついた衣にくるまれた白い粒は、わずかに震えたかと思うと、急速に増えた。

　詩人の衣から、さらさらとわき出るがごとく白い粉が零れる。自らが淡あわい光を発する粉は床にしたたり、意外なほどの速度で広がっていった。詩人の足元だけを避さけて広がっていく粉はやがて書庫の床を覆おおい、扉とびらの隙間から外へと出て行く。

　音もなく広がっていくそれは、生きた魔物であった。

　ごく小さく、群体で動く魔物。詩人は解き放たれたそれを、ただ静かな目で見つめている。

　魔物を解き放った詩人の体には、先日ひとに殺意を向けたときのような異状はひとつも見られなかった。








６　崖がけから落ちた男









　第四書庫の番人をしている魔ま導どう師しは、視界が不意に明るくなったのに気づいた。

「……なんだ？」

　顔をあげて見れば、第五書庫から繫がっている階段を上ってくる男がいる。

　異様な気配に身構えて待つと、明かりの届く場所まで上ってきたのは、見覚えのある第五書庫の魔導師だった。第四書庫の魔導師は安あん堵どの息を吐はき、彼に声をかける。

「おい、どうした。まだ交代時間じゃないはず……！」

　のんびりとかけた声は、途と中ちゆうで喉のどにはりついた。明かりの下に立った仲間の魔導師の顔は、奇き妙みように歪んでいたのだ。苦く悶もんの表情を浮かべ、すっかりと白目をむいている。

「おま……え……何があった！　無事か！」

　叫さけんで駆かけ寄ろうとしたところで、苦痛に歪んだ魔導師の耳から、何かがさらさらと零れ落ちた。それは明かりを反射してきらきらと輝かがやく、白い砂である。

　見れば、下から上がってくる階段もまた、すべてその光る白い砂で覆われているのだった。

「うわ……うわぁあああ！」

　軟なん体たい動物のようにずるずると足元にせまってくる砂に得え体たいの知れない恐きよう怖ふを覚え、魔導師は叫ぶ。彼に向かって、砂に体内へ入りこまれた魔導師がやみくもに襲おそいかかってきた。

　口の端はしから泡あわを飛ばして飛びかかる男をからくも避けて、第四書庫の魔導師は必死に壁かべ際ぎわに走りよった。壁からつるされた槌を取り、緊急連れん絡らく用の壁を連打する。

　音は鋭するどく上方へ響き、当番の魔導師がそれを聞きつけて鐘かねを鳴らした。

　連打される鐘はあちこちに広まり、ついに本部中で響き渡わたりはじめる。

　混こん沌とんの溜たまりにまで届く鐘の音に、街の住人たちは不安げな顔をあげた。

　宮きゆう殿でん内では忙いそがしく魔導師たちが行き交かい、怒ど号ごうがあちこちで響く。

　事態を確かく認にんした魔導師が、幹部たちの集まる議場へと飛びこんでくる。

「報告します！　現在、第二書庫の階段までが、正体不明の白い砂に覆われております！　砂は常に増え続け、ありとあらゆる隙間から広がり、ひとの体内に侵しん入にゆうして錯さく乱らん状態へと導いている模様！　最初に連絡のあった第四書庫、ならびに第三書庫との連絡は途と絶だえました。おそらく、それより下層には生存者は──いないかと」

　絶望的な報告を聞き、議場には緊きん迫ぱくした沈ちん黙もくが満ちる。壁を通して、警けい鐘しようの音が聞こえる。幹部のひとりが教主を見つめ、切せつ羽ぱ詰つまった声で呼んだ。

「教主様！」

　仮面の赤い石を光らせ、教主は低くうなる。その傍らには小こ柄がらな少女が座っていて、鋭い目で幹部連中を見つめていた。教主は苦く言う。

「……魔物じゃ。『光る波』──微び小しようにて、滅めつするのもまたごく難しい類たぐいのものじゃな」

「なぜそんなものが、ここに出るのです！」

「魔物が出たなら、幹部総会などしている場合ではありません！　ただちに部署につかねば！」

　壮そう年ねんの、片目に眼帯をした幹部が低い声で叫ぶと、辺りからも賛同の声があがる。

　しかし教主は、唐とう突とつにすさまじい大音声で怒ど鳴なった。

「黙だまれ！　誰ひとり、ここから動くな。ただちに第一水門から第三水門までの地下水門を開放、王の池に導け。『灼やける水』を使う」

「まさか……」

『灼ける水』と聞いて、辺りの緊張が急速に高まる。

『灼ける水』とは、魔導師たちの発明のひとつだ。地中深くで見つかるある種の石を何度も焼き、もろい土のようにしたものを水に溶とかして作る。その名のとおり、この世のほとんどのものを焼けただれさせることのできる液体であった。

「『光る波』を抑おさえるには、それしかない。『灼ける水』を地下書庫に満たせ！」

　教主の声が議場に響き渡ると、幹部の魔導師たちからは悲鳴に似た声があがった。

「貴重な資料が！　すべて失われてしまいます！」

「ばか者！　魔導師が何のために存在すると思っておる！　魔物の撃げき滅めつのためには、すべてを犠ぎ牲せいにせねばならん！」

　教主の声には迷いのひとつもなかった。歳月に情をすべて削けずられたかの厳しい顔に、幹部たちは思わず言いよどむ。教主の生々しい光を宿す目に、その覚かく悟ごに、魔導師たちは息を吞のんだ。

　しかしその中で、さきほどの眼帯の魔導師だけがなおも叫ぶ。

「あとは……『灼ける水』を使ったあとはどうするのです!?　『灼ける水』が川へ流れこめば、下流の住人に大きな被ひ害がいが出ます！」

「あきらめてもらう。『灼ける水』は、大気に触ふれておればいずれはただの水へと戻もどる。大事の前の小事じゃ」

　きっぱりと言い切った教主に向かい、眼帯の魔導師は立ち上がった。怒いかりに顔を上気させ、魔導師は教主を指し弾だんする。

「わたしはあなたを糾きゆう弾だんする、総教主！　なんたる強ごう引いんなやり方だ！　あなたはいつでもそうだった、いつでも力のみを重んじた！　己おのれの正しさを疑い、確かめることすらせずにだ！　そもそも、魔物が何もないところから湧わくはずがない！　書庫のどこかに隠かくされていたのではないか!?」

「だとしたら、どうなのじゃ？」

「責任を取ってもらう！　魔物の侵入に気づかなかった責任だ！　我々はすぐに己の部署に戻り、他ほかのあらゆる手段を使って魔物を退治いたします。力ばかりを誇こ示じするあなたの命令は必要ない！　もう、新しい時代が来ているのだ！」

　言い放った魔導師の言葉に、周囲の空気がわずかに変わる。

　誰もが薄うす々うす思っていたことではあるのだろう。強引な教主への不満と不信が、匂においに似た淡い気配となって立ち上ってくる。そんな中でも教主はひるまず、ごくゆっくりと言った。

「その時代というのは、黒いゆりかごに乗ってやってきたのか？」

　唐突な言葉に、眼帯の魔導師はつばを吞みこむ。

「なんの……ことです」

　わずかに口ごもった魔導師に向かい、教主の唇くちびるは笑えみに歪ゆがんだ。

「おぬしら先日、例の魔物の毒に冒おかされた薬くす師しを拉ら致ちしおったな。調べはついておる。おおかた実験材料にでも使おうというのじゃろう？　だが、残念じゃった。おぬしらの部下はもう、ほとんど捕とらえたぞ」

　言われて、眼帯の魔導師はすぐに叫んだ。

「根も葉もない決めつけだ！」

（動どう揺ようしてる）

　ミリアンはじっと眼帯の魔導師を見やる。魔法力に頼たよらなくても、魔導師が緊張し、うろたえを必死で隠そうとしているのがわかった。教主はミリアンの要求どおり、カナギを拉致した魔導師を調べてくれた。結果がこれだ。

　けれど、続いた教主の言葉は、ミリアンにとっても意外なものだった。教主は言う。

「そうかのう。確かにわしも大分もうろくしておるが、『黒いゆりかご』がこの教会内で揺ゆれておったことは、ずっと知っておったのじゃ。あれは古い……ごく古い、魔物をこの世界の正統な主あるじとしてあがめる結社じゃな。おとなしくしとる間は見み逃のがしておったが、そろそろ大おお掃そう除じの時期じゃ。わしもここを綺き麗れいにしてから、次代へと譲ゆずり渡したい。どうじゃ、『黒いゆりかご』の連中からしたら、魔物とまじりあうための研究は、喉から手が出るほどに欲しいものじゃったろう。自分たちが、あがめるものとまじりあえるのじゃからな。違ちがうか？」

　まったく知らない教会の内部事情に、ミリアンは軽く目を瞠みはって教主を眺ながめ、次に議場の魔導師たちを見み渡わたす。魔導師たちは誰だれしも、『黒いゆりかご』の名前くらいは知っているようであった。おびえたように視線を交わし、魔導師たちは眼帯の魔導師を見つめる。

　視線を集めた眼帯の魔導師は、懸けん命めいに声をはりあげた。

「違う！　わたしは潔白だ！　皆みな、信じてくれ！　彼は歪んでいる！　お気に入りの息むす子こにあとを継つがせることしか頭にない！」

「叫ぶのもよいが、宮殿内を見張らせておいた者から報告が来とるぞ？　ついさっきの魔物出現による全員呼集に応こたえ、崩くずれかけとる廃はい棄き地区から飛び出してきおったうかつ者が数名おった、とな。おぬしの部下じゃろう？　おそらく『黒いゆりかご』の根城はそのあたりか。……くわしい話はあとでゆっくり聞こう。そう、ゆっくりな。──拘こう束そくせよ、クオーリア」

　冷れい徹てつな声で教主が言い、クオーリアは頭を下げた。

「……はい」

　議場の壁際に居並んでいた『目』──闇魔法教会本部の警備隊がクオーリアの合図で動き、すぐさま眼帯の魔導師を取り囲む。何度か口を開け閉めし、ひき歪んだ顔で、眼帯の魔導師は拘束された。それを見届けた教主が叫ぶ。

「水門の開放を始めよ！」

「はい！」

　もう、誰も逆らう者はいなかった。魔ま導どう師したちが慌あわただしく出入りを始めた議場を見下ろしながら、ミリアンはじんわりと不安にさいなまれはじめている。

（ソラ、カナギを捜さがしてみるって言ってたけれど、どこにいるの？　地下では……ないよね？）


◆



　小さな音をたてて扉とびらが開き、ひとりの男が暗い部屋に踏ふみこんだ。

　魔法に使う円えん盤ばんが壁についている他には、ひどく殺風景な部屋だ。真ん中には、後ろ手に拘束されたカナギが転がっている。男は明かりを片手に急いでカナギに歩み寄り、微び動どうだにしない彼の体を靴くつ先で転がした。

　あおむけにさらされたカナギの顔は、生死不明なほどに青白い。呼吸を確認しようと、男はほとんど安らかに目を閉じたカナギの顔をのぞきこんだ。

　瞬しゆん間かん、跳はね上がった足にあごを蹴けりつけられ、男は低いうめきと共によろめいた。

　蹴りつけたほうのカナギは、すぐに目を開けて立ち上がる。けれど、膝ひざに力が入らない。カナギは己の胸むな元もとをつかみ、石の床ゆかに膝をついた。手の拘束は、割れた硝子ガラスの欠片かけらでとうに切ってある。男が入ってくるときにまだ結んであるように見せかけていただけだ。

　それにしても消しよう耗もうが激しかった。一いち撃げきで相手を気絶させられなかったのもそのせいだ。

「貴様……！」

　男が歯をむいてつかみかかってくるのを、カナギは荒あらい呼吸で見上げた。

（動け！）

　自分を叱しつ咤たし、どうにか立ち上がった。男の腕うでを避よけ、倒たおれざま、肘ひじを相手の首筋にたたきこむ。体重をかけた一撃がどうにか急所へ入り、男は妙みようなうめきをあげて倒れた。

　男に折り重なって倒れたカナギは乱れきった呼吸を繰くり返し、立ち上がろうともがく。

　どうにか意識と体を繫つなぐことはできたが、体調は最悪だった。どれだけあの音の中に放置されたのかは知らないが、少しでも気をゆるめたら倒れるのは確実だ。

（あとは、相手が何人いるか、だ）

　とうてい起きあがることなどできないくらいに体が重かったが、それでも起きねば生きられない。カナギは床を踏みしめる。

　この体でどうやって他の敵を倒すというのか。あきらめたほうがいい。

　そう思わないでもない。

　だが、カナギはすぐに心中で笑った。無理だ。あきらめることならいつでもできた。でも、結局あきらめられなかった。だからまだ生きている。生きているからには先へ行くしかない。

　カナギはどうにか立ち上がる。視線をあげる。扉が見えた。ごく近い。歩み寄ろうとして、それでもカナギは何度か転んだ。痛みは感じなかったが、とにかく体を起こすのが面めん倒どうだった。

　生きているというのは、実に面倒で苦しい。

　ならば、なぜ生きる？──答えは簡単、死ななかったからだ。死ななかった。危ない目には何度もあった、でも死ななかった。なぜ、と問う心のもっと奥底で、生きたいと叫ぶものがあった。多分これが、命というものだ。

　もうろうと考えているうちに、カナギはどうやら扉までたどりつく。妨ぼう害がいが入らなかったのが不思議だった。閉じこめられていた部屋から出ると、そこはまた薄暗い、雑然とした部屋だ。ひとの気配はない。ほっとする間もなく、カナギはまたも転てん倒とうした。

　ひとがいないと知って少し安あん堵どしてしまったのか、今度は立つのがさらに難しくなった。

　体が動かない。あおむけに横たわったまま、カナギはぼんやりと天てん井じようを眺める。足音が聞こえる気がする。誰かがやってくる。まだ、立ち上がる気になれなかった。

　目の前にかかった霞かすみが段々と濃こくなりはじめたとき、カナギは奇き妙みようなものを見た。

　この場所に、この状じよう況きようにひどくそぐわないものだった。

　それは白いひとの顔に見える。

　美しかった。そして、恐おそろしかった。

　静かで、絶対的だった。

　──これは何だ？

「ご機き嫌げんよう、カナギ」

　涼すずやかな声がする。誰がご機嫌なもんか、そう言いたかったが声など出なかった。

　けれど、カナギの頭の傍かたわらに立った詩人は、まるでカナギの心中の声が聞こえているかのように答える。

「確かに、見事に死にかけていますね」

　いつものことだろう、あきらめろ。それが俺だ。

　いつもと違うのはお前のほうだ、どうしてお前、こんなところにいる？

　カナギの問いに、詩人はまたも答えた。ひどく真っ白な無表情で、まるで人形だった。

「君を助けに来ました」

　詩人の答えはあまりに的確で、カナギは自分が声を出しているのか、いないのか、よくわからなくなる。わからないままに、カナギは問う。

　助けに？　お前が？　俺を？　どうして。

「ミリアンに言われたので」

　そうか、なるほど。ミリアンが望んでくれたのか。

　カナギは不思議に素す直なおな気持ちになって、柔やわらかく思った。

　ミリアンに望まれたのは、嬉うれしいかもしれない。でも、苦しい気もする。どっちだろう？

「わたしに心のことを聞かないでください。何度でも言いますが、わたしには心がないのです」

　そういえばそうだったな、悪かったよ。

　それにしてもお前、こうやって見ると、妙に懐なつかしい顔してるな。昔、会ったことがある？

　いや、違うか。──そうだ。

　お前、『死』に似てるんだ。

　綺麗で怖こわくて、冷たくて安らかだ。お前はまるで死そのものだ。……懐かしいな。

　カナギが思うと、詩人はゆっくりと瞬まばたいた。残ざん酷こくなまでに冷たく、何の表情も表さない顔に、わずかな戸と惑まどいと怒いかりに似たものが漂ただよった。顔自体は表情を浮うかべないままなのに、それは実に不思議な光景だった。詩人は言う。

「君は──困ります。とても困る。わかりますか？　聞こえていますか？　君にわたしの言葉は通じない。詩を理解する心がまるでない。なのに、君は唐とう突とつに真実を口にする。真実を一生理解しないからこそ、君は真実を言う。……そんなひとに、わたしは何を言えばいいんです」

　詩人が子供じみて見えて、カナギは少し反省する。そうか、こいつは困ってたのか。

　でも、そんなに困るんなら、いっそ黙だまってればいいんじゃないか？

　黙ってろよ。

　詩人は本当に淡あわく微笑ほほえんで言った。

「黙ったわたしに、価値はありません」

　どうしてわかる？　黙ってみろよ。それでも誰かが、お前に価値を認めるだろう。

　少なくとも、ミリアンと俺は認めるだろう。

　全面的に信用なんてしないけど、黙ってるお前も、子供っぽくてまぬけで面おも白しろい。それくらいでいいだろう。絶対的なものなんて、大たい抵ていろくなもんじゃない。

　──それとも、信じられないのか？

　心で問うと、詩人の顔からは笑えみが消えた。生の気配の消えた顔で、詩人はぽつりと言う。

「死を目前にした人間というのは、どうしてこうも乱暴に優やさしいのでしょうね」

　詩人の声は、カナギには少し寂さびしそうに聞こえた。詩人はゆるやかに膝を折り、カナギの目の前に手をかざす。殺されるのだろうか、と、カナギはなぜかそんなことを思ったが、詩人の手はカナギの額に軽く触ふれただけで離はなれていった。綺き麗れいな水を飲んだような気分になって、少しだけ意識が鮮せん明めいになる。カナギは瞬いた。
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「起きてください。まだ、安らぎのときではありませんよ」

　詩人は容よう赦しやなく言い、片手に持っていたものを差し出した。カナギの剣だ。カナギはそれを見て、安堵と疲ひ労ろうのため息を吐つく。体の芯しんに、まだ力の残ざん滓しがあるのがわかる。カナギはどうにか腕うでを動かし、傍らの卓たくの足にすがった。

「対たい抗こう薬……中身だけ、取り上げられた。どこかにある、かもしれない」

　どうにか出した声はかすれていた。詩人はうなずき、カナギに剣を手て渡わたしてから立ち上がる。

「探しましょう」

　カナギが剣を抱かかえ、卓に手をついて無理に起きあがってみると、辺りは細長い部屋だった。それなりに広いが窓はひとつもなく、空気はよどんでいる。どうやらここは地下らしい。詩人が廊ろう下かから明かりをとってきて、卓の上に置いた。

　周囲にあるのは、奇き怪かいな装置の数々だ。

　中央にカナギのすがった卓があり、卓上には木の皮や羊皮紙に記された書類が雑然と積まれていた。壁かべには炉ろが作られ、その周りには金属や硝子ガラス、動物の内臓で作られた複雑なしかけが並ぶ。壁の棚たなや卓上には薬くす師しの使うすり鉢ばちや薬草も見うけられ、魔導師たちがここで何らかの研究をしていたのは明らかだった。

　ばさばさ、と不意にはばたきの音が響ひびき、カナギがぎょっとして見やると、部屋の隅すみに錬れん鉄てつ製の鳥とり籠かごがあるのが見えた。鳥の神をあがめるこの世界で、鳥を飼うのは表向き禁止されている。籠の中に真っ黒な鳥がうずくまっているのを見て、カナギはわずかに目を細めた。

　詩人はざっと辺りを眺ながめ、素人しろうととは思えない正確さで壁に作りつけられた棚を開け、机を漁あさり、液状の薬とおぼしきものを見つけ出しては卓上に並べていく。

「この中に君の対抗薬があればおなぐさみですね。判断は任せます」

「頼たのもしいな」

　力なく軽口を叩たたき、カナギは並べられた瓶びんや薬品皿を顔に近づける。

　よく言えば個性的、悪く言えば異い臭しゆうを放つものも多い薬品類を、カナギはまずは匂においで、次に味で確かめる。猛もう毒どくがないことを祈いのりつつ、最後から二番目の、半分焼けこげた皿に顔を寄せたところで彼の表情が輝かがやいた。

「よし、あたりだ！」

「これで多少は保もちますか」

　卓の横に立った詩人が問い、カナギは慎しん重ちように指で対抗薬をすくいとる。唇くちびるにつけてなめとり、カナギはいつものように顔をしかめた。

「多少だけどな」

　短く答え、卓上にあった硝子の小瓶の中から、きちんと洗せん浄じようされているらしいひとつを選んで、カナギは皿に入った対抗薬を移しはじめた。その左手が乾かわきかけた血にまみれて震ふるえているのを見て、詩人が脇わきから手を出す。

「やりましょう」

「……悪い、頼む。それにしてもこいつら、ここで何やってたんだ？……俺のこと、切り刻みたがってたみたいだったけど。魔物についての研究のため、か？」

　薬が効いてくるのを待ちながら、カナギは自分の傷ついた左手から手て袋ぶくろを引きはがそうとして、すぐに顔を歪ゆがめてあきらめた。手袋が傷にはりついている。仕方なく、胴どう衣いの一部を切り裂さいて即そく席せきの包帯を作り、手袋の上から片手と口を使ってどうにか傷に巻きつけた。

「おそらくはそうでしょう。けれどやり口が強ごう引いんすぎるうえ、こんな地下に隠かくれているのもおかしい。ずいぶんと過激な集団と見えます。つくづくやっかいなものに好かれますね、君は」

　詩人が言って栓せんをした対抗薬の小瓶をカナギに渡す。卓によりかかったカナギは、瓶を懐ふところにそっと収めてから、卓上にばらまかれた書類を取り上げて明かりにかざしてみる。

「嬉しくない話だ……あー……これ、このへんは見覚えある。魔物の……？……ばかな！」

「どうしました」

　尋じん常じようではないカナギの叫びに、詩人が問う。カナギは肩かたを震わせて何度か咳せきこんだ後、見ていた書類を詩人のほうへ押しやった。詩人が書類を取り上げ、カナギを見る。カナギはすっかり血の気を失した顔で、どうにか言った。

「これ……俺が書いた書類だ」

「ここに来てから書いたものですか」

　詩人の問いに、カナギは何度も首を横にふった。ひどいめまいがしたが、それ以上に混乱している。これは古いものだ、三年近く前に書いたものだ。

「違う、違う……！　故郷に魔物が出て、帝てい国こくにとっつかまって……そのとき書いた調書……どうしてこんなところにあるんだよ！　詩人、そのへんひっくり返せ！」

　詩人に叫び、カナギは卓上の書類をかき集め、端はしから明かりにかざしていく。

「東方の地図──身内じゃないと描かけない、正確なやつだ」

　見慣れた地名が並ぶ地図を見つけ、カナギが呆ぼう然ぜんとつぶやく。部屋の隅にある机の引き出しを抜ぬき、詩人がひと束の書類を持って明かりのそばへやってきた。

「古い巡じゆん礼れい地図もありますね。これは、魔物の図版ですか。よくもこれだけ集めたものだ」

「解かい剖ぼう図……人間と……魔物と……あと、これはなんだ!?」

　奇き妙みような、ひとに似た解剖図を見つけ、カナギは凝ぎよう視しする。変だ、何かがおかしい。

　横からのぞきこんだ詩人が、わずかに目を細めて言った。

「ひとに、似ていますが。……内臓に、いささか欠けているものがあるのでは？　これでは生きていけないはずです」

　めまいと吐はき気が耐たえきれないほどひどくなるのを感じ、カナギは書類を卓の上に叩きつけた。卓に手をつき、どうにか呼吸をしようとする。嫌いやな予感がした。ひどく嫌な予感。

「詩人……ここは一体、どこだ！　混こん沌とんの溜たまりか？」

　きつく目を閉じて訊きいたカナギに、詩人は平静に答える。

「宮きゆう殿でんの奥深くの隠し部屋です。さきほど宮殿内で、ちょっとした騒さわぎがありましてね。魔導師たちに総員呼集がかかりました。その隙すきに君を捜さがしに来たんですよ」

「……捜しに、って……それで、どうやって俺を見つけた？」

「騒ぎの際に、人気のない廃はい棄き地区から出てきたひとを偶ぐう然ぜん見つけたもので。怪あやしいと思って君のことを訊いてみたら、教えてくれたんです」

　淡たん々たんと言う詩人に、カナギは目を開けて瞬まばたいた。そんなことを訊いて教えてくれるわけがないだろう、と思うが、この男が己おのれの容よう貌ぼうと言葉でひとを操あやつる様はさんざん見ている。

「……とにかく出よう、この資料は俺が持っていく」

　カナギは詩人に視線をやり、卓上の資料をさらった。上着の内側へねじこむ。

　そのとき、部屋の隅につり下がった鳥籠の中で、鳥がばさばさと羽音をたてた。

「出ラレナイ！　出ラレナイ！　通路ハ塞ふさガレタ！　魔物ガ出タ！」

　甲かん高だかい声で、鳥がひとの言葉を喋しやべる。驚おどろいてカナギが見ると、鳥は薄うす闇やみの中、ぼんやりと瞳を赤く光らせていた。

「……ひとの声真似まねをする鳥というのは存在しますが、対話をする鳥はいないはず」

　つぶやいた詩人をからかうように、鳥はひとの笑い声に似た鳴き声をたてる。

「ケケケケ……違ウ、違ウ！　通路ニハ、魔物ガ居ル！　コッチヘオイデ……カナギ、兄弟！」

「……おい……お前、今、俺の名前を……!?」

　カナギが鳥籠に駆かけよろうとしたとき、視界が不意に明るくなった。

　振ふり向くと、部屋から続く狭せまい廊下に、淡あわい明かりが灯ともっているのが見える。先ほどまではもっと暗かったはずの場所だ。何かが回る鈍にぶい音が響き、鳥が甲高く鳴く。

「オイデ！　『印』持チ！　ワシハ、廊下ノ向コウニ居ル！」

　暗い予感に胸をしめつけられ、カナギは剣をつかんで廊下へと出た。詩人がカナギの後を追い、声をかける。

「待ってください、カナギ。恐おそろしく強い魔ま法ほうの気配がします。この明かりも、鳥を操ったのも、すべては魔法のなせる技わざ。この先にいるのは、君を捕とらえていた一味の魔導師でしょう。誘さそいに乗るのは危険です」

「嫌なら、お前は来るな」

　カナギに振り向かずに言われ、詩人は口をつぐんだ。先に危険が待っていることなどカナギにもわかっていたが、今の彼の頭には、悪い予感の正体を確かめることしかない。

　二人が歩み出た暗く細い廊下には片側に一定間かん隔かくでくぼみが彫ほられ、そこに明かりがおけるようになっていた。誰も触れてはいないのに、見る間に手前から順番に明かりが灯っていく。

　明らかに誘っている明かりに従って二人が狭い廊下を抜けると、これまた狭い上り階段に出る。突き当たりまで上って、カナギは頭上の金属扉とびらを慎重に横へずらした。

「……これは、書庫ですね」

　扉の隙間から上へと抜けたカナギに続いた詩人が、小さく言った。

「書庫っていうよりは、物置なんじゃないのか」

　鋭するどい瞳で辺りを見み渡わたしたカナギが囁ささやき返す。

　確かに二人が出たところは、書庫というよりは巨きよ大だい、かつ壮そう麗れいな物置の片かた隅すみの、石の櫃ひつの中である。脇に様々な彫ちよう刻こくをほどこされた櫃から這はい出ながら、カナギはあらためて周囲を見渡す。そこは王城の広間並みに広い部屋だった。窓のない室内は石造りで、天てん井じようは普ふ通つうの建物の三階ぶんくらいの高さにある。幾いく本もの柱が壁かべに刻まれ、天井と交わるところに口を空けた聖せい獣じゆうが刻まれていた。

「魔導師の書庫は世界の英知を集めたものですが、呪のろわれた器物を外に出さないためにも使われるという話です。ここにあるのも、おそらくはそのような類たぐいなのではないでしょうか」

　詩人の言うよう、左右の壁には天井まで届く棚たなが作りつけられ、雑多な色々がつめこまれている。硝子ガラスの瓶や壺つぼ、丸められた書類や絵らしきもの、剝はく製せいにされた獣けもの、金属製の天てん球きゆう儀ぎ、見知らぬ獣の頭ず蓋がい骨こつに古そうな楽器。幾き何か学がく模様のタイルに覆おおわれた床ゆかの真ん中には、何列もの背の高い書しよ架かがずらりと並んでいて、カナギたちの視界をさえぎっていた。

「明るいな」

　書架の向こうで灯されている明かりで、室内はあらかた見分けがつくくらいには照らされている。そのとき、唐とう突とつに書庫に第三の声が響ひびいた。

「キキ……キキキキキキ！　よう──ヨウコソ！　よく来た、おかえり！」

　耳が痛くなるような哄こう笑しように頭が痛み、カナギは顔を歪めた。どうやったらこんな声が出せるのだろう、声は甲高い、かと思えば低くなり、今度は急に子供じみて不安定になる。

　書庫内の大気が奇き怪かいな哄笑に震ふるえ、不意に辺りが暖かくなった。まるでぬるい泥どろにまみれたように、獣の内臓に触ふれたように、生なま臭ぐさい暖かさが周囲を包む。声はなおも続いた。

「おかえり、『黒いゆりかご』の団員番号七七番！　印持ちのカナギ！　ココは地の底、アリ得ないモノがあるヨウニなる、第七書庫だ！」

　名を呼ばれて息を吞のみ、カナギは書架の陰かげから駆け出した。詩人も止めるわけではなく、カナギの後へ続く。無数の書架の横を抜けて、二人は明かりのもとへ出た。

　書庫の最さい奥おうで、魔法機械が回っている。

　からり、からり、と音を立てて回る魔法機械は床の上に設置されていた。一見すると凝こった半球形の世界儀なのだが、表面に魔法文字が刻まれており、回転しながら淡い光を放つ。

　光は、最奥の壁の高くに打ちつけられた金属板を照らしていた。大きく『七』の数字が刻まれた金属板の下には、奇妙なものがある。古めかしい椅い子すに、魔法文字の刺し繡しゆうされた山ほどの包帯に包まれた何かが縮こまって座っているのだ。

　包帯に巻かれたものは、形状としては人間に似ていた。しかしその体はひとにしては大きすぎ、子供の作った粘ねん土ど細工のように歪んでいる。手足と首が奇妙に長く、てのひらは均きん衡こうを無視して巨大だ。背せ丈たけは立ち上がったらカナギの二倍近くはあるだろう。

　そんな包帯の天てつ辺ぺん、ひとで言うなら顔の部分に、半かけの仮面がついている。目の部分に赤い石を入れた仮面。──闇魔法教会総教主の仮面と、対ついになる代しろ物ものだった。

　それを見た途と端たんに、カナギは胸のむかつきを抑おさえられなくなった。

　ひどく不快だ。生理的に受けつけない何かを、この包帯のかたまりは発している。カナギはじんわりと脂あぶら汗あせが浮うくのを感じながら、なるべく静かに問うた。

「お前は、何ヽだ？　どうして俺の名を知っている」

　高い天井にカナギの声が響くと、包帯はぶるりと身を震わせ、丸まっていた背を伸のばした。その拍ひよう子しに、椅子の上からほろほろと包帯が零こぼれ落ちる。『それ』が指をうごめかせ、ゆるゆると身を伸ばしたり縮めたりしてみせる様は、ひとというよりはある種の虫に似ていた。

「キキキキキキ……いいね、イイ問いだ！　さすがだ、印がツイテいるだけある！　では、わしも名乗ろう。わしは神との対話で狂くるった男、『黒いゆりかご』の団長！　ウゴルだ！」

　高さのまったく安定しない声で包帯が叫さけぶと、周囲の棚がいっせいにがたついた。小さなざわめきが起こり、あちこちでひとのものではない笑い声が巻き起こる。

　カナギはわけのわからない嫌けん悪お感で歯を食いしばったが、詩人は穏おだやかに告げた。

「この世でもっとも高名な魔導師のひとり、魔法文字を発明した者、ウゴル。晩年の彼の消息は不明ということになっていましたが……まだ、こんなところにいたんですね」

「そーウとも！　そうだとも！　わしはずっとココにおった！　辺りが騒がしくなったもんで起きてみたら、なんとも面おも白しろいことになっとる。遊ボウではないか！　教主の阿あ呆ほうがずっとわしを封ふうじておったが、コノ書庫内でならまだ魔法は使える。体はすっかり魔物に食ワセちまったが、わしはまだ現げん役えきだ！」

　甲高い声が段々と落ち着いた老人のものとなり、包帯のかたまり──ウゴルは片手を動かしてみせる。緩かん慢まんに動く巨大な指は他ほかの場所と同じく、刺繡入りの包帯で覆われていた。

「お前……カエキリアの同類か」

　カナギが問うとウゴルは嬉うれしそうに反応し、体をゆらゆらと左右に揺ゆらした。

「いーや。違ちがうぞ！　カエキリアはすっかり意思なんぞなくなっちまったろ？　あいつは抵てい抗こうシタんだ。意識を全部魔法石に移しちまって、体は魔物に憑つカセる。そうするのが永遠を手に入れル方法だって、わしは教えたんだが、あいつは抵抗した。魔法石に吞まれたラ、もう人間じゃない、とさ。阿呆だね。イカンねぇ。魔物こそ、この世の正しき主だというのに！」

　漠ばく然ぜんと感じていた嫌いやな予感が、カナギの中でゆるやかに確信へと変わっていく。

　ずっと抱かかえこんでいた怒いかりが、静かに体積を増してくる。体を怒りが満たして、頭が冴さえた。

　表情が抜ぬけ落ち、妙みようなすがすがしさすら感じて、カナギは言った。

「お前はまだ、俺の質問に答えてないな。……もう一度訊きく。どうして俺の名前を知っている」

　ウゴルはのけぞり、腕うでを持ち上げてカナギを指さした。丸太のような腕だ。

　包帯の奥からいたいけな子供に似た声を出し、ウゴルは言う。

「お前はわしの結社の団員だカラだ！　結社の名前は『黒いゆりかご』……イイ名前だろう。我々の仕事は世界に目覚めをもたらすこと！　この世界はソロソロ目覚めにゃあならん。わしが目覚めをもたらす！　人間は滅ほろびにゃならん！　選民だけが生き残ル、わしみたいに、魔法力がすばらしく、石にすべてを投げ出す才能のアル奴が、魔物と同じものになれる奴がな！」

「お前たちは、結社を作って何をしてる？　魔物を──」

　カナギの唇くちびるはひとりでに動き、問いをつむいだ。返事は、本当はあまり聞きたくなかった。

　しかしウゴルは、ごくあっさりと、実に楽しげに声を響かせる。

「わしらはヒトを救わぬ不死者どもを封ジ、魔物を解き放ってヒトを殺しておる。ミズネ・タカミネは派は手でダッタのう。わしらには山ほど庇ひ護ご者がおっての、ソの中のヒトリの依い頼らいだったんじゃ。『東方の都市をひとつ、魔物で消せ』──ソウとも、あのときお前に魔物を売りツケタのは、うちの兄弟たちだ！」

　ウゴルが叫ぶと、辺りは不意に静かになった。ウゴルが──他の、書庫内の呪われたすべてのものが、カナギを見ている気配がする。カナギはただ、立っていた。

「──カナギ」

　沈ちん黙もくをやぶって、詩人が名を呼ぶ。カナギはそれにも答えなかった。

「サテ、充じゆう分ぶんに絶望したかね？」

　ウゴルはか細い女の声で言い、首をひねった。そうして手を伸べ、優やさしく手招きをする。

「おいで、カナギ。兄弟。お前を直じかに見たいと思ってオッタ。魔法力ナシで魔物を吞んだお前がどうなるカ──お前の抱えた闇がドウなるか、ずっと見たいと思っておった。お前には闇がある。だから決メタんだ、お前に運命の輪を回させようと。お前は優ゆう秀しゆうだ──不死薬を研究しトッタころの自分の顔を知っとるか？　目がすっかり正気ジャないと、兄弟が言ッとったぞ！」

　くすくす、くすくす、と周囲から優しい笑い声があがった。

　カナギは一歩、前へ踏ふみ出す。詩人はそんなカナギの後ろ姿を見守っている。

　ウゴルはもう一度手招く。

「まだ魔物と同化しナイよう、がんばってオルのだな？　ふむ……呪われて未いまだニ生き残っているという話ダッタから、魔法力のない人間がヒトとしての意思を残しテ、魔物と同化するための手がかりにナルカと思ったが……お前は普通では死ぬトコロを、どうにか耐たえているだけのヨウダの。相あい性しようが悪いのカモしれん。不運なことだ。魔物と同化できるものこそが、選民なのだ。お前は違った。魔物が嫌きらう血の持ち主ダッタ」

　ぶるりと長い首を横にふり、ウゴルは口を開けた。包帯に巻かれて見えなかった口が開き、あごがどこまでも下へのびていく。壊こわれた玩具おもちやのように、彼のあごは床近くまで垂れ下がった。

「シカタあるまい。お前はわしが喰くロウテやる。救ってヤル。そうして魔物の一部にナリ、正しき夜明けを待て。わしはモウスグ、ここから出るぞ。そうして世界中の人間ヲ喰らってヤル。──これがひとにユルサレた、永遠というやつだ」

　ぽっかり空いた口の中で舌を震わせ、ウゴルは言う。

　カナギがさらに一歩進み、長ちよう靴かの底が硬こう質しつな音を立てた。招く指にあらがわず、カナギはウゴルに歩み寄る。近寄ると、ウゴルの異常な大きさはますます際きわだった。

　身をかがめるようにして椅子に座っている巨きよ体たいの眼前に歩み寄り、彼の作る影かげの中に立って、カナギはのろりと顔をあげた。

　青ざめた彼の顔には、恐きよう怖ふも怒りもなかった。そんなものはとうに押し流されて──カナギは少しばかり敬けい虔けんな顔をしていた。彼はウゴルを見上げ、祈いのるように目を細める。

　ウゴルの仮面は赤い石を光らせて口を閉じ、何かを言おうとしたように見えた。

　そのとき、鈍にぶい音がして、ウゴルは震ふるえる。

　包帯の巻かれた首をひねって見ると、ウゴルのおれまがった膝ひざあたりに、剣が刺ささっていた。カナギの剣だ。カナギが剣を抜き、一気に突つき立てたのだ。ウゴルはさらに首をひねる。

「──あ？　何をやっとル？」

「……一応、刺さるんだな」

　小さく言い、カナギは無造作にウゴルの膝に足をかけ、突き刺した剣を引き抜いた。生きたひとの体より、ずいぶんと硬かたい手て応ごたえだ。剣を抜いても血液は零れない。ウゴルの体はもう、ひととはずいぶん遠いものになってしまっているのだろう。

　特に痛むようでもなかったが、ウゴルは憤ふん慨がいして首をカナギのほうへ伸ばして声を荒あらげた。

「お前、話を聞いとらんカッタのか？　わしはヒトの正しき姿に戻もどった！　この体は魔法で封じた魔物の体だ！　剣なんかじゃあ滅ぼせ……」

　がつん、とまた音がして、今度はカナギがウゴルの奇き妙みように長い首筋に剣をたたきこむ。

　半ばまで埋うまった刃やいばに、ウゴルは狂ったように小刻みに身じろいだ。

「……だから、聞けと言うてオル！　斬きってもすぐに繫つながるわ！」

　カナギはまたも、ウゴルに足をかけて剣を無理やり引き抜いた。

　ウゴルはうっとうしそうに、カナギを追い払はらおうと太い腕を振ふり回す。カナギはよろめくように避よけて、今度は全力でウゴルの腕に剣を振り下ろした。

　重い音と共に腕が切断され、ごろり、と床ゆかへ転がる。

「じゃあ、繫がる前にもう一度斬る」

　剣を軽くふり、淡たん々たんと言ったカナギに、ウゴルはついに立ち上がった。包帯がずるずると床へ落ち、巨人さながらの姿の上方で、仮面の石が鈍く光り続けている。

「お前は阿呆カ！　何を聞いておったのだ！　多少切り刻んだトテ、わしは不ふ滅めつだ！　わしは永遠を生きる！」

　そこまで言われたところで、カナギの表情に変化が起こった。

　怒りで眉み間けんに皺しわが寄る。いつものごく不ふ機き嫌げんな顔で、カナギはウゴルを怒ど鳴なりつけた。

「黙だまれ、うるさい！　頭に響ひびくだろ！　こっちは死にかけてんだぞ！」

　恐怖の気配すらないカナギの言いように、思わずウゴルも黙りこむ。

　異様な沈黙の中、カナギは気にせず叫ぶ。

「さっきから黙って聞いてりゃあぐだぐだぐだぐだ……つまりお前らは絶対的な悪人で、人間を滅ぼすために俺を利用した、そのせいでミズネ・タカミネは滅びた！　それでいいんだな!?」

「悪とはなんだ、悪とは！　わしらは悪デはないし、ヒトを救おうとシトル！」

　決めつけられてどこか動どう揺ようした様子のウゴルの顔を、カナギは剣で指し示す。

　瞳は煮にえたぎっていた。無機質な光を宿す灰色の瞳には、あきらめなど少しも見えなかった。

「俺の故郷を滅ぼして、俺をこんな体にした奴が、悪以外の何だ！」

　カナギの叫びに、ウゴルは調子を狂くるわされて巨きよ大だいな拳こぶしを握にぎり、辺りの壁かべを叩たたく。鈍い音と共に、書庫全体が振しん動どうした。

「お前、単純スギルぞ！　もっとまじめに絶望シロ！」

　いっそおかしいくらいの子供じみた抗こう議ぎに、カナギはなおもひるまず怒鳴った。

「こっちは絶望から始めてんだ！　絶望したからってほいほい食われてやってたら、俺はもう三〇〇回は死んでるぞ！　万年死にかけてる人間を甘く見るんじゃねえ！　単純で悪いか？　大体命ってのはものすごく単純なもんだろうが！　命に以上も以下も理り屈くつもない！　俺の命は俺のもんだ！」

　迷いのない叫びが高い天てん井じように響き、カナギの数歩後ろで、詩人が途と方ほうに暮れて瞬まばたいた。

　カナギは荒い息を吐はき、ゆっくりと自分の利きき手に力をこめる。

　大だい丈じよう夫ぶだ、まだ剣を持っている。今日までまだ、この手は剣をつかんでいてくれた。

　明日なくなるとしても、今日はまだここにある。

　闘たたかうことしかできなくても、殺すことを償つぐないだと言うしかなくても、失うばかりで還かえってくるものなどなくても、そんなものを一生感じとれなくても、今日はまだ生きている。

　カナギの瞳の中の暗みが不思議に透すき通る。目の前の奇き怪かいなものに対する嫌けん悪おが、端はしから溶とけ消えていく。沸ふつ点てんを超こえた憎にくしみが砕くだけて、妙みように澄すんだ気持ちになる。

　帰ろう、これを殺して。

　故郷への帰り道はそこにしかない。

　そんなふうに始めてしまったから、こんなふうに続けるしかない。

　きっと今の自分も、正気の目をしていない。

　でも、ひどく穏おだやかな気分だ。これが多分、詩人のいう運命というやつだ。

　自分のこれから進む道が鮮あざやかに見える。あまり美しくも幸福でも、正しくもなさそうだ。

　それでも、道の果てには光がある。淡あわくて凶きよう暴ぼうな希望がある。

　あそこへたどりつけば、ひょっとしたら取り戻せるかもしれない。何かを──故郷を、鮮やかな視界を、幸福を──誰だれかを『守る』と言える、甘さを。

　負けられない闘いが目の前にあった。これは、とてつもなく幸せなことだ。

　カナギはひどく穏やかに言う。

「……死ね、ウゴル」

　ウゴルはカナギの言葉を聞いて、首を半回転させた。そのまま、高く片手をあげる。

　包帯まみれの手が軽くふられると、辺り中から騒そう音おんがわきおこった。老ろう若にやく男なん女によの声がけたたましく笑いだし、棚たなに収められた器物が軒のき並なみ震えた。楽器は勝手に弦げんを鳴らし、鐘かねは自ら壁にあたって鳴り続ける。狂きよう気きじみた騒音の中、ひときわ大きなウゴルの哄こう笑しようが響き渡わたった。

「阿あ呆ほうめ！　まあイイ、言葉で遊べん奴やつとは、力で遊ぶ！」

　ウゴルは半ば切れかけた頭を残った片手で固定したかと思うと、意外なすばやさで身を縮め、カナギのほうへ跳ちよう躍やくした。

「カナギ、こちらへ！」

　詩人が叫び、駆かけ寄ってきたカナギの襟えり首くびをつかんで書しよ架かの陰かげに引きずりこむ。

　ウゴルはさきほどまでカナギがいた場所に着地した。鈍い音と振動が辺りを震わせ、タイルの床に亀き裂れつが走る。

　書架の陰に転がりこんだカナギは、そのまま一転して起きあがり、詩人と共に書架の間を駆けた。背後でウゴルが書架に体をぶちあてたらしく、背の高い書架から本が音を立てて雪崩なだれ落ちてくる。

「詩人！　歌ってのは魔法に効くのか!?」

　背後を振り返ることはせずに、走りながらカナギが訊きく。先日の屋根の上での立ち回りを思い出してのことだ。詩人はさして呼吸も乱さず言った。

「音を使った動魔法相手なら。相手の音を正確に読み取り、すかさず対たい抗こうする音を弾はじければ、ある程度は無効にできますよ。自分で言うのもなんですが、そんなものは神かみ業わざですがね」

「効くなら頼たのむ、やれ！」

　書架の果てまで走りきり、カナギは壁かべ際ぎわの棚から一本の弦げん楽がつ器きを拾って詩人へ投げた。

　詩人は古びた弦楽器を受け取り、ざっとその形を見てとる。

「おや、これは呪のろわれた名器。一〇〇年は前の代しろ物ものですね。弾ひいた者は必ず死に至るという話ですが……まあいいでしょう」

　詩人の指が楽器の弦に触ふれると、古い弦はもろくも切れた。詩人はすぐさま懐ふところから替かえの弦を取り出し、片端を口にくわえて弦を張る。

　カナギは詩人を置いて、追ってくるウゴルに向き直った。

　倒たおれた書架の上によじのぼって長い首を伸のばし、ウゴルはこちらをうかがっている。

　カナギは何列にもなった書架の奥へ、再び走りこんだ。

　高く響く足音を追い、ウゴルは書架ごしにカナギを捕とらえようと腕を突き出す。

　書架をぶちやぶって眼前に現れた腕に、カナギは剣を振り下ろした。剣が触れる一瞬前に、ウゴルは巨大な拳を握る。うめきに似たウゴルの呪じゆ文もんが零こぼれ、包帯の腕はぱっと白い炎ほのおに包まれた。旋つむじ風かぜに乗った炎が弧こを描えがき、カナギに叩きつけられる。

　灼しやく熱ねつの風を感じ、カナギは反射的に顔を腕でかばった。全身に衝しよう撃げきが走り、気づくと床に転がっている。背を打った痛みにあえぎ、それでも一転、二転、さらにもう一転して立ち上がった。一瞬膝が笑う。またも目前に燃え立つ腕が振り下ろされ、床に穴をうがつ。

　ウゴルの火が、書架に、零れた本に燃え移る。ウゴルは燃えさかる書架の端をつかんで、ありえない怪かい力りきで壁へと投げつけた。書架が壁にぶちあたり、炎を散らして砕ける。

　邪じや魔まな書架をのけたウゴルの腕が、今度はカナギへとせまる。

　その瞬間、不意に書庫内の大気が凍こおった。

　──いや、違う。音だ。澄んだ音がひとつした。

　刃やいばに似て冷えた音だった。ウゴルの腕を一いち陣じんの風がなめ、魔法の炎を吹ふき飛ばす。したたるように炎が床へと落ち、くすぶって消える。

　元の包帯まみれの姿に戻った腕を、カナギは斬りあげた。

　ど、と重い音と共にウゴルの腕が床に転がり、かつての魔導師は低くうめく。

　ウゴルは伸び上がって音のしたほうを見やった。壁際の棚のそばで、詩人が白い姿をさらしていた。彼の手の中にある楽器を見て、ウゴルはほとんど一回転するほどに首をねじる。

「楽師、妙な技わざを使うな。まあいい、遊ボウ！　わざわざヒトの姿を取っているのは魔法を使うためナノニ、最近はロクな魔法を使えんでつまらなかった！」

　本当に楽しそうに叫んで、ウゴルは身を震わせる。喉のどにあたる場所が痙けい攣れんし、高速で呪文が書庫内に満ちはじめた。同時に、書庫中の壁に端から小さな炎が灯ともっていく。下方から、天井に届くまで、無数の炎が螺ら旋せんを描いて灯っていく。

　風が起こった。風は炎をあおり、ごう、と鳴り、熱風の渦うずを詩人の真上に作り出した。

　詩人の衣ころもがあおられ、長い袖そでが熱せられた壁をかすめて焼けこげる。

　詩人は目を細め、指を止めずに弾き続ける。

　調整もされていない一〇〇年前の名器は、ひどい高温の中でも果か敢かんに鳴った。

　繊せん細さいな詩人の指が弦の上で躍おどる。調子をつかんだかと思うと、それこそ人の技とは思えない正確さと速さで、彼の指は音をつむぎはじめた。

　硝子ガラスの割れるような音があちこちで連続し、風が勢いを失う。大気が震えている。

　おびえているように。触れているものにも緊きん張ちようを強しいる大気の震えは、やがてある一点で、詩人が高らかに鳴らした音でもってほどけた。

　ふっつと辺りの緊張が消え、穏やかな風が逆巻きに吹く。

　途と端たんに、壁に灯っていた炎が軒並み消えていく。

　ウゴルがうなり、さらに呪文をつむごうとしたとき、彼の胸の奥に衝撃が走った。

　見下ろすと、こりずにカナギが剣けんを突つき立てている。

　ばかな、と嘲あざけろうとして、ウゴルは奇き妙みような気配を感じる。体が、自分の体が蠢うごめいている。

　剣の傷から奇妙なものが入ってきた感じがある。

「なんだ……？」

　思わずつぶやいたウゴルに、カナギは凶きよう悪あくに笑った。剣の柄つかを握った手からは、血がしたたっては床ゆかに落ちている。剣に己おのれの血を塗ぬったのだ。

「魔物にはさっぱり好かれてないらしい、俺の血だ。お前の体、魔物でできてるんだろ？　食わせてやるよ。足りてないのに大おお盤ばん振ぶる舞まいしてるんだから、しっかり味わえ！」

「阿呆が……ひとの血なんぞ食わせたら、魔物は凶暴化するだけ……！」

　叫んだウゴルの体が病的に痙攣する。カナギがずるりと剣を引き抜ぬいて後ろへ下がると、ウゴルの傷が急激に盛り上がるのがわかった。

　包帯を押し上げて泡あわ立だつ体を、ウゴルは押さえようとする。しかし腕は両方ともカナギに落とされていた。みるみるうちに、包帯は恐おそろしい内圧でもって内側から裂さける。

　ウゴルの体がまるでひとのものとは違う形状へとふくらんでいくと、仮面の赤い石は慌あわてたようにちかちかと光った。もう魔法は唱えていない。声帯を形作っていたものがなくなったのかもしれない。ウゴルの内部から現れた、不格好な粘ねん土ど細工じみた黒いかたまりは、蠢き、泡立ち、やがて狂くるったように無数の腕をカナギに向けて伸ばした。

　カナギは身をひるがえして避よける、が、目の前にもふくれあがり続ける魔物の腕がせまる。

　すかさず、カナギは懐から取り出した対抗薬の瓶びんを叩たたきつけた。

　中身がぶちまけられると、魔物の一部は痛みを感じたらしくひるみ、するすると下がっていく。次の一いち撃げきを予測してカナギが立ち上がったとき、辺りに穏やかな歌声が響ひびいた。

　懐なつかしい、穏やかな──そうか、これは子守歌だ。

　カナギは振ふり返る。もちろん、歌っているのは詩人だった。倒れた書架の上に腰こしかけて、何事もなかったかのように楽器をつまびきながら歌っている。

　わずかな間魅み入いられたように立ちすくんだカナギが、はっとして振り返ったときには、辺りは不自然に静止していた。魔物が縛ばくされたように──いや、おそらくは自ら動きを止めている。

「そういや……ラートリでも、歌で魔物を止めてたっけな……」

　あきれ顔になってつぶやき、カナギはふくれあがったまま、不思議な静物となってたたずんでいる魔物へ、ウゴルの体であったものへと歩み寄って手を伸べた。かろうじて頭にはりついていた仮面に手をかけ、はぎとる。

　手に取ると仮面は生き物のように生暖かく震え、カナギの頭に直接、言葉が響いた。

『こっちへ来い……カナギ……呪われた子……』

「…………」

　あまりの気色悪さに、カナギはひきつって仮面を床に落とす。そしてそのまま、踏ふんだ。

『な……な、ななな！　貴様！　なんたることを！　踏むとは！』

「悪いな、色々と鈍にぶい上に心も狭せまくて」

　抗こう議ぎする仮面を、なおも何度も踏みつける。仮面もめげずに、カナギに話しかけ続けた。

『のう、カナギ。わしを動けなくしたとしても、世界中に散らばった兄弟たちがいる。黒いゆりかごは揺ゆれ続ける。けして終わらんぞ』

「なら、神の都に行く前に、お前の兄弟とやらを全員殺す」

　淡たん々たんと言うカナギに、仮面はけらけらと笑う。

『お前、神なんか信じておるのか！　あんなもんは何も救わんぞ！　神の都への門たる不死者とて、まともに機能しとるのはごく一部。その一部は、多くの者が狙ねらっとる』

「不死者が、門？　その、まともに機能してる不死者に頼めば神の都へは行けるのか」

　目の色を変えたカナギに、仮面は楽しげに話し続けた。

『そうとも！　しかし、やめておけ。ひとに与あたえられるべき救いは、まずは魔物との同化。次が、死だ。死はいいぞ。すべてに等しく、優やさしく降りそそぐ。わしを信じろ。わしは悪ではない。わしはお前に、お前の信じておる世界やら人間やらの正体を見せたい。どうじゃ、我らの正しき兄弟にならんか。殺したいなら、いくらでも殺せるぞ！　己の手を汚よごさすに、な？』

「俺は殺すなら自分で殺す。そうして、お前ら全員殺したら、剣は腕ごと納な屋やにしまうよ」

　静かに言ったカナギの頭の中に、仮面の笑いが延々と響き渡わたる。

『ばかだの…………ひっ!?』

　不意に仮面の声におびえがまじり、カナギは顔をあげた。異い臭しゆうがする。

「カナギ、こちらへ」

　詩人が歌うのをやめてカナギを呼んだ。魔物は歌がやんだのを知り、ゆらゆらと体を揺らしはじめる。カナギが仮面を片手に倒れた書しよ架かをよじのぼりはじめたとき、変化は起こった。

　書庫の柱の上方に刻まれていた聖せい獣じゆうの口から、ごぼごぼと音を立てて液体が落ちてきたのである。黄みがかって濁にごった液体は、床へ落ちた途端に白い煙けむりをあげる。ひどくなる異臭にカナギはてのひらで口元を覆おおった。

「──なんだ、これは？」

「これは──おそらく、『灼やける水』です。この世のほとんどを溶とかすという、魔導師の発明品。この場所の危険なものをいざというときに消し去れるよう、用意されていたのでしょう。ここでの騒さわぎに誰だれかが気づいたのか、外の騒ぎを収めるために使ったものが流れこんだのか……どちらでしょうね」

　詩人の答えを吞のみこんでから、カナギはものすごく嫌いやそうに訊きく。

「念のため、訊く。この世のほとんどを溶かすってことは、人間も溶けるのか？」

「……骨は残るかもしれません」

　詩人は少し考えてから言い、周囲を眺ながめた。もはや床はくまなく灼ける水で埋うまっている。あっという間に広がった灼ける水はウゴルの体であった魔物の足元にまで至り、魔物は戸と惑まどうように身をよじり、緩かん慢まんに傾かたむきながら溶けていった。カナギはつぶやく。

「……心温まらない話だな」

　真顔で顔を見合わせてから、二人はどちらからともなく投げやりに笑った。

「遺ゆい言ごんを言いますか？」

「お前も死ぬだろ、さすがにこれは」

「では先に墓ぼ碑ひ銘めいを考えておきましょう。思いきり華か麗れいなものがいいですね」

　気楽に言った詩人の懐ふところで何かが光ったように見えて、カナギは瞬まばたいた。

「お前──それ、何だ？」

　問われて、詩人はやっと気づいたように自分の懐を探さぐる。取り出したのはミリアンのバングルだ。バングルにはまった紫むらさき色いろの石は、今は優しく光っている。詩人は少し笑った。

「ああ……これ。ミリアンの魔法石です。必ず、わたしの手で彼女に返すように、と言われていたのですが。無理かもしれませんね」

「ふーん……よかったな」

　妙みように素っ気なく言って視線をそらしたカナギを見やり、詩人は思案げに訊く。

「何がよかったんです？……君、今、何か妙な感情をわたしに向けませんでしたか？」

「向けてない」

「人間というのは……どうにも難しいものですね」

　書架の上で膝ひざを抱かかえ、詩人はバングルを眺める。平和な会話をしているうちにも、灼ける水は水位を増していた。木製の書架が灼け焦こげた匂においを発し、漂ただよう異臭にカナギは力なく咳せきこむ。何もかもが灼け、溶けていく。

　極度の疲ひ労ろうでか、灼ける水のせいでだか、目がちくちくと痛んだ。ぼやける視界をカナギが他人ひと事ごとのように眺めていると、『灼ける水』の液面に、渦うず巻まき模様が生まれたのが見える。

　カナギは瞬いた。見み間ま違ちがいではない。濁った『灼ける水』に、清水がまじり始めているのだ。

　見上げると、聖獣像から零こぼれる水もまた、澄すんできているようだった。

「……詩人、これ、なんだと思う」

「奇き蹟せき、ですかね」

　問うたカナギに、詩人はぽつりと返した。二人の視線はいつしか扉とびらへと向かう。

　密閉性の高い金属扉はもう、三分の一ほどは水に埋まっていたが、カナギたちが見ているうちに、やがて鈍いきしみと共に外側へ開いた。どう、と音を立て、ほとんどただの水に変わった液体が外へと流れだしていく。

　水に流されかけ、扉にすがってどうにか立っていたのは、少女だった。

　見慣れた薄うす黄色い髪かみの少女、ミリアン。

　彼女は崩くずれた書架の上で呆ぼう然ぜんとしている二人を見つけ、花のように笑った。

「ソラ、カナギ！」

「ミリアン……君、魔法石もなしで水を組み替えたんですか……？」

　詩人の問いに、ミリアンは勢いよくうなずいた。少女の細い体は、魔法石なしの大仕事のせいで重い疲労を宿しているようだ。それでも、彼女の顔には疲労より喜びの色が濃こかった。

「私の石の気配を、たどってきたの」

　少女は流れを踏み、倒たおれた書架に飛び乗って、多少ふらつきながらも身軽に二人のところまでたどりつく。まるで屈くつ託たくのない、輝かがやく瞳で二人を見上げて、ミリアンは言う。

「ただいま！」

　澄んだ声の響きに、カナギは一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからない。言葉の意味がしみてきたときには、めまいがひどくなって、カナギは書架にもたれてぐったりと倒れた。

「……負けた」

「まさか、勝つ気でいたとは。……無む謀ぼうだ」

　詩人も視線をそらして言い、ミリアンだけが泣きそうな顔で笑って、詩人に抱だきついた。


◆



　灼ける水は次々に地下の各階を満たしていく。その速度は魔物の増ぞう殖しよくにどうにか追いつき、魔導師たちに残された仕事は、最後に灼ける水を宮きゆう殿でんの外へと排はい出しゆつするだけとなっていた。

　口元を布でしっかりと覆った魔導師たちが、灼ける水を排出する水門の前に集つどっている。その中の責任者である魔導師は、わずかな震ふるえを抑おさえきれずにいた。

　彼がこの水門を開ければ、灼ける水が外界に解き放たれるのだ。

　下流に住む多くのものが被ひ害がいを受けるだろう、老人も、おそらくは子供たちも。自分の子供たちの顔を次々に思い出し、中年の魔導師は苦く目をつむった。しかし脇わきではひたひたと、異臭を放つ水が水位を増している。宮殿すべてをこの水に沈しずめるわけにはいかないし、灼ける水に中和剤ざいはない。ある一定時間大気にさらすしか、灼ける水を無害にする方法はなかった。

　ようやく意を決した魔導師が水門を開けるよう指示を出そうとしたとき、彼は不意に背後から肩かたを叩たたかれた。

　驚おどろいて振ふり向いてみると、そこに立っていたのは黒衣の巨きよ漢かん、教主である。

　彼は数人の老いた幹部とクオーリアを従え、魔導師を見つめて深くうなずく。

「おぬしの仕事の前に、わしの仕事がある。少し、下がっておれ」

　一体何をする気だろう、そう思って下がった魔導師の前に立ち、教主は煮にえ立つ濁った水を見下ろした。彼は笑う。

「あのような女の子供に手本を示されては、わしもやってみるしかなくなるの」

　何のことやらわからない魔導師の前で、老幹部たちがうなずきあう。

「よく見とれ、クオーリア。父上は無む茶ちやなお方じゃぞ」

「……はい」

　戸惑いがちにうなずくクオーリアの目の前で、教主は無意味にぱきりと指を鳴らす。

「久しぶりじゃ。まっとうな組み替かえなどは。最後まで体が保もつことでも祈いのっておれよ」




　少しの間をおいて、聖獣宮の表面、岩がん壁ぺきに刻まれた聖獣の口から、澄んだ水が音を立てて零れ落ちた。老人たちの子供じみた歓かん喜きの声と一いつ緒しよだった。








終章　魔導師の帰き還かん









「むう……苦くて鼻につき、まったりとしているせいでその味が長々と続く。実にまずい！」

　長ったらしい文句に、カナギは拳こぶしで卓たくをなぐりつけた。

　しかしその拳はさんざん痛めつけられた左手であったため、カナギはしばらく苦鳴を抑えて顔を伏ふせることになってしまう。どうにか痛みから立ち直り、カナギは教主に向かって叫さけぶ。

「文句言うくらいなら飲むな！」

　自室の寝しん台だいの中でカナギ作の薬湯をすすっていた老教主は、首を横にふって言った。

「しかしこのまずさがくせになる！　もう一いつ杯ぱい！」

「駄だ目めだ！　あんたにあわせて一杯ですむように煎せんじてるんだ！」

「融ゆう通ずうのきかん奴やつじゃのう。やはり嫌きらいじゃ」

　教主はすねたように言ったが、体格のいい老人なので少しもかわいくない。とはいえ、掛かけ布ふをかぶって丸まった教主の体は、大分薄くなってしまったようにも見えた。

　地下を満たした灼やける水を残らず真水に変えるのは、恐おそろしく消しよう耗もうする作業だったらしい。

　こちらも憔しよう悴すいした顔つきのカナギが、包帯を巻いた手で適当に掛布をかけなおしてやる。酷ひどい扱あつかいを受けたカナギの手も、どうにか使いものにならなくなるのだけは避さけられたようだ。とはいえ、元のように動かせるようになるにはしばらくの時間が必要だった。

「勝手に嫌ってください、俺もあんたのことは嫌いです」

「うむ、思いがつりあうのは幸せなことじゃ。とはいえミリアンのことはあきらめんからのう。おぬしらが体を休めている間が勝負じゃな。見事籠ろう絡らくし、跡あと継つぎにしてみせる！」

　めげずに言う教主を見下ろして少し笑い、カナギは空になった薬湯の椀わんを脇に片づけた。

「無む駄だだと思いますけどね。俺たちはまた出て行きますよ。もう、餌えさの役割はいいんでしょう」

「うむ。……まあ、おぬしには世話になったと言ってもいいかもしれん」

　なおも偉えらそうに言う教主に、カナギはこの老人を一発殴なぐっておくべきかどうかで少し悩なやんだ。総会まで開いて魔物に憑つかれたカナギを見せ物にした教主の思おも惑わくは、最初からあの『黒いゆりかご』とやらの連中のあぶり出しであったらしい。

　ただし、さんざんカナギと口論したのは教主自身の趣しゆ味みだ。教主は続けた。

「書庫の中身は、ほとんど誰だれかが記き憶おくしとる。ま、今回の礼として、神話にくわしい奴を紹しよう介かいしてやろう。それで貸し借りなしじゃ」

「……調子のいいひとですね、あんた。薬湯のぶんは現金で払はらってください。あとは、その『黒いゆりかご』とやらについても、だんまりはごめんですよ」

　教主は少し考えこんでから、カナギのほうへ寝ね返がえりを打って言う。

「教会内結社というのはの、別にすべてが怪あやしげなものではない。ほとんどは単なる趣味の研究集団じゃ。『黒いゆりかご』がまずかったのは、哀あわれなるウゴルが指導者であるがゆえ。解かい呪じゆも難しく、ずっと地下書庫に封ふうじておったが、体がなくなれば奴もたいしたことはできん。……もう、あれのことは忘れることを勧すすめるぞ。なにせ『黒いゆりかご』は古い組織じゃ。教会内にも、外にも、おそらくまだまだひそんでおる」

「無理です。あれは俺の敵だ」

　そう言ったカナギの声は軽かったが、暗い情熱を秘ひめてもいた。教主は顔をしかめる。

「おお、嫌いやな目をしとるのう。だから若者というのは嫌なんじゃ」

「放ほうっといてください！　大体俺が忘れたって、向こうが忘れませんよ、多分。奴らは不死者も目の敵かたきにしてるみたいだし、どうせ巡じゆん礼れいを続ければまた会うでしょう。……それじゃ、安静にしてください」

　素っ気なく言ってカナギが教主の部屋を出ると、廊ろう下かにはミリアンがたたずんでいた。彼女はカナギが出てくるともたれかかっていた壁かべから背を離し、頼たよりない足取りで歩み寄ってくる。

　ミリアンも度たび重なる練り直しで相当に体力を消耗したらしく、すべて終わった後には三日も寝ねこんでいたのだ。少女はカナギを見上げて問う。

「元気そうだった？」

「教主のことなら、あいかわらず殺しても死なない程度には元気だな。それよりお前、まだふらついてるぞ。出歩くなよ」

「別に平気。またカナギがさらわれても困る……し……」

　ミリアンは言い張ろうとしたが、それより早く、カナギが無造作にミリアンを抱かかえ上げてしまった。荷物のように肩に少女を担かついで、カナギは問答無用で歩き出す。

「駄目だ、部屋に帰れ」

　ミリアンはカナギの肩に揺ゆられながら少し考え、顔をあげて彼の後頭部に声をかける。

「カナギ。……ソラはちゃんと、普ふ通つうに前で抱えてくれた」

「…………このほうが楽なんだよ！」

　忌いま々いましげに舌打ちし、それでもカナギは自分の左手に負担をかけないよう、慎しん重ちようにミリアンを抱え直す。ミリアンもカナギの首に腕うでを回して、無事に彼の両手に収まった。あごの下でふわふわする薄黄色い髪にため息をつき、カナギは問う。

「ソラは、どうしてる」

　珍めずらしく詩人を名前で呼んだカナギの顔を見上げ、ミリアンは答えた。

「楽器の修理。あと、何か、ぼんやりしながら考えてる」

「そりゃいいことだ。あいつの頭の中は、多分頭の良い一〇歳児くらいだからな。そういやお前、フェイギン家のひとたちには、もう何か言ったか？」

「まだ。……でも……」

　口ごもるミリアンの戸と惑まどいに、カナギは苦く笑しようして、静かに言った。

「もう少しちゃんと考えろ。家族ってのはいいもんだ」

「うん」

　カナギの言葉をかみしめて、ミリアンは小さくうなずく。
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「……よかったのう、クオーリア」

　寝台に横たわった教主が言うと、部屋の隅すみにひかえていたクオーリアが歩み出る。

「教主様……父上。本当に彼女を後継ぎになさるおつもりですか？　あの子は本当は……」

「あの子の本当の身み許もとのことは隠かくしておけ。そのほうが、あの子にとっては幸福じゃ。なにせあそこの連中は、赤あかん坊ぼうを遺い跡せきに放りこんで覚かく醒せい位を作るような人間じゃ。ひととして未熟な覚醒位ほど恐ろしいものもないのにのう。……どうした、クオーリア。冴さえぬ顔じゃな」

　笑って言った父親の枕まくら元もとに歩み寄り、クオーリアは真しん剣けんな面おも持もちで彼を見下ろした。

「父上、僕はそんなにも頼りないでしょうか？　仮面を継つげないほどに？」

　クオーリアのはっきりした言葉に、教主はわずかに顔をほころばせた。

　クオーリアの目には、不安よりも決意が宿っている。やっとか、教主はそう思う。

　やっと、この末息むす子こにも話が通じる日が来たのかもしれない。彼が不安に支配され、自分の顔色ばかりうかがっているうちは、教主はクオーリアに何を言う気もしなかった。しかし今日は違ちがう。今日はいい日だった。教主は言う。

「違うぞ、クオーリア。頼りないのどうの、そういう話ではない。この仮面を継ぐのは大変なことじゃ。……本当は、わしはおぬしにこれを継がせたくなかった。とはいえ、他の幹部連中は皆みな、『黒いゆりかご』である可能性があったからのう。ますます教主の座を譲ゆずるわけにもいかんかった。この仮面はウゴルの心の半分を封じたもの。『黒いゆりかご』の連中にだけは渡わたしてはならん。ゆえに、わしはおぬしを次代教主にしようと思っておったのじゃ」

　教主は顔にはりついた仮面を大きなてのひらでなでる。

「しかし、今回のことですべては解決じゃ。『黒いゆりかご』の幹部は捕とらえたし、ウゴルの体は滅ほろびた。それにミリアンなら、この仮面を御ぎよすることができるかもしれん。形ばかりの教主の座と仮面はあの子に継がせ、おぬしは綺き麗れいになったこの組織を、実質的に継ぐのじゃ。これが一番、お前のためになる道じゃ。いいな」

「父上……」

　クオーリアはゆっくりと顔を歪ゆがめた。泣くように、笑うように。教主は機き嫌げん良く続ける。

「さて、後の問題は魔ま物ものの出どころと、あの詩人じゃの。あっさり『黒いゆりかご』の根城にたどりついていたあたり、どうとぼけてもおかしい。古い禁きん忌きに関かかわる者やもしれん。ウゴルの次に封じねばならんのは、おそらくは奴じゃの。……？」

　教主は不意に妙みような寒さを感じて言葉を切った。寒さは腹のあたりにある。のろのろと視線を動かす。腹に何かが刺ささっているのがわかる。それは長い、長い針だった。

　教主は目を瞠みはる。針の頭を握にぎっているのはクオーリアだ。彼は静かに言う。

「父上は、何もわかってはいらっしゃらなかったのですね。僕が継ぎたかったのは、その仮面なんです。その石なんです。僕は昔から、それが話しかける声を聞いていた。それが話しかける真実を──知っていた。僕はずっと孤こ独どくでした。この世の主あるじはひとではないのです」

　クオーリアの言うのは、『黒いゆりかご』の主張そのものであった。クオーリアは針から手を離して、教主の顔からそっと半かけの仮面をはぎとる。

　教主は抵てい抗こうをしなかった。腹が寒い。きっと毒が塗ぬってあったのだ。その奥で、心が冷えている。クオーリアの言葉にも毒があるのだ。クオーリアは手の中の仮面を見つめてあとずさる。

「そのために、仮面を継ぐために、あなたに気に入られた。仲間を捕らえさえした。──でも、僕はカナギを実験材料にするのは反対でしたよ。カナギとは、友達になれると思ったから。なにしろ魔物を吞のんでいるし、心が通じ合う気がしました。でも、もう駄だ目めだ」

　黒いゆりかご。まさか、お前もだったのか？　そう訊きこうと思ったが、声は出ない。教主の視界はぼんやりとにじんでくる。困ったことだ、自分はどうやら、息子のことをあまりに知らなかったようだ。自分の言葉と思いは何ひとつ、息子に届いてはいなかったようだ。

　それにしても視界が暗い。外は晴れているか、クオーリア？

　答えはない。教主の視界の端はしで、クオーリアは部屋の隅の古びた櫃ひつから、地下書庫にあったウゴルの仮面を引きずり出している。

　教主の仮面とウゴルの仮面をあわせてはいけない。

　教主は声を出そうとしたが、喉のどからかすれた息が漏もれただけだった。

　大気が震ふるえて、誰かが懐なつかしいことを言ったのが聞こえる。クオーリアの声だ。

　でもきっと──クオーリアではない。

　クオーリアの声で、誰かが言う。

「さあ、始めよう──彼の再来に備えてもう一度、すべてのことを──恐おそれはじめよう」


◆



「今、なんつった？　ラングレー卿きよう」

　バシュラールが低く言う。彼の言こと葉ば遣づかいはいつもどおり庶しよ民みんじみていたが、声こわ音ねと表情はひどく凍いてついていた。

　カエキリア城二階の広間に居並んだ面々は、帰き還かんしたセロフ、彼女の連れてきた闇魔法教会本部の特使とカエキリアの魔導師たち、バシュラールとシュナル、それに加えてラングレー卿とその部下である。

　セロフがカエキリアの死にまつわる事件についてバシュラールたちと話し合うために用意した席に、ラングレーたちが強ごう引いんに同席した形だ。魔導師たちの冷たい視線をものともせずに強きよう硬こうな姿勢を貫つらぬくラングレーは、今さっきとんでもないことを言ってくれたところであった。

　セロフの座る玉座の前にたたずんだラングレーは、手にした書状から顔をあげてバシュラールに冷えた視線を向ける。

「今回の事件について、カエキリアの魔導師は帝てい国こく法院裁判所により裁かれる、と言ったのだ。光魔法教会本部の人間に剣けんを向けるということは、帝国に剣を向けることに等しい」

　ラングレーの言いように、セロフの隣となりに座っていた黒衣の男が立ち上がる。彼は闇魔法教会本部からの特使としてカエキリアへやってきた魔導師だ。バシュラールたち光魔法教会と、闇魔法教会に属するセロフたちとの間に立ってことを取りなすのが彼の役割である。初老の魔導師は穏おだやかに言う。

「待たれよ。それについては、わたしが光魔法教会との対話によって解決する用意がある。魔導師同士の対話には、何なん人ぴとたりとも踏ふみ入ることがあってはならんぞ。おぬしらのあがめる、法の書にもそう書いてあろう」

　魔導師の言葉に、ラングレーは鷹おう揚ようにうなずいた。

「確かに。魔導師同士の争いに、帝国政府は踏みこめない。ただし、例外がひとつあるのは皆さん、ご存じですな？──『古い盟約』に関する事件であれば、この世のどの場所であろうとも、我々ははせ参じ、義務を果たす。つまり、魔物に関する事件であれば、ということだ」

　ラングレーの言葉を受け、バシュラールは薄うすら笑う。おかしなことになっている。

　バシュラールは辺りの緊きん張ちようを解くように、頭をかきながら言った。

「盟約ね。──神聖帝国ルースは常に騎き士し団を持ち、魔物が姿を現したときには、いつ、いかなる場所にもはせ参じ、これを滅めつする、ってえあれか。こないだその盟約が発動したのは、ミズネ・タカミネんときだったな？　魔物退治に、初めて東方に帝国軍が入った。……それにしたってラングレー卿、ずいぶんと今回の事件についてくわしいじゃねえか。カエキリアに魔物が出たってぇ話は、誰だれから聞いた？　俺ぁ、本部にしか報告してねえはずだが」

　光魔法教会の法務部と、帝国政府の帝国法院は仲が悪い。光魔法教会の本部がきちんとしてさえいれば、すぐに情報が漏れるなどありえなかった。ラングレーは淡たん々たんと返す。

「わたしは皇こう帝てい陛下のご下命に従うのみだ。皇帝陛下は、このたびの事件を魔導師同士で解決させてはならぬと仰おおせである。なぜなら、これには『黒いゆりかご』が関わっているからな」

「ゆりかごって……そりゃあ、あの、どこぞの魔導師が中心になってるっていう物ぶつ騒そうな集団のことか」

　意外な言葉に、バシュラールは思わず瞬まばたいてセロフたちを見やる。セロフはこわばった表情で黙だまっているが、瞳ひとみは困こん惑わくと動どう揺ようを映していた。

　魔導師たちや一部の人間の中ではあまりに有名な『黒いゆりかご』という組織は、しかしその実体を誰も知らないことでも知られていた。団員は全大陸に散らばり、互たがいが互いの顔を知らないのが普ふ通つうであるという。半ば伝説となりかけている古い集団である。

　ラングレーは浅くうなずき、まっすぐにセロフを見つめた。

「そう、あれは魔物を世界の正統な主とあがめる不ふ逞ていの輩やからの集団だ。彼らは、我ら、魔物を狩かり、世界の守護者たらんとする帝国の敵である。今までも数々の暗殺、世界中の陰いん謀ぼうに深く関わり、ひとの世を覆くつがえそうと企たくらんできた。セロフ師、カエキリアの魔導師にかかっている容疑はこれです。──あなたがたは、『黒いゆりかご』なのではないか？」

　揺ゆるぎない声で言われ、セロフはついに玉座から立ち上がった。彼女にとってはもちろん、こんな話は寝ね耳みみに水だ。彼女の知る限り、カエキリア領主はこの領地と民たみを守ることと、魔導師を育てることだけを考えてやってきた。セロフは屈くつ辱じよくに唇くちびるを震わせて言う。

「ばかな……私たちを侮ぶ辱じよくするのもいいかげんになさい、我々がそのような集団に属していたという証しよう拠こがどこにあります！」

「証拠は、カエキリア師の体ですな。『黒いゆりかご』は魔物をあがめ、魔物との同化を目指しているという。どうも、カエキリア師はそのような研究をしていたために五〇〇年を生きたのではないか、という噂うわさがありまして。それともうひとつ。この城のそばには前世界の遺い跡せきがありますな？　そこの不死者は、どうなりました？　まだ、そこにおりますか」

　冷えて平へい坦たんな声で言われ、セロフは不意に混乱する。不死者──そう、あの遺跡の不死者は、結局どうなった？　思い出そうと思うと頭がぼうっとしてしまい、セロフは言いよどんだ。

「……あ……いいえ、でも……でも……」

　セロフの様子を魔導師たちが心配げに眺ながめ、ラングレーはさらにたたみかける。

「あなたがたが、不死者を滅ぼしたのではないですか？　『黒いゆりかご』は、不死者をも封ふうじこめ、魔物を世にはびこらせようとしていると言います。実際いくつも、不死者のいない遺跡が見つかっておりまして」

　ラングレーの話す内容に眉まゆを寄せ、バシュラールが一歩前へ出て口を挟はさんだ。

「待てよ、ラングレー卿。お前さんたち、ちぃと踏みこみすぎだぜ。俺だって『黒いゆりかご』の噂は聞いちゃあいるが、前世界の遺跡は誰のもんでもねえ、神聖な場所だぜ。そこをお前さんたち帝国軍がおおっぴらに捜そう査さしてるってぇのか？」

「そうだ。我々は神より法の書をさずかった、神聖皇帝陛下直々の臣下である。神のご意志は我らと共にある。不死者や前世界の遺跡は、むしろ、我々のものと言ってもよいくらいだ」

　ラングレーの言い分が妙に過激なことに気づき、バシュラールはあからさまに顔をしかめた。鳥の神と世界の王をあがめるこの世界で、宗教はごく原始的なものである。なにせ神が実在しているのだ。東方など限られた場所以外では皆みなが鳥の神をあがめ、土地に根づいた社に供く物もつを捧ささげ、詩人の歌う宗教歌を聞くことで信しん仰こうを示す。

　大陸一の勢力を誇ほこる神聖帝国ルースでさえ、帝都で行う祭礼を取り仕切り、領土内に社を建てはしたものの、信仰の根幹には踏みこまなかったし、遺跡にも手を出さなかった。

　それをまるきり無視するようなラングレーに、バシュラールは緊きん張ちよう感かんなく笑ってみせた。

「おい……危なっかしいこと言ってやがるなあ。よせよ、宗教がらみは面めん倒どうだぜ。皇帝陛下は神さんじゃねえんだから」

　ラングレーはバシュラールを見ると、不意に彼の眼前に人差し指を突つきつけて言う。

「口を慎つつしめ、ギスラン・バシュラール卿。貴き殿でんは知らぬようだから教えておくが、近いうちに法の書の第三八二回目の改かい訂ていがある。法の書は古い信仰を禁ずるぞ。古い宗教歌を禁じ、それを知り、歌うものを断罪する。──そういえば、貴殿のご執しゆう心しんの罪人は、詩人だったな？」

「そりゃあ……そうだが」

　バシュラールは一いつ瞬しゆん、ラングレーの言葉の意味をとらえそこねて呆ぼう然ぜんとする。突っ立ったバシュラールの代わりに、玉座のセロフが叫さけんだ。

「なんて愚おろかな！　何の罪もない古い宗教者たちを、端はしから殺すと言うのですか!?」

「言葉を慎みなさい！」

　ラングレーの怒ど声せいが飛んだが、今度はバシュラールの後ろへひかえていたシュナルが厳しい顔で声をあげる。

「そのような法案が会議を通るはずがありません！　そもそも、法改正に必要な神聖会議の開かれる時期はまだ先のはず！」

「これは勅ちよく令れいだ」

　ラングレーの冷えた声が辺りを打つと、広間は恐おそろしいほどに静まりかえる。

　バシュラールはさっきから、柄がらにもなくぼうっとしていた。頭の奥では帝都で進行しているであろう事態を考えているのだが、もっと手前で感情的な問題がくすぶっている。

　ラングレーは片眼鏡めがねを指で押さえ、バシュラールの顔をのぞきこんだ。

「わかっているかね、バシュラール卿。詐さ欺ぎ罪ではせいぜい目玉のひとつや二つだが、今回の法改正で詩人は詩人であるだけで死罪にできる」

　どうだね、とラングレーが視線で問う。バシュラールは陰いん鬱うつな瞳でそれを見返した。

　どうも、帝都は本格的にやっかいなことになっているらしい。おそらくは自分もそれにまきこまれるのだろう。バシュラールは背を正し、珍めずらしく、ごく貴族的に一礼した。

　顔をあげて笑った彼の顔には、薄暗い喜びが宿っている。

「そりゃあまた、ありがたき幸せ、ってやつだな」


◆



　帝都の一角で、少女はいつものように目を覚ます。

　薄暗い自室にはごちゃごちゃと物があふれていたが、彼女は何にも興味がなかった。

　誰かが扉とびらを叩たたいている、騒さわがしい音がする。

「教主様！　緊きん急きゆうの知らせです！　教主様！　闇魔法教会の総教主が、亡くなりました！」

　うるさい声を聞きながら、寝しん台だいに横たわった少女は緩かん慢まんに寝ね返がえりを打った。

　敷しき布ふの上には、少女の足元まである長い髪かみがゆるく零こぼれている。彼女の部屋は、すべてが白で作られていた。色を白と金に限定されてしまっては、あとは素材と形にこだわるしかない。

　気が遠くなるほど細かに編まれた飾かざり布に埋うもれて、少女は、光魔法教会の教主は目を開いた。瞳は赤あか紫むらさき色いろで、長い髪は薄黄色い。外界を知らない肌はだは抜ぬけるように白く、力ない細い肢し体たいは少女とも少年ともつかない中性的なものだった。

　カナギがこの少女を見たら、ひどく驚おどろくことだろう。

　光魔法教会の教主であるこの少女は、あまりにもミリアンに似ている。けれど、瞳は死人めいて生気を失い、視線はもうろうと中空をさまようばかりなのだ。

「教主様！　皇帝陛下の使者を、これ以上無視するわけには参りません！　踏みこまれます！」

　老人のしわがれた声が、うるさいことを言っている。

　ここは本当に嫌いやな場所だ、少女は思う。彼女は乾かわいた唇で、小さく囁ささやく。

「だからミリアン、あなたは帰ってきては駄だ目めよ。……ここには怖こわいひとがいっぱいいるの」







　あとがき







『オペラ』シリーズ（どうにかシリーズになりました）の三冊め、「オペラ・フィオーレ」。無事にお届けできそうでほっとしています、栗原ちひろです。

　今回「フィオーレ」は「花」の意味でして、内容も女の子主導のウェットな話……の、はずでした。いえ、前回の「オペラ・カンタンテ」がちょっと少年向け風味な展開だったかな、と勝手に反省しまして、今回はとことん少女向け風味で行こうと思ったのです。結果は、担当氏の原げん稿こう読後第一声が「着実に外れた路線に行ってますね～」だったあたりで、推おして知るべし、というか──すみません、今回も外したみたいです（遠い目）。




　ええと、そんなこんなで少女小説の本道からは外れているらしい三冊目ですが、今回は主要人物三人の作る小さな社会に、これもまた小さな変化が起こります。何にせよ変化というのは恐おそろしいものではありますが、個人的にはすべての変化を大切にしていきたいなあと思う今日このごろ。もしもお気に召めしましたら、彼らの変化をもう少し見守っていてやってください。

　あとは今回、準レギュラーの新キャラさんがひとり出演しています。バシュラールの元ご学友、ラングレー卿きよう。バシュラールがおちこぼれ風味なので、ラングレーはばりばりエリートでいこう！　と思ってみたものの、書いてみたらあんなひとでした。後から見ると、自分でも若じやつ干かん不ふ憫びんに思います。今後も出てくるはずなので、色々挽ばん回かいしてほしいところですが……。




　ここで今後の話を少し。あいかわらず予定は未定で一寸先は闇やみなのですが、とりあえず、二〇〇六年六月後半発売予定の雑誌、ザ・ビーンズvol.7に短編を掲載していただけることになっています。この内容がちょっと変わっていて、バシュラールが子供のころの話なのです。しかもこの時代の話は、雑誌で数回にわたって書いていけるとのこと。まさかこんな外伝的な話をまとまった分量でやらせてもらえるとは思っていなかったので、私自身びっくりしているところです。もしもお金や時期のご都合があうようでしたら、どうぞ見てやってください。バシュラールのお世話係とか、詩人も出ますよ～。




　最後にまた御礼をさせていただきます。絵師のＴＨＯＲＥＳ柴本氏（二巻の挿さし絵えの美び麗れいっぷりにはひっくり返るかと思いました！）、散文風味になりがちな私の文章の良心、担当編集氏。そうしてこの未熟な若じやく輩はいがものを書くのをゆるしてくださる読者の方々。ぽちぽちと応おう援えんのお声も耳に届きはじめています。本当にありがとうございます。未熟なりに一歩ずつでも這はい登っていこうと思います。私の変化が作品の面おも白しろさやわかりやすさに昇しよう華かされているよう祈いのりつつ、次巻でお会いできる日を楽しみにしています。
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